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〇議長挨拶 

◇議長（髙橋茂樹君） おはようございます。 

 令和元年玉村町議会第３回定例会が開会されるに当たり、一言ご挨拶を申し上げます。 

 議員各位には、令和元年玉村町議会第３回定例会が招集されましたところ、公私ともにご多用の中

ご参集いただきましたことに対し、厚く御礼申し上げます。 

 さて、今定例会は、決算議会とも言うべき平成３０年度の一般会計や特別会計の歳入歳出決算認定

に係る議案等を審議する重要な議会であります。平成３０年度予算が目的どおり適正かつ効率的に執

行されたか、慎重な審議がなされることを願うところであります。また、新規条例や条例の改正、令

和元年度補正予算などの重要な議案も後ほど町長から提案されます。議員各位には、住民の負託を受

けた議会議員として、あらゆる角度から慎重なる審議を行い、適正にして妥当な審議結果が得られま

すよう願うものであります。 

 さらに、今定例会には９名の議員から一般質問の通告がなされておりますが、活発な議論が行われ

るものと期待するところであります。 

 議員並びに町長を初め執行各位には、体調には十分留意され、今定例会に臨んでいただくようお願

い申し上げまして、開会の挨拶といたします。 

                      ◇                   

〇開会・開議 

   午前９時開会・開議 

◇議長（髙橋茂樹君） ただいまの出席議員は１３名であります。定足数に達しておりますので、こ

れより令和元年玉村町議会第３回定例会を開会いたします。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付したとおりであります。 

                      ◇                   

〇日程第１ 諸般の報告 

◇議長（髙橋茂樹君） 日程第１、諸般の報告を申し上げます。 

 初めに、監査委員から、地方自治法第１９９条第９項の規定による随時監査の結果、同法第２３５条

の２第３項の規定による例月出納検査報告が報告されております。６月から８月までの監査、検査の

報告は、お手元に配付したとおりであります。 

 また、議員派遣終了報告書が議長に提出されております。研修内容は、お手元に配付したとおりで

あります。 

                      ◇                   

〇日程第２ 会議録署名議員の指名 

◇議長（髙橋茂樹君） 日程第２、会議録署名議員の指名を行います。 
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 会議録署名議員は、玉村町議会会議規則第１２７条の規定により、８番三友美惠子議員、９番浅見

武志議員の両名を指名いたします。 

                      ◇                   

〇日程第３ 会期の決定 

◇議長（髙橋茂樹君） 日程第３、会期の決定について。 

 本定例会の会期については、去る８月２７日に議会運営委員会を開催し、審査をしておりますので、

議会運営委員長の報告を求めます。 

 備前島久仁子議会運営委員長。 

              〔議会運営委員長 備前島久仁子君登壇〕 

◇議会運営委員長（備前島久仁子君） おはようございます。令和元年玉村町議会第３回定例会の議

会運営委員長報告をいたします。 

 令和元年玉村町議会第３回定例会が開催されるに当たり、去る８月２７日午前９時より、役場４階

会議室において議会運営委員会を開催し、議事日程を作成いたしましたので、ご報告申し上げます。

詳細につきましては、お手元に配付してあるとおりでございます。 

 会期は、本日から９月１３日までの１１日間といたします。 

 今定例会に町長から提案される議案は、平成３０年度決算に関する報告５件及び認定８件並びに条

例の新規制定や一部改正、令和元年度補正予算に関する議案等２０件の計３３議案を予定しています。 

 概要につきましては、日程１日目の本日は、まず各常任委員長より閉会中における所管事務調査報

告を行います。 

 次に、陳情の付託を行います。 

 続いて、町長より報告第３号から報告第５号までの３件についての一括報告があります。 

 次に、認定第１号から認定第８号までの８案について一括提案説明があり、監査委員の審査意見報

告の後、総括質疑を行い、決算特別委員会を設置し、審査の付託を行います。 

 続いて、報告第６号及び報告第７号の２件について、一括報告及び監査委員の審査意見報告を行い

ます。 

 次に、議案第４５号について提案説明があり、質疑、討論、表決を行います。 

 次に、議案第４６号について提案説明があり、総括質疑の後、委員会付託を行います。 

 その後、議案第４７号から議案第５４号までについて、それぞれ提案説明があり、質疑、討論、表

決を行います。 

 次に、議案第５５号から議案第５９号までの５議案について一括提案説明があり、それぞれ質疑、

討論、表決を行います。 

 続いて、議案第６０号から議案第６３号についてそれぞれ提案説明があり、質疑、討論、表決を行

います。 
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 次に、同意第２号について提案説明があり、質疑、討論、表決を行います。 

 最後に、一般質問を行います。質問者は３人です。 

 日程２日目は、本会議を午前９時に開議、一般質問を行います。質問者は６人です。 

 本会議終了後、決算特別委員会を開催し、正副委員長の選出を行います。 

 日程３日目は休会といたします。 

 日程４日目は、総務経済常任委員会を開催します。 

 日程５日目と６日目は、土曜日、日曜日のため休会とします。 

 日程７日目は、民生文教常任委員会を開催します。 

 日程８日目及び日程９日目は、決算特別委員会を開催します。 

 日程１０日目は、事務整理のため休会とします。 

 日程１１日目は、最終日となります。午前１１時より議会運営委員会を開催し、午後１時３０分よ

り全員協議会を開催します。 

 その後、本議会を午後２時３０分に開議し、委員会に付託された陳情について委員長の審査報告が

あり、質疑、討論、表決を行います。 

 次に、委員会に付託された議案第４６号について委員長の審査報告があり、質疑、討論、表決を行

います。 

 続いて、決算特別委員会に付託された認定第１号から認定第８号までの８議案の審査結果について

委員長の報告があり、それぞれ質疑、討論、表決を行います。 

 その後、各委員長から開会中の所管事務調査報告及び閉会中の所管事務調査の申し出を行います。 

 最後に、議員派遣の申し出を行い、閉会を予定しております。 

 以上申し上げましたとおり、効率的かつ円滑な議会運営ができますよう各位のご協力をお願い申し

上げまして、報告といたします。 

◇議長（髙橋茂樹君） 以上で議会運営委員長の報告を終了いたします。 

 お諮りいたします。 

 令和元年玉村町議会第３回定例会の会期は、ただいま議会運営委員長から報告のありましたとおり、

本日から９月１３日までの１１日間としたいと思います。これにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（髙橋茂樹君） ご異議なしと認めます。 

 よって、今定例会の会期は本日から９月１３日までの１１日間とすることに決定いたしました。 

                      ◇                   

〇日程第４ 閉会中における所管事務調査報告 

◇議長（髙橋茂樹君） 日程第４、閉会中における所管事務調査報告を行います。 

 初めに、総務経済常任委員会の調査研究について委員長の報告を求めます。 



－7－ 

 渡邉俊彦総務経済常任委員長。 

              〔総務経済常任委員長 渡邉俊彦君登壇〕 

◇総務経済常任委員長（渡邉俊彦君） 総務経済常任委員会所管事務調査報告を行います。 

 本委員会は、所管事務調査の結果を下記のとおり、会議規則第７７条の規定により報告をいたしま

す。 

 日時ですが、令和元年８月６日火曜日、午後２時から午後３時３０分。 

 場所ですが、前橋市役所、前橋市大手町２丁目１２番１号。 

 視察内容、第７次前橋市総合計画の策定について。 

 出席者ですが、私委員長ほか全員の委員と髙橋議長でございます。 

 随行者、田村事務局長、岡部係長。中野企画課長、中野企画政策係長、臼井係長代理、村田主査で

ございました。 

 対応者ですが、前橋市政策推進課係長、萩原氏、主任の樋口氏、議会事務局主査の佐藤氏でした。 

 調査経緯ですが、第７次前橋市総合計画、２０１８年から２０２７年度でございます。これからの

まちづくりの羅針盤、総合計画。少子高齢化が進むとともに、これまで経験したことのない人口減少

が目前に迫っており、低成長時代を前提とした自治体経営が求められている。このような厳しい時代

の中、市民がまちに愛着や誇りを持ち、多様な価値観のもと、それぞれの自己実現が図られ、つなが

り合うことを目指して、前橋らしさを発揮しながら持続可能なまちづくりを進めることが大切である。

その実現に向けた方向性を示す羅針盤を地域全体で共有することを目的に、第７次総合計画を策定し

たということであります。 

 ２番目としまして、第７次前橋市総合計画は、わかりやすく実効性のある計画とした。第６次総合

計画は基本理念、基本計画、実施計画の３層構造で政策体系が複雑で、また各分野の事業を網羅的に

位置づけていたことにより、限られた資源の中、めり張りのある組織展開が難しいといった課題が生

じていた。このため第７次総合計画では、長期的な観点に立って、地域全体で共有していく基本理念

や目指すべきまちのあり方を示す基本構想と、中長期的に推進する重点テーマや、施策を示す推進計

画の２層構造とし、わかりやすく、実効性のある計画を目指した。また、推進計画は、社会の変化や

ＰＤＣＡサイクルによる短中期的な見直しが必要になることから、三、四年で見直しを行う。第６次

総合計画と第７次総合計画の変わったところは、大きく３層から２層にした部分で、下記の図のとお

りであります。 

 基本構想といたしまして、ビジョン「基本理念」、地域全体が共有するもの「めぶく。～良いもの

が育つまち」。将来都市像、目指すまちの姿。新しい価値の創造都市・前橋。市民一人一人が個性と

能力を生かし、個々に輝くことにより新しい前橋らしさを創造するまち。これらのまちづくりを進め

るキーワードは「地域経営」。 

 次に、行動指針といたしまして、さまざまな人たちが連携し、課題解決や目標達成に向けて取り組
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みを進めるためには、何を基準に、何をよりどころに行動していくかが大切であり、３つ姿勢を行動

指針として位置づけた。１つとして、認め合い、支え合う。２つ目、つながり、創造する。３つ目、

未来への責任を持つ。まちづくりの柱といたしまして、６つ挙げてありますが、次の推進計画とリン

クしていますので、あわせてお話をいたします。 

 教育・人づくりですが、これは人を育むまちづくりということで、ふるさとを愛し、多様性を尊重

する心豊かな人間性を育むことにあらゆる世代がともにに学び、支え合えるまちを目指す。 

 次ですが、結婚・出産・子育て、希望をかなえるまちづくり。結婚や出産の希望がかなえられ、子

育てを楽しむことができるまちを目指す。 

 次です、健康・福祉、生涯活躍のまちづくり。充実した医療福祉環境のもと、生涯を通した心や体

の健康づくりを推進するとともに、誰もが自分らしく生きがいを持ち、ともに支え合いながら活躍で

きるまちを目指す。 

 次、産業振興といたしまして、活気あふれるまちづくり。既にある仕事の魅力を高めるとともに新

たな仕事を創出し、市民それぞれが個性を生かし、活躍のできるビジネスチャンスにあふれたまちを

目指す。 

 次ですが、シティープロモーション、魅力あるまちづくり。地域の魅力を創造、発信し、誰もが訪

れ、住み続けたくなるまちを目指す。 

 最後でありますが、都市基盤、持続可能なまちづくりということで、人口減少、少子高齢社会に対

応した都市基盤の構築を推進し、将来にわたり安全で安心して暮らせるまちを目指すということであ

ります。 

 最後ですが、５番目、総合計画の策定ですが、平成２８年８月に市民アンケートを１５歳以上の市

民５，０００人に実施したのを初めに、平成２９年１２月の定例会において総合計画を審議したと、

そういう経緯でございます。 

 ６番目ですが、総合計画の進行管理。趣旨、目的、評価方法、評価対象については記載したとおり

でありますが、それを図示したのが下の図のとおりでございます。評価項目、第６次総合計画では、

成果指標の実績値を中心の評価となっていたが、第７次総合計画では成果指標の実績値と、重点事業

の取り組み状況、地域経営の３項目で評価、検証を行う。 

 評価体制。進行管理は、県都まえばし創生本部のもとで実施する。第６次総合計画は、庁内組織に

よる進行管理のみだったが、第７次総合計画は有識者会議の場を活用した進行管理とし、評価の公平

性、客観性を確保する。それを下記のように図で示したものでございます。 

 考察といたしまして、第７次前橋市総合計画は、平成２８年８月の市民アンケートから始まり、平

成２９年１２月の第４回定例会で議決され、２０１８年度、平成３０年度から実施されているもので

あった。総合計画作成に当たっては、今の社会の状況の把握から始まり、地域全体で共有する基本理

念を掲げ、将来の都市像を示し、まちづくりを進めるキーワードを地域経営として、まちづくりのた
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めの６つの柱を設け、推進計画をつくり、取り組んでいた。 

 また、第６次総合計画では、３層構造になっていたものを、基本構想と推進計画の２層構造とし、

わかりやすく、実効性のある計画にした。計画作成に当たっては、コンサルタント主導でなく、市民

アンケート、職員ワークショップ、市民ワークショップを取り入れ、市と住民がつくり上げていたこ

とが印象的であった。また、総合計画の評価については、従来庁内組織による進行管理のみであった

ものを、第三者、有識者の視点を取り入れ、評価の公平性、客観性を確保することを目指した。 

 前橋市の総合計画の調査で感じたことは、自分たちで努力して作成することであった。玉村町の第

６次総合計画の作成はこれから始まりますが、町職員と住民、そして議会が玉村町の将来像を話し合

い、描き、住民福祉に結びつく実効性のある計画を立てることを期待いたします。 

 以上で事務調査報告を終わります。 

◇議長（髙橋茂樹君） 以上で、総務経済常任委員長の報告を終了いたします。 

 次に、民生文教常任委員会の調査研究について委員長の報告を求めます。 

 柳沢浩一民生文教常任委員長。 

              〔民生文教常任委員長 柳沢浩一君登壇〕 

◇民生文教常任委員長（柳沢浩一君） おはようございます。ただいまより民生文教常任委員会所管

によります事務調査の報告をいたします。 

 本委員会の所管事務調査の結果を下記のとおり、会議規則第７７条の規定により報告します。 

 日時、令和元年８月９日、午後２時から午後３時３０分。 

 視察場所、太田市役所、太田市浜町２番３５号。 

 調査事項につきましては、外国人児童生徒教育についてということであります。 

 出席委員につきましては、私以下各委員並びに議長に随行をいただきました。 

 随行者につきましては田村局長、そして今回は学校教育課長、そしてまた教科指導係長に随行をい

ただいたところであります。 

 対応者は、太田市議会、久保田俊氏、以下議会事務局、あるいは議会総務課総務係等、皆さんに対

応いただきました。 

 まず、調査経過でありますが、太田市の現状について。太田市は、ご案内のとおり、自動車産業を

中心に多数の外国人労働者に支えられている市であり、２０１９年４月末現在の外国人登録者数は

１万１，２５６人となっている。また、外国人小中学生は６６７人であり、このうち日本語指導が必

要な児童生徒は４３２人となっている。国別の児童生徒在籍者数は以下のとおりであり、現在２６カ

国の児童生徒が在籍をしております。母国、あるいは経年の増加数等については下の図をごらんいた

だきたいと。 

 現在の取り組みの様子でありますけれども、ブロック別集中校システムの実施ということでやって

おります。太田市では、定住化に向けた外国人の子供たちへの新しい教育制度の確立のため、ブロッ
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ク別集中校システムを実施している。太田市内を８つのブロックに分け、各ブロックの数校を集中校

とする。本年度は、小学校１０校、中学校５校を集中校としている。集中校には、国際教室が設置さ

れ、国際教室担当教員、バイリンガル教員、日本語指導助手の、この３者が協力をして指導している。

ブロック内の小学校であれば指定校変更できるが、登下校は保護者の責任において行う。その他小学

校７校、中学校３校を訪問校とし、日本語指導助手による巡回指導も実施している。 

 バイリンガル教員、あるいは日本語指導助手等についての注釈はありますが、これはごらんいただ

きたいと思います。 

 次に、２のプレクラスにおける初期集中指導ということであります。日本の学校に編入する外国人

の子供たちへの初期の集中的な指導を行う教室として、国、県の補助を受け、太田市が平成２０年よ

り開設。初めて日本の小中学校へ就学する市在住の外国人児童生徒を対象に、日本の学校への適応を

図るために必要な指導援助を行う。通室者は累計３１６名で、昨年度は年間４６名の児童生徒が通室。

指導内容につきましては、日本語初期指導、学校への適応指導、教科の指導、児童生徒と保護者への

オリエンテーリング。通室期間、授業時間は４０日間、授業は平日午前中３時間。指導者につきまし

ては、日本人のアドバイザーが１名、ポルトガル語担当が２名、スペイン語が１名、タガログ語が１名

というふうになっております。場所、通学方法については、太田市役所内、あるいは保護者の送迎と

いうことであります。 

 ３、国際教室におけるきめ細かな指導。外国人児童生徒が教室での生活、学習に適応するために必

要な指導援助を行う。国際教室は、外国籍の子供にとって安心できる場所ではあるが、なるべく短い

期間で教室へ行けるよう支援を行う。生活言語能力、学習言語能力の指導と支援。国際教室では、国

語、算数を中心に学ぶ。実技教科や給食は各教室で。学級担任との連携、他の教職員との情報を共有

しているということであります。国際教室で行った学習内容を１時間ごとに記載し、担任へ報告。家

庭との連携、学校と日本人保護者との関係づくり。学級通信の翻訳や家庭訪問の通訳、学習状況の報

告など。外部機関、地域との連携、学校間の連携。 

 ４、その他の取り組みでありますが、これはちょっと参照をいただきたいと思います。また、下の

図とともにイメージ図ありますので、見ていただければというふうに思います。 

 成果と課題。成果、プレスクール、国際教室、普通教室の連携により、情報を共有しながら継続的

に一貫した指導ができる。バイリンガル教員や日本語指導助手による、母語と日本語による指導によ

って、気持ちの安定、基礎学力の向上が図れる。高校進学率が一般の生徒と同じ割合まで上がった。

日本人児童生徒も異文化を受け入れ、国際感覚が身についているなど。 

 課題ですが、多国籍化、多言語化に対応できるバイリンガル教員、日本語指導助手等の人材が不足

している。英語で何とかつなげる場合もあるが、詳細や機微が伝わらないため、意思の疎通が図れな

い。言葉が理解できないだけなのか、特別支援が必要なのか、判断が難しいなど、こうした課題があ

るところであります。 
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 考察でありますが、近年少子化や高齢化などに伴う人手不足とともに、外国人労働者の受け入れ態

勢の緩和もあり、日本に住む外国人は増加している。玉村町においても、外国人登録者が１，１００人

に迫るなど急増の傾向を示し、定住化が進む中で、外国人児童生徒数も増加傾向にある。現在町内の

小中学校に在籍する外国人児童生徒は５５人であり、その対応に苦慮している状況が見られることか

ら、先進地である太田市を視察した。 

 太田市では、平成２年度より外国人児童生徒の学習、学校生活適応支援のため、ポルトガル語等の

通訳を配置するなど、子弟教育に取り組んできた。また、こうした歴史と長い経験から、平成２０年

度には太田市初期指導教室を開設し、学校への適応等が円滑に進むなどの成果を上げている。外国人

児童生徒に対する体系的な指導体制が確立されつつある太田市の対応は、本町にとっても有効な指針

となると確信しており、これらの取り組みを参考にして、本町の外国人児童生徒教育を今後も充実し

ていかれたい。 

 以上、所管事務調査といたします。 

◇議長（髙橋茂樹君） 以上で、民生文教常任委員長の報告を終了いたします。 

 次に、議会運営委員会の調査研究について、委員長の報告を求めます。 

 備前島久仁子議会運営委員長。 

              〔議会運営委員長 備前島久仁子君登壇〕 

◇議会運営委員長（備前島久仁子君） 議会運営委員会所管事務調査報告をいたします。 

 本委員会の所管事務調査の結果を下記のとおり、会議規則第７７条の規定によって報告いたします。 

 日時は、令和元年８月７日から８日、場所は長野県伊那市議会であります。 

 調査項目は、議会改革の取り組みについてであります。 

 出席委員、随行者、対応者は、お手元に配付したとおりでございます。 

 調査経過。伊那市議会の議会改革に関する取り組みは、次のとおりであります。現在の伊那市は、

平成１８年に伊那市、高遠町、長谷村が合併して誕生いたしました。南アルプスと中央アルプスに抱

かれた風光明媚な山並みの中、天竜川、三峰川に沿って町並みが形成されております。面積は、玉村

町の約３０倍、人口は６万８，０００人です。 

 新市設置の選挙では、在任特例を適用せずに、議員定数は２６人と定め、３４人の立候補者による

選挙が行われ、２年後には議員の定数を２１人に削減することを決めて、次の２年後の選挙から適用

してきております。現在は、５つの会派を有し、議員は３０代から７０代までの幅広い層で構成され、

平均年齢は６４歳と、町村議員の平均年齢よりも若いのが特徴であります。 

 早稲田大学マニフェスト研究会が行っている議会改革度調査では、伊那市は２０１８年度に全国

３９位にランキングされており、積極的に議会改革に取り組んでおります。特に目を引くのは、市民

に開かれた議会を理解してらうために、市民と議会との意見交換会を何度も開催していることであり

ます。１年に３度ほど、３会場で行って、市民に信頼される議会運営を目指しています。さらに毎年
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講師を招いて議員の研修を行い、議員のステップアップも図っております。市議会と町村議会では、

仕事は同じでありながら、さまざまな相違点があります。ランキングアップしている市議会の改革を

視察してまいりました。 

 伊那市議会における改革の経緯は、お手元に配付したとおりでありますが、中に特筆すべきものは、

やはりインターネットで公開をしている点であります。ユーチューブやフェイスブック、ホームペー

ジなど多岐にわたって活用しております。また、議員ナビと契約をし、ネットの配信も積極的に進め

ている点が特筆すべき点であります。 

 考察。伊那市は、平成１８年に合併し、新伊那市が誕生したときに、議員の定数問題を検討する特

別委員会を設置し、２年をかけて議員討論を続け、さらに２年後の選挙から議員の定数を２６人から

２１人へ削減することを議決しました。その後は、議会活性化特別委員会や議会改革特別委員会を設

置し、一年一年丁寧に改革を進めてきたことがわかります。議会活性化特別委員会では、市民との意

見交換や改革の検証、ユーチューブでの本会議録画配信、本会議でのタブレット持ち込みなど、さま

ざまな新しい取り組みも行ってきております。特に市民との意見交換会は、市民の意見を聞くことが

開かれた議会のあり方として、年々会場や回数をふやして積極的にＰＲし、市民に参加を呼びかけて

おります。 

 玉村町でも、７月に区長会と議会との意見交換会を行ってまいりました。住民と議会との意見交換

会は、とかく行政への要望と苦情で終わることが多くて、議会の立場が不明になってくることもあり

ます。しかし、それを十分理解した上で、住民の声を政治に生かしていけば、住民と議会との対話や

意見交換会も意義深いものではないかと思われます。玉村町議会は、子供議会の開催や、議会から執

行へ政策提言を行っています。委員会で調査した課題を政策案として提言していますが、それをどう

町の活性化につなげるか。今後も回答を求めていきたいと思っております。 

 さらに、伊那市では、議員一人一人のステップアップを図るために、毎年大学の教授を招いて議員

の研修を行っております。研修で学び、改革に生かす。これも連携されております。市議会と町議会

では、議会事務局の人数にも差がある上に、報酬や政務活動費、研修費など、議会の予算にも大きな

差があります。玉村町でも、講師を招いて議員の研修を受けられる環境は望みたいと思っております。

その上で透明性のある議会となるよう、意識の向上を図っていきたいと思っております。 

 以上、所管事務調査といたします。 

◇議長（髙橋茂樹君） 以上で議会運営委員長の報告を終了いたします。 

 これをもちまして、閉会中における委員会の所管事務調査報告を終了いたします。 

                      ◇                   

〇日程第５ 陳情の付託 

◇議長（髙橋茂樹君） 日程第５、陳情の付託について議題といたします。 

 ただいま議題となっております陳情については、お手元に配付してあります文書表のとおり関係常
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任委員会に付託し、今定例会開会中の審査としたいと思います。これにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（髙橋茂樹君） ご異議なしと認め、そのように決定しました。 
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                      ◇                   

〇日程第６ 報告第３号 平成３０年度玉村町土地開発公社決算報告について 

〇日程第７ 報告第４号 平成３０年度公益財団法人玉村町文化振興財団決算報告につ 

            いて 

〇日程第８ 報告第５号 平成３０年度公益財団法人玉村町農業公社決算報告について 

◇議長（髙橋茂樹君） 日程第６、報告第３号 平成３０年度玉村町土地開発公社決算報告について

から日程第８、報告第５号 平成３０年度公益財団法人玉村町農業公社決算報告についての決算報告

が提出されました。 

 これより公社及び財団に関する３件の決算報告を求めます。 

 町長。 

              〔町長 角田紘二君登壇〕 

◇町長（角田紘二君） おはようございます。令和元年玉村町議会第３回定例会の開会に当たりまし

て、ご挨拶を申し上げます。 

 ことしの田園夢花火は、第３１回を迎え、不安定な天気にもかかわらず皆様のご協力により、盛大

に開催することができましたことを厚く御礼申し上げます。また、ふるさとまつりを初めとする夏の

恒例行事につきましても、猛暑の中盛大に開催できましたことを重ねて御礼申し上げます。さらに、

各地区におきましても、納涼祭が活気あふれる中行われましたことをお喜び申し上げる次第でありま
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す。 

 さて、本日、令和元年玉村町議会第３回定例会を招集いたしましたところ、ご参会をいただき、本

定例会が成立いたしましたことを厚く御礼申し上げます。本定例会は、本日から９月１３日までの

１１日間、３３案件につきまして提案させていただき、ご審議をお願い申し上げるものでございます。

誠心誠意論議を尽くしてまいりたいと存じますので、貴重なご意見、ご提言を賜りますようよろしく

お願い申し上げます。 

 各案件の内容につきましては、後ほどご説明させていただきますが、慎重にご審議いただき、ご議

決を賜りますようお願い申し上げます。また、平成３０年度決算認定につきましては、それぞれ会計

別に適切に執行いたしましたので、ご認定賜りますようお願い申し上げ、報告に入らせていただきま

す。 

 報告第３号 平成３０年度玉村町土地開発公社決算報告についてご説明申し上げます。玉村町土地

開発公社理事長より令和元年５月２８日付で、平成３０年度玉村町土地開発公社決算書が提出されま

したので、地方自治法第２４３条の３第２項の規定に基づき報告いたします。 

 土地開発公社の業務につきましては、公有地の拡大の推進に関する法律に基づく公有地取得事業及

び土地造成事業に伴うものでございます。平成３０年度の主な業務は、土地造成事業におきまして東

部工業団地西地区拡張事業の用地５．０５平方メートルの取得、造成工事費など、金額にして１億

５，４０４万９，８４２円を執行いたしました。土地の処分につきましては、平成３１年２月４日付

で東部工業団地西地区が完成し、８区画中７区画、面積にして４万５，２６８．０５平方メートルを

分譲し、この売却金額は８億１，２９３万６，３６０円となりました。 

 平成３０年度決算は、収益的収支におきましては、土地造成事業収益による収入８億１，２９３万

６，３６０円、受取利息及び雑収益による収入２万３，７３７円、土地造成事業原価による支出７億

４，９７３万５，７３８円、一般管理費による支出１５万８，９５４円、支払利息１９万５，８３７円

となり、差し引き６，２８６万９，５６８円の利益を計上いたしました。これにより、繰越準備金は

９，１９７万６，００１円となっております。 

 また、資本的収支におきましては、総収入ゼロ円、総支出１億５，４０４万９，８４２円で、差し

引き１億５，４０４万９，８４２円となり、総収入額が総支出額に対し不足する１億５，４０４万

９，８４２円は、過年度損益勘定留保資金をもって補填いたしました。 

 事業の実績につきましては、別紙事業報告書及び附属明細表のとおりであります。 

 次に、報告第４号 平成３０年度公益財団法人玉村町文化振興財団決算報告についてご説明申し上

げます。公益財団法人玉村町文化振興財団理事長より、平成３１年４月２６日付で報告書が提出され

ましたので、地方自治法第２４３条の３第２項の規定に基づき報告いたします。 

 決算の概要につきましては、収入合計額が６，３４１万６，３１２円であり、町への補助金返還分

を含む支出合計額も同額でありました。 
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 また、補助金について、平成３０年度補助事業等実績の報告時に精算を行った結果、補助金確定額

を４，９００万３，７５７円とし、既に交付した５，３００万円から財団の繰越金相当額である３９９万

６，２４３円の返還を受けました。 

 平成３０年度も町の芸術及び文化の振興と発展に寄与することを目的に各種事業が行われました。

事業種別では、自主鑑賞事業７本、共催鑑賞事業５本、住民参加事業１本、地域協働事業２本、町民

応援事業２本、助成事業２本の６種、合計１９事業であります。 

 なお、事業の実績につきましては、別紙事業報告書及び収支決算書のとおりであります。 

 次に、報告第５号 平成３０年度公益財団法人玉村町農業公社決算報告についてご説明申し上げま

す。公益財団法人玉村町農業公社理事長より令和元年６月１７日付で報告書が提出されましたので、

地方自治法第２４３条の３第２項の規定に基づき報告いたします。 

 決算の概要につきましては、収入合計が６，２０７万２，７７４円、支出合計が６，５４０万

１，０９７円であり、収支差額は３３２万８，３２３円の単年度赤字でございます。これは、ＷＣＳ

（ホールクロップサイレージ）事業における機械の修繕費や農業機械銀行事業における機械の減価償

却費によるものです。 

 公社事業につきましては、農地利用集積円滑化事業において、引き続き担い手への農地集積を進め

ることができました。また、農業機械銀行事業では、作業受託、農業機械の貸し出しにより、引き続

き農業者のコスト削減の一翼を担うことができました。そして、ＷＣＳ事業におきましては、作付面

積は昨年より減ったものの、県内各地の畜産農家に販売し、農家所得の向上に寄与することができま

した。今後も生産農家と連携を図り、さらなる品質の向上に努めていきたいと考えております。 

 その他事業の詳細につきましては、別紙事業報告書のとおりでございます。 

◇議長（髙橋茂樹君） 以上で、日程第６、報告第３号から日程第８、報告第５号までの公社及び財

団に関する３件の決算報告を終了いたします。 

                      ◇                   

〇日程第 ９ 認定第１号 平成３０年度玉村町一般会計歳入歳出決算認定について 

〇日程第１０ 認定第２号 平成３０年度玉村町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認 

             定について 

〇日程第１１ 認定第３号 平成３０年度玉村町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算 

             認定について 

〇日程第１２ 認定第４号 平成３０年度玉村町介護保険特別会計歳入歳出決算認定に 

             ついて 

〇日程第１３ 認定第５号 平成３０年度玉村町介護予防サービス事業特別会計歳入歳 

             出決算認定について 

〇日程第１４ 認定第６号 平成３０年度玉村町下水道事業特別会計歳入歳出決算認定 
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             について 

〇日程第１５ 認定第７号 平成３０年度玉村町宅地造成事業特別会計歳入歳出決算認 

             定について 

〇日程第１６ 認定第８号 平成３０年度玉村町水道事業会計決算認定について 

◇議長（髙橋茂樹君） 次に、日程第９、認定第１号 平成３０年度玉村町一般会計歳入歳出決算認

定についてから日程第１６、認定第８号 平成３０年度玉村町水道事業会計決算認定についてまでの

８議案を一括議題といたしたいと思います。これにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（髙橋茂樹君） ご異議なしと認めます。 

 よって、日程第９、認定第１号から日程第１６、認定第８号までの８議案を一括議題とすることに

決定いたしました。 

 これより提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

              〔町長 角田紘二君登壇〕 

◇町長（角田紘二君） 認定第１号 平成３０年度玉村町一般会計歳入歳出決算について、地方自治

法第２３３条第３項の規定によりご説明申し上げます。 

 まず、決算の概要ですが、歳入総額１１０億５，３０６万７，７９０円に対し、歳出総額は１０３億

９，８５８万７，６８９円となり、歳入から歳出を差し引いた形式収支は６億５，４４８万１０１円

の黒字となりました。このうち、翌年度へ繰り越すべき財源が９，９６７万２，８００円ありました

ので、実質収支は５億５，４８０万７，３０１円の黒字となり、さらにここから２億８，０００万円

を財政調整基金へ積み立てましたので、残りの２億７，４８０万７，３０１円については翌年度へ繰

り越すこととさせていただきました。 

 平成３０年度の歳入の特徴といたしまして、歳入の根幹をなす町税収入については、町たばこ税や

固定資産税が減少したものの、個人及び法人町民税の伸びにより、若干ではありますが、０．０２％

の増になるとともに、地方消費税交付金を初めとする各種交付金においても全体で２．７％の増とな

りました。また、寄附金では、ふるさと納税の増加により２９．５％の増になるとともに、繰入金で

は文化センター周辺地区土地区画整理事業における換地売却に伴う宅地造成事業特別会計からの繰入

金や都市計画事業基金及び文化センター運営基金の取り崩し等により３５．３％の増となりました。

しかしながら、地方交付税では、過年度交付分の精算に伴い２．９％の減になるとともに、国県支出

金では１．３％減のほか、使用料及び手数料では道の駅玉村宿の指定管理者制度導入により３９．８％

の減、また財産収入では文化センター周辺地区土地区画整理事業における保留地売却の減少に伴い、

７５．２％と大幅な減になるなど、歳入総額では２．２％の減となりました。 

 次に、歳出では、目的別に見ると、商工労働費が増加し、議会費、総務費、農林水産業費、土木費、
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教育費等が減少しました。また、性質別では、公債費及び繰出金が増加し、人件費、物件費、維持補

修費、扶助費、補助費等、投資的経費等が減少しました。歳出総額では、民間保育所等改修補助事業

や学校施設内放課後児童クラブ整備事業、文化センター周辺まちづくり事業の推進など、増加要因は

あったものの、臨時福祉給付金事業や障害者福祉センターたんぽぽ建設に対する補助、道の駅玉村宿

の指定管理者制度への移行、町道２２０号線道路改良事業の事業費の減少等により、前年度に比べ

３．６％の減となりました。 

 なお、地方債現在高については、前年度末から２億６，３３８万１，０００円減少し、平成３０年

度末では９８億９，３９３万５，０００円となりました。 

 一方、財政調整基金現在高については、平成２９年度の決算剰余金２億５，０００万円と平成３０年

度中に発生した利子３３万４，０００円を積み立て、平成３０年度の財源不足を補うため３億円の取

り崩しを行った結果、前年度末から４，９６６万６，０００円減少し、平成３０年度末では１２億

２，２６４万９，０００円となりました。 

 また、当町の財政指標について触れてみますと、財政力指数については前年度に比べ０．０１ポイ

ント上昇し、０．７７になるとともに、財政構造の弾力性を示す経常収支比率は前年度に比べ１．０ポ

イント改善し、９６．１％となりましたが、依然として高率を示しており、公債費負担比率について

も前年度に比べ０．１ポイント上昇し、１１．３％となるなど、前年度に引き続き財政の硬直化傾向

が示される結果となりました。 

 したがいまして、今後も本町が将来にわたって持続可能な魅力ある町を築いていくためには、財政

健全化の取り組みを進めると同時に、現在行っている未来への投資を着実に進め、子育て世代が多く

住む本町の特徴を生かした子育て支援環境の整備を初め、恵まれた立地条件を生かした企業誘致によ

る雇用拡大や産業振興、定住・移住促進、交流人口や関係人口の増加など、伸長性のある税財源の確

保を図りながら財政基盤を強化し、健全な財政運営に努めていきたいと考えております。 

 次に、認定第２号 平成３０年度玉村町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定についてご説明申

し上げます。決算の概要につきましては、歳入決算額３６億７，９９９万２，１８４円に対し、歳出

決算額は３５億２，７７１万３，０２８円となりました。これにより、実質収支額が１億５，２２７万

９，１５６円となり、翌年度へ繰り越しいたしました。 

 なお、平成２９年度の繰越金が１億４，０３４万３３８円であったため、実質収支額から前年度繰

越金を差し引いた収支額は、１，１９３万８，８１８円の黒字となりました。 

 歳入の主なものですが、国民健康保険税は８億５，２８１万７，６８０円で、加入者が減少したこ

となどにより、前年度よりも４，７５８万円程度減収となりました。現年分の収納率は９７．０８％

で、前年よりも０．５１％上昇し、全体収納率は９０．４２％で、前年よりも０．７６％上昇しまし

た。 

 国の負担金につきましては、平成２９年度特定健診負担金が追加交付され、８０万７，０００円と
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なっており、県支出金は医療費に係る補助金として、普通交付金が２３億５，８５８万１，４５５円

でありました。特定健診やジェネリック医薬品の普及推進、エイズ予防など町の取り組みに対する補

助金として特別交付金が６，９６０万５，０００円、負担金として平成２９年度特定健診負担金追加

交付金が８０万７，０００円でございます。 

 一般会計からの繰入金につきましては、保険基盤安定、事務費、出産育児一時金など２億３，７４３万

７，３５４円が繰り入れられています。 

 次に、歳出ですが、保険給付費の支払いが一般被保険者分、退職被保険者分を合わせて２３億

７，７２５万３，５８５円でございます。広域化に伴い、県へ納付する国民健康保険事業費納付金に

つきましては、医療給付費分、後期高齢者支援金等分、介護納付金分を合わせ１０億５，１２５万

２５４円でございます。 

 保健事業では、被保険者の健康保持増進のため、生活習慣病などの予防を主眼に特定健診や人間ド

ックなどを実施し、３，６０２万５，０７５円の支出を行いました。人間ドックを含めた特定健診の

受診率は４０％程度となっており、前年度とほぼ同率程度となりましたが、慢性疾患の早期発見や重

症化予防などの観点から、制度の周知徹底や未受診者への受診勧奨を図り、被保険者の健康維持、意

識の向上に向けて取り組んでまいりたいと考えております。 

 今後も、歳入の確保と医療費の適正化をより一層推し進め、安定的な国保の健全運営を図りたいと

考えております。 

 次に、認定第３号 平成３０年度玉村町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定についてご説明

申し上げます。決算の概要につきましては、歳入決算額３億２４６万９，６８６円に対し、歳出決算

額は２億９，９２６万８，５１４円となりました。 

 まず、歳入の主なものとして、後期高齢者医療保険料は２億２，０３５万８，６８５円で、収納率

は９９．３％であります。 

 一般会計からは、特別会計事務費及び保険基盤安定拠出金として６，５１５万９，０１７円を繰り

入れました。 

 次に、歳出の主なものは、後期高齢者医療広域連合納付金として、保険料納付金２億１，９００万

７，５４７円と保険基盤安定拠出金５，９９５万１，０１７円であります。 

 実質収支差額については３２０万１，１７２円で、翌年度へ繰り越しました。 

 今後も、後期高齢者医療制度についてご理解いただけるよう、きめ細やかな対応を行い、円滑な制

度運営を図ってまいります。 

 次に、認定第４号 平成３０年度玉村町介護保険特別会計歳入歳出決算認定についてご説明申し上

げます。決算の概要につきましては、歳入決算額２５億２，４０２万３，２５９円に対し、歳出決算

額は２２億７，００７万５１１円となりました。実質収支額は２億５，３９５万２，７４８円となり、

同額を翌年度へ繰り越すことといたしました。 
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 歳入の主なものですが、第１号被保険者の介護保険料は７億４，５７７万９，５９７円となり、被

保険者の増加及び第７期介護保険事業計画期における保険料率の改定等に伴い、前年度より約

８，０００万円の増収となりました。滞納繰り越し分を含めた収納率は９９．３％であり、前年度よ

り０．３ポイント上昇しております。国、県支出金、支払基金交付金については、介護サービス給付

費、地域支援事業費に大幅な伸びがなかったため、それぞれの交付額は全体として横ばいとなってお

ります。しかし、国庫補助金のうち調整交付金につきましては、交付割合がゼロ％となり、前年度よ

りさらに０．４ポイント下がったため、約８００万円の減収となりました。当町は、今後も厳しい状

況が予想されます。 

 また、介護予防、重度化防止等に関する取り組みを支援することを目的として、平成３０年度から

新たに創設された保険者機能強化推進交付金については、群馬県内の町村部では２番目に高い

４１６万５，０００円が交付されました。これにより、地域支援事業費の介護保険料負担が軽減され

ております。 

 さて、歳出の主なものですが、最も多く占めているのが介護サービス等諸費の２０億７，５０８万

６，６２６円でございます。平成３０年度の傾向は、要支援者への予防給付の伸びが大きく、逆に要

介護者への介護給付は減少していますが、給付費全体では横ばいとなっております。また、地域支援

事業費につきましては、さらなる介護予防事業の推進、総合事業利用者の増加等に伴い、前年度より

約１，２００万円増の１億２，０５９万８，３１４円となりました。 

 第７期介護保険事業計画期の初年度である平成３０年度は、介護予防事業の推進、適正な給付、介

護保険料のさらなる収納強化に努力した結果、昨年度を上回る黒字決算となりました。計画期間初年

度に生じた剰余金を適切に管理し、今後も安定的な制度の維持、運営に努めてまいります。 

 認定第５号 平成３０年度玉村町介護予防サービス事業特別会計歳入歳出決算認定についてご説明

申し上げます。決算の概要につきましては、歳入歳出決算額ともに３０９万７，５９８円となりまし

た。 

 本事業は、介護保険の要介護認定の結果、要支援１、要支援２と認定された方に対して、地域包括

支援センターの保健師等がケアプランを作成するという平成１８年度から始まった事業であり、平成

３０年度で１３年が経過したところであります。 

 今後も高齢化が進行するのに伴い、要支援１、要支援２といった要支援者の認定者の増加も予想さ

れることから、介護予防を重視した適正なケアプランの作成に努めてまいりたいと考えております。 

 また、平成２７年度の途中から総合事業へ移行したことに伴い、総合事業の対象者への介護予防ケ

アマネジメントの作成につきましても、同様に努めてまいります。 

 認定第６号 平成３０年度玉村町下水道事業特別会計歳入歳出決算認定についてご説明申し上げま

す。決算の概要につきましては、歳入決算額１５億９２６万４，２６０円に対し、歳出決算額は１４億

８，７４７万１，８８７円となりました。 
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 歳入の内訳ですが、下水道事業受益者負担金が３，３７９万９，３００円、下水道使用料及び手数

料が２億８，００３万９，７４０円、国庫補助金が１億７，１１４万５，０００円、一般会計繰入金

が３億６，９００万円、繰越金が２，５６３万８，３１０円、諸収入が１，０６４万１，９１０円、

下水道事業債が公共、特環、流域合わせて６億９１０万円、県補助金が９９０万円となっております。 

 次に、歳出の内訳ですが、下水道費が９億９７３万２，１９３円、公債費が元金、利子合わせて５億

７，７７３万９，６９４円であります。 

 実施した主な事業ですが、維持管理として下水管渠及びマンホールポンプの清掃を行いました。建

設事業では、汚水事業として、樋越地区、上福島地区、板井地区、下新田地区、与六分地区、福島地

区、飯倉地区、下之宮地区、箱石地区及び南玉地区を整備するとともに、上樋越地区、上新田地区及

び与六分地区の実施設計を行いました。 

 また、公営企業会計導入事業では、令和２年４月から下水道事業が企業会計に移行できるよう、固

定資産台帳の整備等、必要な準備を進めました。 

 最後に、平成３０年度の実施状況についてですが、公共、特環合わせて施工延長は５，６９５メー

トル、整備面積は約２３ヘクタールでございます。なお、年度末の下水道処理人口普及率は８１．５％

です。 

 今後も計画的に整備を進め、歳入の確保に努めるとともに、効率的な事業運営を図ってまいります。 

 認定第７号 平成３０年度玉村町宅地造成事業特別会計歳入歳出決算認定についてご説明申し上げ

ます。歳入決算額は、２億１，３０８万５，４４５円で、歳出決算額は２億１，３０８万５，０００円

であります。 

 歳入の内訳ですが、町預金利子が１６１円、繰越金１，１５２円、第Ⅰ期分譲地の土地売払収入に

よる２億１，３０８万４，１３２円であります。 

 歳出の内訳ですが、全て一般会計への繰出金でございます。 

 今後は、第Ⅱ期分譲地の土地造成工事を行い、令和元年度末に第Ⅱ期分譲地の全てを引き渡し、歳

入の確保と計画的な事業運営を図ってまいります。 

 次に、認定第８号 平成３０年度玉村町水道事業会計決算認定についてご説明申し上げます。まず、

収益的収入及び支出でございます。収入総額は５億９，８３５万９，６４２円で、内訳は給水収益等

の営業収益が５億６，９７１万４，７８６円、営業外収益が２，８６４万４，８５６円でございます。 

 一方、支出総額は４億８，４６９万５，８４１円で、内訳は営業費用が４億３，６３３万８，１５６円、

企業債利子などの営業外費用が４，８１８万１，１９５円、過年度損益修正損及び過年度還付金等の

特別損失が１７万６，４９０円でございます。 

 次に、資本的収入及び支出でございます。収入総額は１億４，８００万円で、全て企業債でござい

ます。 

 一方、支出総額は２億８，８１０万７，３３０円で、内訳は建設改良費が１億６，３６７万９，４００円、
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水道メーター等の固定資産購入費が４００万７，５３２円、企業債償還金が１億２，０４２万３９８円

でございます。 

 なお、資本的収入において不足した１億４，０１０万７，３３０円につきましては、過年度分損益

勘定留保資金３１万３，３３０円、当年度分損益勘定留保資金１億５８３万５，２７４円及び当年度

分消費税資本的収支調整額１，２１２万７，２３２円並びに減債積立金１，４２７万１，７９４円、

建設改良積立金７５５万９，７００円で補填いたしました。 

 引き続き、安心安全な水を供給できるよう維持管理に努めるとともに、経費節減等により効果的な

事業経営を図ってまいります。 

 以上が平成３０年度の一般会計を初め各特別会計の歳入歳出決算の概要ですが、去る７月１６日か

ら８月２日までの間、監査委員さんに審査をしていただき、その審査意見書が提出されておりますの

で、監査委員さんの意見書を付して、議会の認定を賜りたくご提案申し上げる次第でございます。 

 なお、その経過と決算の詳しい内容につきましては、決算書並びに決算における主要事業と成果等

の説明書を提出させていただいておりますので、ごらんいただきたいと思います。 

◇議長（髙橋茂樹君） 提案説明を終了いたしました。 

                                         

◇議長（髙橋茂樹君） 休憩いたします。１０時４０分に再開します。 

   午前１０時２３分休憩 

                                         

   午前１０時４０分再開 

◇議長（髙橋茂樹君） 再開します。 

                                         

◇議長（髙橋茂樹君） 次に、認定第１号 平成３０年度玉村町一般会計歳入歳出決算認定について

から認定第８号 平成３０年度玉村町水道事業会計決算認定については監査委員の審査意見が付され

ております。 

 監査委員の審査意見の朗読を求めます。 

 総務課長。 

              〔総務課長 石関清貴君登壇〕 

◇総務課長（石関清貴君） それでは、平成３０年度玉村町一般会計・特別会計・水道事業会計歳入

歳出決算及び基金運用状況についての監査委員の審査意見書について朗読をさせていただきます。 

 まず、１ページは目次となっておりますので、初めに２ページをお開きください。平成３０年度の

玉村町一般会計、特別会計の歳入歳出決算及び基金運用状況の審査意見です。第１、審査の対象、１、

審査項目、（１）、一般会計及び（２）、特別会計です。特別会計につきましては、①、国民健康保

険特別会計、以下宅地造成事業特別会計までの６会計でございます。（３）、基金の運用状況等につ
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きましては、①、財産に関する調書、公有財産台帳、基金残高表等でございます。 

 ２、審査関係書類、こちらにつきましては（１）、平成３０年度玉村町歳入歳出決算書、（２）、

平成３０年度決算における主要事業と成果等の説明書、以下（７）までの関係書類でございます。 

 第２、審査の期間は、令和元年７月１６日から同年８月２日までの１８日間のうち実質１０日間、

各課等を個別に審査し、同年８月１９日に開催した監査委員協議会において審査結果のまとめを行っ

た。 

 第３、審査の方法は、審査に付された一般会計及び特別会計の歳入歳出決算及び財産の取得、管理、

処分、基金運用状況等について、形式審査として決算その他関係諸表等の計数の正確性を検証すると

ともに、予算の執行または事業の経営が適正かつ効率的に行われているか、次の項目を主眼に審査を

行った。なお、この審査に当たっては、平成３０年度に実施した定期監査及び随時監査並びに毎月実

施している例月出納検査も参考とし、かつ関係職員から説明を聴取した。 

 続きまして、３ページをお開きください。１、審査事項及び２、重点審査事項につきましては、記

載のとおりでございます。 

 次に、第４、審査の結果。審査に付された各会計の決算関係書類は、いずれも関係法令等に準拠し

て作成されており、決算書等の数値は会計管理者及び各課、局等が保管する関係帳票と照合し、確認

を行った結果、おおむね適正に処理されていることを確認した。また、歳入歳出差引残高についても

適正に処理されていることを確認した。なお、決算の概要及び実質審査の内容については、以下に記

載するとおりであるということで、決算の概要から実質審査については、以下２０ページまでに記載

のとおりでございますので、割愛をさせていただきます。 

 次に、２１ページをお開きください。第５、審査の意見です。１、総括意見。一般会計及び各特別

会計の歳入歳出決算及び財産の取得、管理、処分並びに基金の運用状況については、決算その他関係

諸表等の計数の正確性を検証した結果、その計数は正確であり、予算の執行または事業の経営はおお

むね適正かつ効率的に行われていると認められた。 

 なお、提出された各審査調書に関する審査の結果及び意見は以下のとおりである。（１）、主要事

業と成果等。平成３０年度決算における主要事業と成果等については、提出された説明資料に基づき、

各課担当者より説明を求めた結果、予定されていた主要事業はおおむね適切に実施されており、一定

の成果を上げていると認められた。 

 ただし、ふるさと創生基金を財源としている事業（花火大会、ふるさとまつり、町民体育祭、産業

祭）については、引き続き時代に即した事業のあり方について検討を進められたい。 

 今後とも最少の経費で最大の成果が得られるよう、合理的かつ効果的な事業運営に取り組まれたい。 

 （２）、前年度指摘事項の措置状況。平成３０年度に実施した定期監査、随時監査、例月出納検査、

財政援助団体等監査、決算審査の意見や指摘事項に対し必要な措置が講じられたかどうかについて、

提出された平成３０年度措置状況調書により確認した結果、おおむね適切な措置が講じられているも
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のと認められた。 

 （３）、委託業務及び工事施工状況、負担金の根拠、財産の管理。契約金額が５０万円以上の委託

業務や契約金額が１３０万円以上の工事の施工状況、各種負担金の根拠、財産（土地・建物）の取得、

処分や貸し付け、借り入れの状況等については、提出された平成３０年度玉村町歳入歳出決算審査調

書に基づき確認した結果、委託業務や工事の契約内容、施工時期及び財産の管理等の状況はおおむね

適切であると認められた。 

 法令外負担金についても、おおむね適正な支出であると認められるが、今後も負担金額の算出根拠

や支出先の団体の活動を把握し、例年どおりの支出ではなく、その必要性も含めて検討されたい。 

 （４）、補助金及び交付金。各種団体の補助金等による事業の実施状況については、提出された平

成３０年度決算（令和元年度報告）補助金等実績報告書に基づき確認を行った。 

 その結果、平成３０年度において補助金等実績報告書（令和元年度報告）に該当した事業数は

１５２事業で、前年度の１４４事業に比べ８事業増加した。また、決算額は３億８，３０５万

５，０００円で、前年度の３億６，８９４万５，０００円に比べ１，４１１万円増加した。これは、

民間保育所等改修補助事業や民間放課後児童クラブ整備補助事業で新たに補助金を交付したことなど

が主な要因であった。 

 各種団体の事業実施状況はおおむね良好であり、補助金の必要性、有効性、支出の時期及び額等は

おおむね適切であると認められた、しかしながら、各種団体から町へ提出された補助事業等実績報告

書の中には、その使途は適当と認められるものの、収支の内訳の記載方法が事業の実績を正確にあら

わしていない補助金も見受けられた。今後税金を原資とする町からの補助金の交付に当たっての手続

の重要性が改めて認識され、正確な実績報告書の提出がなされるよう、各種団体への指導を徹底され

たい。 

 （５）、歳入と歳出の確認。歳入については、提出された平成３０年度玉村町歳入歳出決算書等に

基づき、予算現額、調定額、収入済額、収入未済額、不納欠損額等について確認した結果、おおむね

適切に処理されていると認められた。 

 なお、不納欠損処分状況については、令和元年６月２８日に随時監査を実施し、不納欠損処分に至

るまでの徴収努力並びに事務処理について、おおむね適正に実施されていたことを確認した。 

 また、歳出の確認については、提出された平成３０年度玉村町歳入歳出決算書等に基づき、予算現

額、支出済額、翌年度繰越額、不用額等について確認した結果、おおむね適切に執行されていると認

められたが、学校教育課から１件の支出漏れが生じたとの報告があった。支出については、財政担当

課でも出納閉鎖期間中に各課で支払い忘れのないよう注意喚起を行っていたとのことであるが、今回

の支出漏れを防ぐことができなかった。担当職員が責任を持って業務に当たることは当然であるが、

組織として支出漏れをチェックする体制をつくり、今後同様なことが起こらないよう徹底されたい。 

 不用額については、主な要因は節内における累計残や予算時の見積額に対する入札等の差金による



－24－ 

ものであり、やむを得ないものと認められた。 

 ２、財政分析です。実質収支比率７．７％、財政力指数０．７７及び公債費負担比率１１．３％に

ついては、おおむね例年どおりの値で推移した。経常収支比率９６．１％については、前年度９７．１％

を１ポイント下回り、２年連続で改善が見られたが、依然として高い比率となっており、財政の硬直

化傾向が示される結果となった。今後も引き続き財政健全化に向けた取り組みが図られるよう要望す

る。 

 ３、一般会計です。歳入決算の状況は、町税については前年度とほぼ同額の歳入があったものの、

道の駅玉村宿の指定管理者制度導入等による使用料、手数料の減少や、文化センター地区周辺土地区

画整理事業における保留地売却の減少による財産収入の大幅な減少などにより、前年度に比べ２億

４，９１６万６，０００円減少、２．２％減となった。 

 自主財源の柱である町税の収入未済額は４，８４２万８，０００円であり、前年度の５，３４８万

円と比較して５０５万２，０００円減少し、不納欠損額も６２２万１，０００円であり、前年度の

８１０万４，０００円と比較して１８８万３，０００円減少した。収納率については、前年度９８．７％

に比べ０．１ポイント上昇し、９８．８％となった。今後も徴収努力を十分尽くされたい。 

 また、私債権についても、引き続き関係法令に基づき、適正な債権管理を行い、収納率の向上と不

納欠損額の縮減に取り組まれたい。 

 歳出決算の状況は、性質別では公債費と繰出金が増加したものの、その他の歳出は減少した。目的

別では、商工労働費と公債費が増加したものの、その他の歳出は減少した。 

 これらにより、決算収支は形式収支が６億５，４４８万円の黒字となり、実質収支も５億５，４８０万

７，０００円の黒字となったが、実質単年度収支は２億４，１０２万９，０００円の赤字となった。

なお、地方債現在高は、前年度に比べ２億６，３３８万１，０００円減少、２．６％減したが、積立

金現在高も前年度に比べ１億８，７３０万３，０００円減少、８．３％減している。本格的な人口減

少社会の到来や社会構造の変化に伴い、行政に求められる住民サービスは複雑化、多様化している。

このような時代の中にあっても、創意工夫に基づく事務事業の効率的かつ効果的な執行により、健全

な財政を確保しつつ、玉村町の発展、町民福祉の向上にとって必要な施策については、積極的に取り

組まれるよう期待するところである。 

 続きまして、２３ページの４、特別会計です。初めに、（１）、国民健康保険特別会計です。国民

健康保険特別会計の決算状況は、歳入総額が前年度に比べ６億６，７４１万９，０００円減少、

１５．４％減し、歳出総額は６億７，９３５万８，０００円減少、１６．１％減となったが、歳入総

額から歳出総額を差し引いた差引額（繰越金）は、前年度に比べ８．５％増加の１億５，２２７万

９，０００円となった。また、財政調整基金の取り崩しはなかった。 

 国民健康保険税の現年分の収納率は９７．１％となり、前年度９６．６％に比べ０．５ポイント上

昇した。滞納繰り越し分を含めた収納率は９０．４％となり、前年度８９．７％に比べ０．７ポイン
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ト上昇した。 

 国民健康保険事業は、景気の回復や社会保険加入要件の緩和により、保険加入者数は減少している

ものの、医療の高度化に伴い１人当たり医療費は増加している状況である。平成３０年度からは、国

民健康保険事業制度の安定化を図るため都道府県単位への広域化が実施されたが、玉村町では広域化

後も順調に事業運営が行われていた。今後も群馬県と連携を図りながら、安定的な財政運営や効率的

な事業の確保等、引き続き適切な事業運営に取り組まれたい。 

 続きまして、（２）、後期高齢者医療特別会計です。後期高齢者医療特別会計の決算状況は、歳入

総額が前年度に比べ１，６３５万６，０００円増加、５．７％増加し、歳出総額も１，４９７万

１，０００円増加、５．３％増となった。歳入総額から歳出総額を差し引いた差引額は、前年度に比

べ７６．３％増加し、３２０万１，０００円となった。後期高齢者医療保険料の滞納繰り越し分を含

めた収納率は９９．３％となり、前年度９９．５％に比べ０．２ポイント低下した。 

 後期高齢者医療保険の年間平均被保険者数は年々増加しており、平成３０年度は前年度と比べ

１４２人増加、４．１％増加した。平成３０年度は、１件当たりの保険者負担額、１人当たりの保険

者負担額ともに前年度に比べて増加し、療養の給付費と療養費を合わせた保険者負担額は１億

８，３２６万５，０００円増加、７．０％増加した。 

 高齢化社会の進行により、こうした状況は今後も継続することが予想されることから、収納率の向

上と適正な保険給付に努め、引き続き健全な後期高齢者医療保険運営に取り組まれたい。 

 次に、３、介護保険特別会計です。介護保険特別会計の決算状況は、歳入総額が前年度に比べ

３，０１６万７，０００円減少、１．２％減少し、歳出総額も１億６，１０５万１，０００円減少、

６．６％減となった。歳入総額から歳出総額を差し引いた差引額は、前年度に比べ１０６．４％増加

し、２億５，３９５万２，０００円となった。介護保険料の滞納繰り越し分を含めた収納率は９９．３％

で、前年度に比べ０．３ポイント上昇した。また、認定者数は１，２９０人と、前年度１，２８８人

に比べ２人増加した。なお、介護保険基金の取り崩しはなかった。 

 高齢化社会が進むにつれて、要支援、要介護認定者の増加や、それに伴う介護サービスの需要はよ

り一層高まることが予想される。玉村町では、介護予防事業に力を入れており、一定の効果が上がっ

ていると認められた。今後は、介護予防事業に係る周知にもより一層力を入れることで、さらなる効

果が生まれることを期待する。 

 引き続き高齢者が、自宅や住みなれた地域で可能な限り自立して生活できるよう、安定的な介護保

険事業の運営に努められたい。 

 次に、（４）、介護予防サービス事業特別会計です。介護予防サービス事業特別会計の歳入歳出総

額は、それぞれ３０９万８，０００円で、前年度に比べ１５万４，０００円の増加、５．２％増とな

った。 

 介護予防サービス計画費収入では、介護予防プラン作成件数が２１１件で、前年度に比べ５１件増
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加、３１．９％増加したため、９６万円となり、前年度に比べ３２．２％増加した。また、介護予防

ケアマネジメント費収入では、介護予防ケアマネジメント作成件数が１４１件で、前年度に比べ１６件

増加、１２．８％増加したため、６４万円となり、前年度に比べ４．９％増加した。 

 歳出では、総務費が２０３万９，０００円で、前年度に比べ６万２，０００円増加、３．１％増加

し、介護予防サービス事業費は１０５万８，０００円で、前年度に比べ９万１，０００円増加、９．４％

増となった。 

 介護予防サービス事業特別会計決算については、おおむね妥当であると認められる。今後とも引き

続き適切な事業運営に取り組まれたい。 

 次に、（５）、下水道事業特別会計です。下水道事業特別会計の決算状況は、歳入総額が前年度に

比べ１億２，３１６万３，０００円増加、８．９％増加し、歳出総額も１億２，７００万９，０００円

増加、９．３％増加した。これにより、歳入総額から歳出総額を差し引いた差引額は２，１７９万

２，０００円となり、翌年度に繰り越すべき財源を差し引いた実質収支額も２，１７９万２，０００円

となった。 

 歳入では、受益者負担金は、前年度に比べ４６１万１，０００円増加、１５．８％増であった。滞

納繰り越し分を含めた収納率では９８．０％で、前年度９８．５％に比べ０．５ポイント低下した。 

 下水道使用料は、前年度に比べ８１０万円減少、２．８％減となり、滞納繰り越し分を含めた収納

率は９８．５％で、前年度９８．３％に比べ０．２ポイント改善した。 

 今後も収入の確保はもとより、負担の公平性の面からも、引き続き慎重かつ効率的な収納業務に努

めることで、さらなる収納率の向上に取り組まれたい。 

 歳出では、下水道費が前年度に比べ１億２，２７８万６，０００円増加、１５．６％増となり、公

債費は前年度に比べ４２２万２，０００円増加、０．７％増となった。これらの事業の結果、下水道

普及率は前年度に比べ２．５ポイント上昇し、８１．５％となった。 

 下水道事業特別会計決算については、おおむね妥当であると認められる。下水道事業は、公衆衛生

の向上と生活環境の改善及び水質の保全という町民の生活基盤としての重要な役割を担っている。令

和２年度からは、地方公営企業法が適用され、事務の面では大きな変化が見込まれるが、着実な準備

のもと、今後とも適切な事業運営に取り組まれたい。 

 次に、（６）、宅地造成事業特別会計です。宅地造成事業特別会計の決算状況は、歳入歳出総額が

それぞれ２億１，３０８万５，０００円となった。 

 宅地造成事業特別会計決算については、おおむね妥当であると認められる。平成３０年度は、第Ⅰ

期造成分のうち残っていた区画を全て売却し、一般会計への繰り出しを行った。令和元年度には、第

Ⅱ期分の造成を完了し、全ての区画の売却が行えるよう、引き続き適切な事業運営に取り組まれたい。 

 続きまして、同じく２５ページの５、基金の運用状況等です。公有財産、物品、基金の管理及び運

用状況については、財産に関する調書及び公有財産台帳、基金残高表、預貯金残高証明書、出資証券、
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その他基金の運用状況等に関する資料に基づいて審査した結果、その運用状況を示す書類、計数等は

正確であり、おおむね妥当であると認められた。 

 特に財政調整基金については、平成３０年度に３億円の取り崩しを行ったことなどにより、平成

３０年度末の現在高は１２億２，２６４万９，０００円となり、減少が続いている。財政調整基金は、

計画的な財政運営を行うためでなく、災害等の緊急時対応にも必要であるため、引き続き適切な基金

運用に取り組まれたい。 

 続きまして、２６ページ、水道事業会計における決算審査結果及び意見です。１、審査対象から、

１枚めくっていただきまして、２７ページ、７の審査結果までは記載のとおりでありますので、割愛

をさせていただきます。 

 最後の８、審査意見です。有収率については８６．８％で、前年度８６．９％に比べ０．１ポイン

ト低下した。収益の向上と水の安定供給のためにも、引き続きさらなる有収率の向上に努められたい。 

 また、水道料金の収納率については、前年度と同様の９６．８％であったが、今後もさらなる収納

率の向上に取り組まれたい。 

 水道事業については、人口減少や節水機器の普及等による家庭での１人当たりの使用水量の減少等

により配水量が減少し、それに伴い営業収益が減少することが予想されるが、安全で安定的な水道供

給と健全財政を維持するために、引き続き計画的な事業実施と適切な事業運営に努められたい。 

 以下、２８ページから５９ページまでは各会計に関する付表となっておりますので、そちらをごら

んいただければと思います。よろしくお願いいたします。 

 以上、監査委員による審査意見書の朗読とさせていただきます。 

◇議長（髙橋茂樹君） 以上で、監査委員の審査意見の朗読を終了します。 

 議員各位に申し上げます。 

 決算審査に先立っての総括質疑は、議会運営に関する基準の附則１の規定により、予算・決算特別

委員会に付託される議案の総括質疑は款・項の範囲で行うと定められております。したがいまして、

総括質疑は款項の範囲でお願いします。 

 それでは、これより平成３０年度の各会計の歳入歳出決算認定に係る総括質疑を議案ごとに行いま

す。 

 初めに、日程第９、認定第１号 平成３０年度玉村町一般会計歳入歳出決算認定についてに係る総

括質疑を行います。 

 これより本案に対する総括質疑を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（髙橋茂樹君） 質疑なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（髙橋茂樹君） ご異議なしと認めます。 
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 以上で、平成３０年度玉村町一般会計歳入歳出決算認定についてに係る総括質疑を終了いたします。 

 次に、日程第１０、認定第２号 平成３０年度玉村町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定につ

いてに係る総括質疑を行います。 

 これより本案に対する総括質疑を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（髙橋茂樹君） 質疑なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（髙橋茂樹君） ご異議なしと認めます。 

 以上で、平成３０年度玉村町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定についてに係る総括質疑を終

了いたします。 

 次に、日程第１１、認定第３号 平成３０年度玉村町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定に

ついてに係る総括質疑を行います。 

 これより本案に対する総括質疑を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（髙橋茂樹君） 質疑なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（髙橋茂樹君） ご異議なしと認めます。 

 以上で、平成３０年度玉村町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定についてに係る総括質疑を

終了いたします。 

 次に、日程第１２、認定第４号 平成３０年度玉村町介護保険特別会計歳入歳出決算認定について

に係る総括質疑を行います。 

 これより本案に対する総括質疑を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（髙橋茂樹君） 質疑なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（髙橋茂樹君） ご異議なしと認めます。 

 以上で、平成３０年度玉村町介護保険特別会計歳入歳出決算認定についてに係る総括質疑を終了い

たします。 

 次に、日程第１３、認定第５号 平成３０年度玉村町介護予防サービス事業特別会計歳入歳出決算

認定についてに係る総括質疑を行います。 

 これより本案に対する総括質疑を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（髙橋茂樹君） 質疑なしと認めることにご異議ありませんか。 
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              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（髙橋茂樹君） ご異議なしと認めます。 

 以上で、平成３０年度玉村町介護予防サービス事業特別会計歳入歳出決算認定についてに係る総括

質疑を終了いたします。 

次に、日程第１４、認定第６号 平成３０年度玉村町下水道事業特別会計歳入歳出決算認定につい

てに係る総括質疑を行います。 

 これより本案に対する総括質疑を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（髙橋茂樹君） 質疑なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（髙橋茂樹君） ご異議なしと認めます。 

 以上で、平成３０年度玉村町下水道事業特別会計歳入歳出決算認定についてに係る総括質疑を終了

いたします。 

 次に、日程第１５、認定第７号 平成３０年度玉村町宅地造成事業特別会計歳入歳出決算認定につ

いてに係る総括質疑を行います。 

 これより本案に対する総括質疑を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（髙橋茂樹君） 質疑なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（髙橋茂樹君） ご異議なしと認めます。 

 以上で、平成３０年度玉村町宅地造成事業特別会計歳入歳出決算認定についてに係る総括質疑を終

了いたします。 

 次に、日程第１６、認定第８号 平成３０年度玉村町水道事業会計決算認定についてに係る総括質

疑を行います。 

 これより本案に対する総括質疑を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（髙橋茂樹君） 質疑なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（髙橋茂樹君） ご異議なしと認めます。 

 以上で、平成３０年度玉村町水道事業会計決算認定についてに係る総括質疑を終了いたします。 

 これをもちまして、８会計に係る総括質疑を終了いたします。 

                      ◇                   

〇決算特別委員会の設置・選任の件 
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◇議長（髙橋茂樹君） お諮りいたします。 

 日程第９、認定第１号 平成３０年度玉村町一般会計歳入歳出決算認定についてから日程第１６、

認定第８号 平成３０年度玉村町水道事業会計決算認定についてまでの８議案につきましては、議会

運営に関する基準第４７条に基づき、議会選出の監査委員となっている議員を除く全議員で構成する

決算特別委員会を設置し、これに付託の上、審査することにしたいと思います。これにご異議ありま

せんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（髙橋茂樹君） ご異議なしと認めます。 

 よって、日程第９、認定第１号から日程第１６、認定第８号までの８議案については、議会選出の

監査委員となっている議員を除く全議員で構成する決算特別委員会を設置し、これに付託の上、審査

することに決定いたしました。 

 ただいま設置されました決算特別委員会の委員の選任につきましては、玉村町議会委員会条例第

６条第４項の規定により、議会選出の監査委員となっている議員を除く全議員を指名したいと思いま

す。これにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（髙橋茂樹君） ご異議なしと認めます。 

 よって、議会選出の監査委員となっている議員を除く全議員を決算特別委員会委員に選任すること

に決しました。 

                      ◇                   

〇日程第１７ 報告第６号 平成３０年度決算に基づく健全化判断比率の報告について 

〇日程第１８ 報告第７号 平成３０年度決算に基づく資金不足比率の報告について 

◇議長（髙橋茂樹君） 日程第１７、報告第６号 平成３０年度決算に基づく健全化判断比率の報告

について及び日程第１８、報告第７号 平成３０年度決算に基づく資金不足比率の報告についてが提

出されました。 

 これより２件の報告を求めます。 

 町長。 

              〔町長 角田紘二君登壇〕 

◇町長（角田紘二君） 報告第６号 平成３０年度決算に基づく健全化判断比率の報告についてご説

明申し上げます。 

 本案は、地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項の規定により、実質赤字比率、連

結実質赤字比率、実質公債費比率及び将来負担比率の４指標を報告するものでございます。 

 まず、実質赤字比率については、一般会計において赤字が生じておりませんので、数値は算定され

ませんでした。 
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 また、連結実質赤字比率についても、各特別会計いずれも赤字が生じておりませんので、数値は算

定されませんでした。 

 次に、実質公債費比率ですが、これは過去３年間の平均値で算出するものでございます。平成２８年

度から平成３０年度までの平均値は、公債費充当一般財源の増加等により、前年度と比較して０．５ポ

イント上昇し、４．５％となりました。しかしながら、国で定めた早期健全化基準は２５．０％とな

っておりますので、これを下回り、クリアしているところでございます。 

 最後に、将来負担比率ですが、平成３１年３月末日における基金残高、一般会計の地方債残高や下

水道事業特別会計の地方債残高のうち一般会計で負担する残高、全職員が退職することを想定した退

職手当などを見込んだ結果、７．７％となりました。前年度の数値は５．２％で、比較すると２．５ポ

イント上昇しました。この要因といたしましては、充当可能基金の減少等によるものでございます。

国で定めた早期健全化基準は３５０．０％となっておりますので、これをはるかに下回り、クリアし

ているところでございます。 

 今回報告いたします健全化判断比率については、監査委員さんに審査をいただいておりますので、

その審査意見書を付して報告させていただきます。 

 次に、報告第７号 平成３０年度決算に基づく資金不足比率の報告についてご説明申し上げます。

本案は、地方公共団体の財政の健全化に関する法律第２２条第１項の規定により報告するものでござ

います。 

 資金不足比率については、水道事業会計、下水道事業特別会計ともに黒字決算であり、また宅地造

成事業特別会計においても資金の不足額はなく、資金不足が生じていないため、いずれの会計も数値

は算定されませんでした。この資金不足比率についても、監査委員さんに審査をいただいております

ので、その意見書を付して報告させていただきます。 

◇議長（髙橋茂樹君） 以上で日程第１７、報告第６号及び日程第１８、報告第７号の２件の報告を

終了いたします。 

 次に、日程第１７、報告第６号 平成３０年度決算に基づく健全化判断比率の報告について及び日

程第１８、報告第７号 平成３０年度決算に基づく資金不足比率の報告についてには監査委員の審査

意見が付されております。 

 監査委員の審査意見の朗読を求めます。 

 総務課長。 

              〔総務課長 石関清貴君登壇〕 

◇総務課長（石関清貴君） それでは、監査委員の審査意見書について朗読をさせていただきます。 

 初めに、平成３０年度財政健全化審査意見書です。１、審査の概要。この財政健全化審査は、玉村

町長から提出された健全化判断比率及びその算定の基礎となる事項を記載した書類が適正に作成され

ているかどうかを主眼として実施した。 
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 ２、審査期間。令和元年７月１６日火曜日から８月２日金曜日まで。 

 ３、審査の結果です。（１）、総合意見。審査に付された下記、健全化判断比率及びその算定の基

礎となる事項を記載した書類は、いずれも適正に作成されているものと認められる。 

 （２）、個別意見です。①、実質赤字比率について。平成３０年度は実質赤字額がなく、実質赤字

比率は算定されず、早期健全化基準の１３．９９％と比較すると、これを下回っており、良好と言え

る。 

 ②、連結実質赤字比率について。平成３０年度は全ての会計が黒字で連結実質赤字額がなく、連結

実質赤字比率は算定されず、早期健全化基準の１８．９９％と比較すると、これを下回っており、良

好と言える。 

 ③、実質公債費比率について。平成３０年度の実質公債費比率は４．５％となり、早期健全化基準

の２５．０％と比較すると、これを下回っており、良好と言える。 

 ④、将来負担比率について。平成３０年度の将来負担比率は７．７％となり、早期健全化基準の

３５０．０％と比較すると、これを下回っており、良好と言える。 

 （３）、是正改善を要すべき事項。特に指摘すべき事項はない。 

 次からは、水道事業会計、下水道事業特別会計、宅地造成事業特別会計と続きますが、いずれも１、

審査の概要、２、審査期間については記載のとおりでありますので、割愛をさせていただきます。 

 それでは、初めに水道事業会計経営健全化審査意見書です。３、審査の結果、（１）、総合意見。

審査に付された下記、資金不足比率及びその算定の基礎となる事項を記載した書類は、いずれも適正

に作成されているものと認められる。 

 （２）、個別意見。水道事業は、事業の規模５億６２７万１，０００円、流動負債８，４５９万

３，０００円、流動資産８億１，１９５万円、剰余額７億２，７３５万７，０００円、標準財政規模

比１０．２％である。したがって、資金不足比率は算定されず、経営健全化基準の２０．０％と比較

すると、なお良好な状態にあると認められる。 

 （３）、是正改善を要すべき事項。特に指摘すべき事項はない。 

 続きまして、下水道事業特別会計の経営健全化審査意見書です。３、審査の結果、（１）、総合意

見。審査に付された下記、資金不足比率及びその算定の基礎となる事項を記載した書類は、いずれも

適正に作成されているものと認められる。 

 （２）、個別意見。下水道事業は、事業の規模３億４３９万９，０００円、歳出額１４億８，７４７万

２，０００円、歳入額１５億９２６万４，０００円、剰余額２，１７９万２，０００円、標準財政規

模比０．３％である。したがって、資金不足比率は算定されず、経営健全化基準の２０．０％と比較

すると、なお良好な状態にあると認められる。 

 （３）、是正改善を要すべき事項。特に指摘すべき事項はない。 

 最後に、宅地造成事業特別会計の経営健全化審査意見書です。３、審査の結果、（１）、総合意見。
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審査に付された下記、資金不足比率及びその算定の基礎となる事項を記載した書類は、いずれも適正

に作成されているものと認められる。 

 （２）、個別意見。宅地造成事業は、事業の規模ゼロ円、歳出額２億１，３０８万５，０００円、

歳入額２億１，３０８万５，０００円である。したがって、資金不足比率は算定されず、経営健全化

基準の２０．０％と比較すると、なお良好な状態にあると認められる。 

 （３）、是正改善を要すべき事項。特に指摘すべき事項はない。 

 以上、監査委員の審査意見書の朗読を終了させていただきます。 

◇議長（髙橋茂樹君） 以上で監査委員の審査意見の朗読を終了いたします。 

                      ◇                   

〇日程第１９ 議案第４５号 平成３０年度玉村町水道事業会計剰余金の処分について 

◇議長（髙橋茂樹君） 次に、日程第１９、議案第４５号 平成３０年度玉村町水道事業会計剰余金

の処分についてを議題といたします。 

 これより提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

              〔町長 角田紘二君登壇〕 

◇町長（角田紘二君） 議案第４５号 平成３０年度玉村町水道事業会計剰余金の処分についてご説

明申し上げます。 

 本案は、地方公営企業法第３２条第２項の規定に基づき、平成３０年度水道事業会計決算の結果、

発生した利益剰余金の処分について議会の議決を求めるものでございます。 

 前年度１年間の営業活動の結果として、損益取引から生じた純利益は１億１１９万７，０４１円で

ありますが、これは経理上、未処分利益剰余金に位置づけられるものでございます。また、減債積立

金及び建設改良積立金の取り崩しにより生じた２，１８３万１，４９４円を加えると、未処分利益剰

余金の合計額は１億２，３０２万８，５３５円でございます。 

 内容につきましては、別紙の剰余金処分計算書（案）のとおり処分させていただくもので、企業債

償還に充てるための減債積立金として８，１１９万７，０４１円、欠損金を埋めるための利益積立金

として１，０００万円、建設改良積立金として１，０００万円をそれぞれ積み立て、資本金として

２，１８３万１，４９４円を組み入れるものでございます。 

 ご審議の上、ご議決くださいますようお願い申し上げます。 

◇議長（髙橋茂樹君） 提案説明を終了いたします。 

 これより本案に対する質疑を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（髙橋茂樹君） 質疑なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 
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◇議長（髙橋茂樹君） ご異議なしと認めます。 

 次に、本案に対する討論を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（髙橋茂樹君） 討論なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（髙橋茂樹君） ご異議なしと認めます。 

 次に、本案に対する表決を行います。 

 本案を原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（髙橋茂樹君） ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

                      ◇                   

〇日程第２０ 議案第４６号 玉村町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条 

              例の制定について 

◇議長（髙橋茂樹君） 次に、日程第２０、議案第４６号 玉村町会計年度任用職員の給与及び費用

弁償に関する条例の制定について、これより提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

              〔町長 角田紘二君登壇〕 

◇町長（角田紘二君） 議案第４６号 玉村町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の

制定についてご説明申し上げます。 

 本案につきましては、非常勤職員等の適正な任用の確保等を目的とした地方公務員法及び地方自治

法の一部を改正する法律の施行により、令和２年度から導入される会計年度任用職員制度に対応する

ため、新たに会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関して必要な事項を定めるものです。 

 主な内容としましては、フルタイム会計年度任用職員の給料や通勤手当等支給可能な手当、期末手

当等に関すること、またパートタイム会計年度任用職員の報酬や時間外勤務手当に相当する報酬、期

末手当等に関することについて、常勤職員や現行の規則等を踏まえて支給基準を定めるものでござい

ます。 

 ご審議の上、ご議決くださいますようお願い申し上げます。 

◇議長（髙橋茂樹君） 以上で提案説明を終了いたします。 

 これより本案に対する総括質疑を求めます。 

 １０番石川眞男議員。 

              〔１０番 石川眞男君発言〕 

◇１０番（石川眞男君） この会計年度任用職員の件なのですけれども、これに該当する職員は玉村
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町で相当いると思うのですけれども、どの程度いますか。二百三、四十人に上るのかどうか、ちょっ

と。１つそれをお尋ねします。 

 それから、要するに会計年度単位の雇用になってしまうので、どうしても不安定雇用という意味か

らは除かれていないわけで、考え方によると、特に北欧社会というのでいくと、もう今度は期間が定

まったら仕事がなくなって、仕事を探さなければならないという、そういうリスクがあるので、逆に

正職員よりも１．５倍ぐらいの報酬を払っておくという考え方もあるのですけれども、少なくともこ

の条例では同一労働同一賃金の考え方は反映されているかどうか、お尋ねします。 

 それから、組み込み方、ことしから採用された人、それとも長く５年、１０年いる人の給料の号で

すか、どうにやって組み込んでいくのか。それから、雇用が継続した場合の昇給があるのか、それを

ちょっとお尋ねします。 

 それから、そうした場合、今の非正規雇用の方々に払っている報酬に比べて、どのぐらい報酬がふ

えていくかももしわかれば。 

 そして、それは、国の予算で充当すべきものだと思いますけれども、その辺の対応はどのぐらい見

ているか、ちょっとお尋ねします。 

 それから、これは賃金とか、そういった給与の面ですけれども、雇用継続に関する条例を玉村町は

用意する準備というか、考えがあるかどうか、それもお尋ねします。 

◇議長（髙橋茂樹君） 総務課長。 

              〔総務課長 石関清貴君発言〕 

◇総務課長（石関清貴君） 幾つかご質問いただきました。 

 まず、会計年度任用職員に該当する職員がどのくらいいるかというようなご質問だと思います。今

のところ臨時職員、それから嘱託職員、そういった形の職員が２００名強いるかなというふうに思い

ます。ただ、今回の会計年度任用職員制度が来年の４月からスタートするということで、今回条例を

つくらせていただきまして、それをもとに今後募集等を行っていくということになりますので、実際

の具体的な人数については、その後に決定していくのかなというふうに思っております。 

 それから、不安定雇用になるのではないかということで、同一労働同一賃金というようなことにな

るかというようなことですが、基本的にはそういうような形になるかなというふうには思っておりま

す。ただし、職員と全く同じ給料というふうにはなりませんので、こちらのほうの条例の中にも少し

記載されてありますけれども、その職務によって級を設けて金額を決定していくというふうになるか

なというふうに思っています。 

 給料の号給とかにつきましては、こちらの条例のほうの別表のほうにも記載されておりますけれど

も、職務の級ということで新たな給料表をつくりまして、こちらのほうで１級、２級という形で、職

務の内容によって分けていくというふうになっております。 

 それから、昇給はあるのかというようなお話ですが、昇給はその年によって昇給していくというこ
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とにはなろうかと思います。 

 それから、どのくらいの経費がかかるかということですが、今のところ試算をしておる状況であり

ますので、具体的な金額についてはまだちょっとお示しできないかなというふうに思いますが、基本

的には増加するということは当然考えられるかなというふうに、今よりも増加するということは考え

られるかなというふうに思います。 

 それから、国の補助があるのかという話であります。これは、会計年度任用職員制度を導入される

ときに、国のほうから一定の補助なり交付税措置があるというふうな話もあったのですけれども、今

のところそういった話が来ておりませんで、どうなるかまだちょっとわからないというような状況で

あります。 

 それから、雇用継続の条例等についてはどうかということでありますけれども、今のところそちら

については考えていないということであります。 

 以上です。 

◇議長（髙橋茂樹君） １０番石川眞男議員。 

              〔１０番 石川眞男君発言〕 

◇１０番（石川眞男君） そうすれば、これは総務経済常任委員会で審議されるということで、私ち

ょっと委員会に入っていないので、ちょっと審議に参加できないので、ちょっと聞いてみたのですけ

れども、やっぱり玉村町だけを見ても正規職員というか、に対して、それとほぼ同じぐらいの非正規

の方々が玉村町の行政を支えてくれるという実態から見て、その人たちの雇用の安定、生活向上とい

うのは当然の話だと思うし、ましてこれから１０月から消費税が上がってくるわけです。日本の、こ

の前もＯＥＣＤ諸国の中でも実質賃金が下がっているというのは日本だけだというデータが出ていま

したけれども、そういう意味において玉村町としては非常にデリケートな問題として、それで係るお

金は国からもらうというぐらいの意思でもって、そして職員の待遇を上げることによって、住民サー

ビスを向上させるのだというような思いでやっていただきたいと思うのですけれども、その辺の対応

をお尋ねします。 

◇議長（髙橋茂樹君） 総務課長。 

              〔総務課長 石関清貴君発言〕 

◇総務課長（石関清貴君） 石川議員おっしゃるとおり、玉村町の行政については正職員のみならず、

臨時職員ですとか嘱託職員の方に大変重要な仕事を担っていただいておるというのは認識しておりま

す。こういう方々がいないと行政は回っていかないと。保育所ですとか、我々の仕事ですとか、そう

いった部分については、多くの臨時職員の方々に担っていただいているということであろうと思いま

す。でありますので、基本的にはそういった方々の処遇が今よりも悪化しないような状況には持って

いきたいというふうには考えておりますので、ご理解をいただければというふうに思います。 

◇議長（髙橋茂樹君） ほかに質疑ありませんか。 
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              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（髙橋茂樹君） 質疑終了と認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（髙橋茂樹君） ご異議なしと認めます。 

 以上で本案に対する総括質疑を終了いたします。 

 お諮りいたします。 

 日程第２０、議案第４６号 玉村町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の制定につ

いては総務経済常任委員会に付託の上、審査することにしたいと思います。これにご異議ありません

か。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（髙橋茂樹君） ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は総務経済常任委員会に付託の上、審査することに決定いたしました。 

                      ◇                   

〇日程第２１ 議案第４７号 玉村町印鑑登録及び証明に関する条例の一部改正につい 

              て 

◇議長（髙橋茂樹君） 次に、日程第２１、議案第４７号 玉村町印鑑登録及び証明に関する条例の

一部改正についてを議題といたします。 

 これより提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

              〔町長 角田紘二君登壇〕 

◇町長（角田紘二君） 議案第４７号 玉村町印鑑登録及び証明に関する条例の一部改正について 

ご説明申し上げます。 

 本案につきましては、平成３１年４月１７日に住民基本台帳法施行令等の一部を改正する政令が公

布されたことに伴い、玉村町印鑑登録及び証明に関する条例の一部を改正するものでございます。 

 改正の概要を申し上げますと、住民基本台帳法施行令等の一部改正により、令和元年１１月５日以

降、氏の変更があった者は住民票に旧氏の記載を求めることができるようになるため、旧氏を使用し

た印鑑登録及び証明書の発行を可能とするために改正を行うものです。 

 ご審議の上、ご議決くださいますようお願い申し上げます。 

◇議長（髙橋茂樹君） 提案説明を終了いたします。 

 これより本案に対する質疑を求めます。 

 １１番宇津木治宣議員。 

              〔１１番 宇津木治宣君発言〕 

◇１１番（宇津木治宣君） 何かこれ夫婦別姓の流れの中の一環かなというふうな感じがするのです
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けれども、今の説明ですと、１１月５日以降に結婚というのですか、入籍をした。それ以前の人はだ

めなのでしょうか。その辺のことについてお尋ねしたいと思います。 

◇議長（髙橋茂樹君） 住民課長。 

              〔住民課長 齋藤善彦君発言〕 

◇住民課長（齋藤善彦君） １１月５日以降から記載のほうを求めることができるということですの

で、その前に結婚されている方とかが旧の氏を載せたいということも当然可能ということになります。 

◇議長（髙橋茂樹君） ほかに質疑ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（髙橋茂樹君） 質疑終了と認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（髙橋茂樹君） ご異議なしと認めます。 

 次に、本案に対する討論を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（髙橋茂樹君） 討論なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（髙橋茂樹君） ご異議なしと認めます。 

 次に、本案に対する表決を行います。 

 本案を原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（髙橋茂樹君） ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

                      ◇                   

〇日程第２２ 議案第４８号 玉村町地方活力向上地域における固定資産税の課税の特 

              例に関する条例の一部改正について 

◇議長（髙橋茂樹君） 次に、日程第２２、議案第４８号 玉村町地方活力向上地域における固定資

産税の課税の特例に関する条例の一部改正についてを議題といたします。 

 これより提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

              〔町長 角田紘二君登壇〕 

◇町長（角田紘二君） 議案第４８号 玉村町地方活力向上地域における固定資産税の課税の特例に

関する条例の一部改正についてご説明申し上げます。 

 本案につきましては、租税特別措置法の改正に伴い、玉村町地方活力向上地域における固定資産税

の課税の特例に関する条例の一部を改正するものです。 
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 改正内容は、上位法の改正による項ずれ及び改元に伴う改正でございます。 

 ご審議の上、ご議決くださいますようお願い申し上げます。 

◇議長（髙橋茂樹君） 提案説明を終了いたします。 

 これより本案に対する質疑を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（髙橋茂樹君） 質疑なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（髙橋茂樹君） ご異議なしと認めます。 

 次に、本案に対する討論を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（髙橋茂樹君） 討論なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（髙橋茂樹君） ご異議なしと認めます。 

 次に、本案に対する表決を行います。 

 本案を原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（髙橋茂樹君） ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

                      ◇                   

〇日程第２３ 議案第４９号 玉村町社会体育館の設置及び管理に関する条例の一部を 

              改正する条例の一部改正について 

◇議長（髙橋茂樹君） 次に、日程第２３、議案第４９号 玉村町社会体育館の設置及び管理に関す

る条例の一部を改正する条例の一部改正についてを議題といたします。 

 これより提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

              〔町長 角田紘二君登壇〕 

◇町長（角田紘二君） 議案第４９号 玉村町社会体育館の設置及び管理に関する条例の一部を改正

する条例の一部改正についてご説明申し上げます。 

 本案につきましては、平成３１年第１回定例会において、消費税の改正に伴い、玉村町社会体育館

の使用料を改正するため、玉村町社会体育館の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例を提

案し、ご議決いただきましたが、その内容について一部誤りがありましたので、当該箇所の改正をさ

せていただくものでございます。 

 改正内容につきましては、別表（第３条関係）の区分において、「高校生」を「高校生以下」に改
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めるものでございます。 

 なお、平成３１年第１回定例会でご議決いただいた玉村町社会体育館の設置及び管理に関する条例

の一部を改正する条例は、本年１０月１日からの施行となっており、本案の改正により修正された後

の使用料が１０月１日から施行されることとなります。 

 ご審議の上、ご議決くださいますようお願い申し上げます。 

◇議長（髙橋茂樹君） 提案説明を終了いたします。 

 これより本案に対する質疑を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（髙橋茂樹君） 質疑なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（髙橋茂樹君） ご異議なしと認めます。 

 次に、本案に対する討論を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（髙橋茂樹君） 討論なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（髙橋茂樹君） ご異議なしと認めます。 

 次に、本案に対する表決を行います。 

 本案を原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（髙橋茂樹君） ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

                      ◇                   

〇日程第２４ 議案第５０号 玉村町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する 

              基準を定める条例の一部改正について 

◇議長（髙橋茂樹君） 次に、日程第２４、議案第５０号 玉村町放課後児童健全育成事業の設備及

び運営に関する基準を定める条例の一部改正についてを議題といたします。 

 これより提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

              〔町長 角田紘二君登壇〕 

◇町長（角田紘二君） 議案第５０号 玉村町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準

を定める条例の一部改正についてご説明申し上げます。 

 本案は、基準省令であります放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準の一部を改正す

る省令が平成３１年３月２９日に公布され、同年４月１日から施行されたことに伴い、条例の一部を



－41－ 

改正するものです。 

 改正の概要につきましては、放課後児童クラブで働く放課後児童支援員は、これまで都道府県知事

が行う放課後児童支援員認定資格研修を修了した者でなければならないとされていました。しかし、

昨今の研修需要に適切に対応するため、政令指定都市もこれを行えるようにすべきとの地方提案がな

され、政令指定都市も放課後児童支援員認定資格研修を実施することができるよう、基準省令の改正

が行われました。 

 つきましては、本町の基準条例についても、基準省令と同様の改正を行い、政令指定都市の長が行

う研修を修了した者が本町の放課後児童クラブで働く場合に、その者を放課後児童支援員として扱う

ことができるようにするものでございます。 

 ご審議の上、ご議決くださいますようお願い申し上げます。 

◇議長（髙橋茂樹君） 提案説明を終了いたします。 

 これより本案に対する質疑を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（髙橋茂樹君） 質疑なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（髙橋茂樹君） ご異議なしと認めます。 

 次に、本案に対する討論を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（髙橋茂樹君） 討論なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（髙橋茂樹君） ご異議なしと認めます。 

 次に、本案に対する表決を行います。 

 本案を原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（髙橋茂樹君） ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

                      ◇                   

〇日程第２５ 議案第５１号 玉村町保育認定基準を定める条例及び玉村町保育料徴収 

              条例の一部改正について 

◇議長（髙橋茂樹君） 次に、日程第２５、議案第５１号 玉村町保育認定基準を定める条例及び玉

村町保育料徴収条例の一部改正についてを議題といたします。 

 これより提案理由の説明を求めます。 

 町長。 
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              〔町長 角田紘二君登壇〕 

◇町長（角田紘二君） 議案第５１号 玉村町保育認定基準を定める条例及び玉村町保育料徴収条例

の一部改正についてご説明申し上げます。 

 本案につきましては、幼児教育・保育の無償化の実施に係る子ども・子育て支援法の一部を改正す

る法律の施行により、子ども・子育て支援法施行令の一部を改正する政令及び子ども・子育て支援法

施行規則の一部を改正する内閣府令が公布されたことに伴い、所要の改正を行うものでございます。 

 改正内容につきましては、子供のための教育・保育給付制度において規定されていた用語である「支

給認定」を「教育・保育給付認定」に改めるものでございます。 

 ご審議の上、ご議決くださいますようお願い申し上げます。 

◇議長（髙橋茂樹君） 提案説明を終了いたします。 

 これより本案に対する質疑を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（髙橋茂樹君） 質疑なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（髙橋茂樹君） ご異議なしと認めます。 

 次に、本案に対する討論を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（髙橋茂樹君） 討論なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（髙橋茂樹君） ご異議なしと認めます。 

 次に、本案に対する表決を行います。 

 本案を原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（髙橋茂樹君） ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

                      ◇                   

〇日程第２６ 議案第５２号 玉村町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運 

              営に関する基準を定める条例の一部改正について 

◇議長（髙橋茂樹君） 次に、日程第２６、議案第５２号 玉村町特定教育・保育施設及び特定地域

型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部改正についてを議題といたします。 

 これより提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

              〔町長 角田紘二君登壇〕 
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◇町長（角田紘二君） 議案第５２号 玉村町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に

関する基準を定める条例の一部改正についてご説明申し上げます。 

 本案につきましては、幼児教育・保育の無償化の実施に係る子ども・子育て支援法の一部を改正す

る法律の施行により、特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準の一部を改正

する内閣府令が公布されたことに伴い、準則である本条例について、国と同様に所要の改正を行うも

のでございます。 

 主な改正内容としては、満３歳以上の子供の副食の提供に要する費用について、保護者から徴収す

ることができる費用とし、年収３６０万円未満相当世帯の子供及び同一世帯の子供が同時に特定教

育・保育施設等を利用している場合の第３子以降の子供に係る副食の提供に要する費用については、

徴収可能な費目から除外するものでございます。 

 また、このほか独自の施策として、玉村町第３子以降保育料無償化実施要綱で規定する子供の年齢

にかかわらず、保護者が３人以上の子供を扶養している場合における第３子以降の子供についても、

その副食の提供に要する費用の徴収を免除するものでございます。 

 ご審議の上、ご議決くださいますようお願い申し上げます。 

◇議長（髙橋茂樹君） 提案説明を終了いたします。 

 これより本案に対する質疑を求めます。 

 １１番宇津木治宣議員。 

              〔１１番 宇津木治宣君発言〕 

◇１１番（宇津木治宣君） この件に関しては一般質問でやろうと思ったのですけれども、確認した

いのですけれども、３人子供がいる第３子の副食費については、この無償化の路線だと有料になって

しまうわけですけれども、町の独自の施策として免除すると、こういうことでよろしいのでしょうか。 

◇議長（髙橋茂樹君） 子ども育成課長。 

              〔子ども育成課長 萩原保宏君発言〕 

◇子ども育成課長（萩原保宏君） そのとおりでございます。 

◇議長（髙橋茂樹君） １１番宇津木治宣議員。 

              〔１１番 宇津木治宣君発言〕 

◇１１番（宇津木治宣君） 予算的にはどのくらいの費用がかかると見られているのか。 

 それと、該当する人数は何人ぐらいになるのか、お答えいただきます。 

◇議長（髙橋茂樹君） 子ども育成課長。 

              〔子ども育成課長 萩原保宏君発言〕 

◇子ども育成課長（萩原保宏君） 第３子副食費免除に係る必要な費用の合計ですけれども、２３４万

３，０００円でございます。 

 なお、人数につきましては、幼稚園もあわせてお答えしたいと思うのですけれども、幼稚園が２２人、
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保育所が７１人、合わせて９３人ということでございます。 

◇議長（髙橋茂樹君） ほかに質疑はありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（髙橋茂樹君） 質疑終了と認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（髙橋茂樹君） ご異議なしと認めます。 

 次に、本案に対する討論を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（髙橋茂樹君） 討論なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（髙橋茂樹君） ご異議なしと認めます。 

 次に、本案に対する表決を行います。 

 本案を原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（髙橋茂樹君） ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

                      ◇                   

〇日程第２７ 議案第５３号 玉村町食肉卸売市場条例の一部改正について 

◇議長（髙橋茂樹君） 次に、日程第２７、議案第５３号 玉村町食肉卸売市場条例の一部改正につ

いてを議題といたします。 

 これより提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

              〔町長 角田紘二君登壇〕 

◇町長（角田紘二君） 議案第５３号 玉村町食肉卸売市場条例の一部改正についてご説明申し上げ

ます。 

 食肉卸売市場につきましては、全国でも有数の食肉卸売市場としまして、昭和４５年２月１６日操

業を開始し、約５０年が経過したところでございます。今回の一部改正は、１０月の消費税率の改定

において、一部の商品に軽減税率が導入されることに伴い、受託者から収受する手数料の取り扱いを

変更するものでございます。 

 玉村町食肉卸売市場の運営は、受託者から収受する手数料により成り立っています。収受する手数

料は、現条例では消費税込みの売り上げ額の３．５％以内となっており、この収受する手数料に対し

ても消費税がかかります。今回の消費税率の改定に伴い、市場において取り扱っている枝肉等に対し

ては軽減税率が適用され、８％になりますが、手数料には標準の１０％が適用されます。そのため、
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売り上げ額の消費税が８％なのに対し、その額をもとに算出する手数料には標準の１０％になり、現

在のまま消費税を算出すると、結果的に手数料が減額されてしまうこととなってしまいます。このこ

とは、消費税転嫁対策特別措置法第３条第１号で禁止されている、いわゆる買いたたきに該当するお

それがあります。 

 そこで、手数料の算出基礎について、消費税込みの売り上げ額から消費税を除いたものへと変更し、

消費税は別途計算することにより、手数料の計算を是正するものでございます。 

 審議の上、ご議決くださいますようお願い申し上げます。 

◇議長（髙橋茂樹君） 提案説明を終了いたします。 

 これより本案に対する質疑を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（髙橋茂樹君） 質疑なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（髙橋茂樹君） ご異議なしと認めます。 

 次に、本案に対する討論を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（髙橋茂樹君） 討論なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（髙橋茂樹君） ご異議なしと認めます。 

 次に、本案に対する表決を行います。 

 本案を原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（髙橋茂樹君） ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

                      ◇                   

〇日程第２８ 議案第５４号 玉村町消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条 

              例の一部改正について 

◇議長（髙橋茂樹君） 次に、日程第２８、議案第５４号 玉村町消防団員の定員、任免、給与、服

務等に関する条例の一部改正についてを議題といたします。 

 これより提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

              〔町長 角田紘二君登壇〕 

◇町長（角田紘二君） 議案第５４号 玉村町消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の

一部改正についてご説明申し上げます。 
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 本案は、平成２８年５月に施行された成年後見制度の利用の促進に関する法律に基づく措置として、

成年被後見人等の権利の制限に係る措置の適正化等を図るための関係法律の整備に関する法律が令和

元年６月１４日に公布され、同法の中で地方公務員法の一部が改正されたことにより、本条例中、成

年被後見人について規定している欠格条項を見直すものです。 

 改正概要につきましては、条例第４条に規定する欠格条項のうち、成年被後見人について規定して

いる第１号を削り、あわせてその他所要の整備を行うものです。 

 ご審議の上、ご議決くださいますようお願い申し上げます。 

◇議長（髙橋茂樹君） 提案説明を終了いたします。 

 これより本案に対する質疑を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（髙橋茂樹君） 質疑なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（髙橋茂樹君） ご異議なしと認めます。 

 次に、本案に対する討論を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（髙橋茂樹君） 討論なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（髙橋茂樹君） ご異議なしと認めます。 

 次に、本案に対する表決を行います。 

 本案を原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（髙橋茂樹君） ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

                      ◇                   

〇日程第２９ 議案第５５号 令和元年度玉村町一般会計補正予算（第３号） 

〇日程第３０ 議案第５６号 令和元年度玉村町国民健康保険特別会計補正予算（第２ 

              号） 

〇日程第３１ 議案第５７号 令和元年度玉村町介護保険特別会計補正予算（第２号） 

〇日程第３２ 議案第５８号 令和元年度玉村町下水道事業特別会計補正予算（第１号） 

〇日程第３３ 議案第５９号 令和元年度玉村町水道事業会計補正予算（第１号） 

◇議長（髙橋茂樹君） 次に、日程第２９、議案第５５号 令和元年度玉村町一般会計補正予算（第

３号）から日程第３３、議案第５９号 令和元年度玉村町水道事業会計補正予算（第１号）までの５議

案を一括議題といたします。これにご異議ありませんか。 
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              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（髙橋茂樹君） ご異議なしと認めます。 

 よって、日程第２９、議案第５５号から日程第３３、議案第５９号までの５議案を一括議題とする

ことに決定いたしました。 

 これより提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

              〔町長 角田紘二君登壇〕 

◇町長（角田紘二君） 議案第５５号 令和元年度玉村町一般会計補正予算（第３号）についてご説

明申し上げます。 

 本案は、既定の歳入歳出予算の総額に１億５，０７３万８，０００円を追加し、歳入歳出予算の総

額を１１３億３，１９３万５，０００円とするとともに、債務負担行為の追加及び地方債の変更を行

うものでございます。 

 主な補正内容についてですが、まず総務費では老朽化に伴う役場庁舎非常用放送設備の更新を行う

とともに、企画費においては多文化共生社会推進事業として、群馬県が設置したぐんま外国人総合相

談ワンストップセンターを活用し、多言語に対応した相談員と直接会話ができるよう、窓口業務の充

実を図るため、タブレット端末機の導入を行うほか、第２期まち・ひと・しごと創生総合戦略策定の

ため、総合戦略推進会議開催のための委員謝金の追加や、東京圏情報発信イベントのみならず、町の

各種イベントでも活用できるはっぴの作成を行ってまいります。また、ＪＡＦのドライブスタンプラ

リーを活用し、県内外から車での来訪者を呼び寄せ、町内各所に設置するスタンプスポットめぐりな

どにより、交流人口、関係人口の増加につなげるため、ＪＡＦシステム使用料やスタンプラリー達成

者へ景品代等の追加を行うものでございます。 

 民生費では、国の施策に伴う保育無償化のため、保育所運営委託事業や子ども・子育て支援給付事

業に必要な費用を追加するとともに、芝根小学校での余裕教室を活用した放課後児童クラブを実施す

るため、教室の改修工事費を初め、運営事業者選定に要する費用等の追加や、平成３０年度の精算に

伴う障害者自立支援費や子ども・子育て支援等に係る国、県返還金について、追加等を行うものでご

ざいます。 

 衛生費では、クリーンセンターの施設修繕に係る費用の追加等を行うとともに、商工費では小口資

金に係る代位弁済補償金の追加を行うものでございます。 

 土木費では、地元要望等に応えるため、道路補修事業や排水路改修事業等に事業費の追加を行うほ

か、文化センター周辺まちづくり事業における交通ターミナル整備工事について、整備箇所の変更を

行ったため、事業費の追加を行うものでございます。 

 また、下水道事業特別会計への繰出金では、人事異動に伴う人件費及び下水管路内への不明水流入

の原因を調査するため、その委託費用について繰り出しを行うものでございます。 
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 教育費では、玉村町ライオンズクラブ様から結成２０周年記念として、小中学校の図書館に１校当

たり１０万円、計７０万円のご寄附をいただきましたので、小中学校７校にそれぞれ図書購入費を追

加するとともに、学校施設の修繕に係る費用の追加を行うほか、幼児教育無償化に伴う子ども・子育

て支援給付事業に必要な費用の追加等を行うものでございます。 

 以上が主な補正内容となりますが、これらの事業の財源といたしましては、幼児教育・保育無償化

に伴う子ども・子育て支援臨時交付金を初め、新たに徴収することとなった保育所副食費のほか、国、

県支出金や寄附金、町債、前年度繰越金などを予定しております。 

 なお、債務負担行為の追加につきましては、芝根小学校放課後児童クラブ運営事業者の選定に当た

り、委託料の追加を行うものでございます。また、地方債の変更につきましては、臨時財政対策債発

行可能額の確定による変更でございます。 

 以上が一般会計補正予算の主な内容でございます。 

 次に、議案第５６号 令和元年度玉村町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）についてご説明

申し上げます。本案は、既定の歳入歳出予算の総額に３４５万７，０００円を追加し、歳入歳出予算

の総額を３５億１，６３８万５，０００円とするものでございます。 

 補正の内容ですが、歳出の増加分として、４０歳以上の国民健康保険加入者を対象に実施しており

ます特定健康診査の未受診者に対する受診勧奨対策事業として３４５万７，０００円増額するもので

ございます。 

 次に、歳入ですが、受診勧奨対策事業に対する県補助金として、歳出と同額の３４５万７，０００円

を増額するものでございます。 

 次に、議案第５７号 令和元年度玉村町介護保険特別会計補正予算（第２号）についてご説明申し

上げます。本案につきましては、既定の歳入歳出予算の総額に１億４，０４９万円を追加し、歳入歳

出予算の総額を２６億１，１０３万円とするものでございます。 

 主な補正内容ですが、まず歳入では支払基金交付金の平成３０年度精算に伴う介護給付費交付金の

追加交付及び前年度繰越金から国庫負担金等の返還金、介護保険基金積立金を用意するものでござい

ます。 

 次に、歳出では、国庫負担金等の平成３０年度精算に伴う返還金として４，０４９万円、及び第７期

介護保険事業計画の初年度に生じた黒字等のうち１億円を介護保険基金に積み立てるものでございま

す。 

 議案第５８号 令和元年度玉村町下水道事業特別会計補正予算（第１号）についてご説明申し上げ

ます。本案は、既定の歳入歳出予算の総額に５，８７０万円を追加し、総額を１３億１，１２０万円

とするものでございます。 

 補正の主な内容ですが、歳入につきましては補助額の減額見込みにより、県補助金を３００万円減

額し、財源不足を補填するため一般会計繰入金を７００万円増額し、補助金の減額及び事業費の増加
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に伴い、下水道事業債を５，４７０万円増額するものでございます。 

 次に、歳出ですが、人事異動等の影響により不足する職員給与費を４６０万２，０００円増額し、

管路内調査業務委託料など一般経費を３３５万円増額し、事業計画の見直し等による工事請負費を

５，３００万円増額する一方、利子償還金を２２５万２，０００円減額するものでございます。 

 議案第５９号 令和元年度玉村町水道事業会計補正予算（第１号）についてご説明申し上げます。

まず、収益的収支についてですが、収益的支出の予定額を３０万４，０００円増額し、総額を５億

３，１０９万７，０００円と定めるものでございます。 

 内容につきましては、人事異動に伴う職員給与費の調整で、給与を２６万４，０００円、法定福利

費を４万円増額するものでございます。 

 次に、資本的収支についてですが、資本的支出の予定額を６７９万８，０００円増額し、総額を３億

５，９２９万５，０００円と定めるものでございます。内容につきましては、全額が設計委託料の増

額で、第６水源の更新に関する詳細設計の委託業務でございます。 

 ご審議の上、ご議決くださいますようお願い申し上げます。 

◇議長（髙橋茂樹君） 以上で５議案に係る提案説明を終了いたします。 

 次に、日程第２９、議案第５５号 令和元年度玉村町一般会計補正予算（第３号）、これより本案

に対する質疑を求めます。 

 ２番新井賢次議員。 

              〔２番 新井賢次君発言〕 

◇２番（新井賢次君） 総務費について伺います。 

 ２６ページです。先ほどご説明ありましたドライブスタンプラリーということで、ドライブスポッ

トについて説明がありました。全協で９カ所というお話を伺いましたが、その９カ所について具体的

に決まっているのでしたら教えていただきたいと思います。 

◇議長（髙橋茂樹君） 企画課長。 

              〔企画課長 中野利宏君発言〕 

◇企画課長（中野利宏君） お答えいたします。 

 予算では９カ所ということで要求をさせていただいておりますが、まだ全て９カ所につきまして決

まっているわけではございません。具体的には、道の駅には既にこういうことをやってみたいのだが、

いかがでしょうかということで、打診といいますか、ちょっと考えを確認させていただいております。

また、このほかにもまだお伝えはしていないのですけれども、例えば玉村八幡宮ですとか、そういっ

たところにスポットを設けたいと思っているのですが、そのほかまだ７つあるわけなのですが、この

辺につきましてはこれから担当と詰めていきたいというふうに考えております。 

◇議長（髙橋茂樹君） ２番新井賢次議員。 

              〔２番 新井賢次君発言〕 
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◇２番（新井賢次君） できるだけ町をＰＲできるように、適切な場所を選んでいただきたいと思い

ます。 

◇議長（髙橋茂樹君） ほかに質疑ありませんか。 

 １２番石内國雄議員。 

              〔１２番 石内國雄君発言〕 

◇１２番（石内國雄君） 今回の補正予算の中で、９ページの子ども・子育て支援臨時交付金の関連

だと思うのですが、１０ページ、１１ページ、保育料とか幼稚園の授業料の減額と、あわせてこれは

１５ページになるかと思いますが、児童福祉費負担金ということで、副食費の関係が予算に改めて。

失礼しました。２１ページです。２１ページには、諸収入の中の雑収入の、いわゆる副食費の収入が

ふえているという形だと思うのですが、その辺の関連について、トータル的な説明をお願いします。 

◇議長（髙橋茂樹君） 子ども育成課長。 

              〔子ども育成課長 萩原保宏君発言〕 

◇子ども育成課長（萩原保宏君） 今回の無償化に伴いまして、３歳以上児については無償化が実施

されるということです。３歳未満児についても町民税非課税の世帯については無償化されるというこ

とですけれども、それに伴って３歳以上児についてはこれまで保育料の中に副食費が入っていました。

ですが、幼稚園は主食も副食も現金徴収している。在宅にいる方は食事をとっているということで、

これは統一したほうがいいということで、食事代については原材料費はいただきましょうということ

で、先ほどの予算の中に計上させていただきました給食費は取るようにいたしました。 

 簡単に申し上げますと、玉村町が今まで保育料を取っていましたけれども、これは国の基準に比べ

ますと、ざっくり言うと半分ぐらいしかいただいていなかったということですので、いろいろ差し引

きしますと、残り半分は全体ではプラスになるということでございます。ざっくりとした計算ですが、

約５，０００万円以上の一般財源が浮いてくる計算になりますけれども、これはあくまでも現段階で

算定している国の無償化の浮いてくるお金を計算しますと、５，２００万円ほどになりますけれども、

実際はもう総額が決められておりまして、地方に交付する交付総額というのは２，３４９億円という

ことで、この中で市町村に１，５８４億円来るということです。これを１０月の所得階層別の児童数

の割合によって算定されて、３月に実際に交付されるということですので、実際に幾ら来るのかとい

うのは、これから計算をもう一度し直さないとわからないということですので、若干上下はすると考

えております。 

 以上です。 

◇議長（髙橋茂樹君） １２番石内國雄議員。 

              〔１２番 石内國雄君発言〕 

◇１２番（石内國雄君） 先ほどの条例の段階でもちょっと質疑がありましたけれども、保育料の要

するに第３子の負担を町のほうでそれは負担していく、今までの条例でやっていくとか、それから例
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えば副食費と保育料という形で、保育料のほうは無料になるけれども、副食費のほうで今度納める話

になるので、逆転現象も出るという話も出ていました。そうすると、その分についてこの予算では、

逆転現象が出ないように措置されているのかとは思いますが、その辺のことと、もし措置されている

場合には、この予算を立てる段階で金額的なもので、その分がどのぐらい措置されているかというの

がわかれば、その内容をちょっと教えてください。 

◇議長（髙橋茂樹君） 子ども育成課長。 

              〔子ども育成課長 萩原保宏君発言〕 

◇子ども育成課長（萩原保宏君） 先ほどの町単独の第３子につきましては、先ほど宇津木議員のご

質問にお答えしたとおり、半年分で２３４万３，０００円ということでございます。もちろん予算の

中には措置されておりまして、その方からは副食費はいただかないということになっております。 

◇議長（髙橋茂樹君） ほかに質疑はありませんか。 

 ５番渡邉俊彦議員。 

              〔５番 渡邉俊彦君発言〕 

◇５番（渡邉俊彦君） 文化センター周辺まちづくりについてなのですけれども、バスターミナルの

工事だというふうに全協で説明を受けましたけれども、バスターミナルが当初の予定と変わったりす

る話も聞いていますけれども、この辺についてどんなことをするのか、この予算の使い方というか、

内容をお聞きしたいのですが。 

◇議長（髙橋茂樹君） 都市建設課長。 

              〔都市建設課長 髙橋 茂君発言〕 

◇都市建設課長（髙橋 茂君） バスターミナルにつきましては、都市再生整備計画の中で初めに位

置づけられていたところが、文化センターの南側で一番西のところの正方形のところでした。そこは

８００平米ほどだったのですけれども、今度ＢＲＴ、県のほうで事業を進めていく中で、バス停とい

うところでもうちょっと近い位置のほうが利用しやすいのではないかということになりまして、ＢＲ

Ｔが恐らくできるであろうというところのすぐ一番近くというか、北側、広幹道寄りの位置に、もと

もと持っている公共用地のところに計画するのがよいのではないかということになりました。 

 ただし、そちらの土地については長方形の形をしておりますので、一方通行というか、ぐるっと回

れるような形をとります。たまりんを連結して、また将来的には永井バスや中央バス、そういったも

のもそこに来てくれるとありがたいということで協議は進めているところです。一番大きな原因は、

やはり面積が長方形で広くなりましたので、それにかかわる舗装とかについて増額となってしまうと

いうことで、予算を計上させていただきました。 

◇議長（髙橋茂樹君） ほかに質疑ありませんか。 

 １１番宇津木治宣議員。 

              〔１１番 宇津木治宣君発言〕 
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◇１１番（宇津木治宣君） 先ほどのスタンプラリーなのですけれども、これは９カ所設置して、歩

いて回るのですか、それとも車ですか。どちらを想定されているのですか。 

◇議長（髙橋茂樹君） 企画課長。 

              〔企画課長 中野利宏君発言〕 

◇企画課長（中野利宏君） ＪＡＦと連携をいたしますので、想定は自動車での移動を想定しており

ます。ただ、町内の方でも参加していただけますので、そういった方につきましては歩行でも自転車

でも移動して参加できると思っております。 

◇議長（髙橋茂樹君） ほかに質疑ありませんか。 

 ２番新井賢次議員。 

              〔２番 新井賢次君発言〕 

◇２番（新井賢次君） ３５ページです。商工費ということで、小口資金として代位弁済補償金とい

うことで３０８万４，０００円ですか、計上してあります。こちらは支払い不能が出て、信用保証協

会に払い込むというご説明を受けましたが、５件と伺いました。具体的にどんな内容でしょうか。 

◇議長（髙橋茂樹君） 経済産業課長。 

              〔経済産業課長 齋藤 恭君発言〕 

◇経済産業課長（齋藤 恭君） ５件分ということで、事業者の方、これが金融機関から借り入れを

していたわけでありますけれども、その借り入れにつきまして返済が困難になってしまった、滞って

しまった。こうした案件につきましては、信用保証協会から代位弁済という形で金融機関のほうへそ

の元金につきましては弁済させていただくということで、今回そのうちの玉村町の負担分ということ

で、今回補正予算で要求をさせていただいております。 

 事業者の方につきましては、労働者の派遣業、あるいは産業廃棄物の処理業、そういった方々の分

ということで、今回５件分ということでなっております。 

◇議長（髙橋茂樹君） ほかに質疑ありませんか。 

 ４番月田均議員。 

              〔４番 月田 均君発言〕 

◇４番（月田 均君） 芝根小学校放課後児童クラブについてお聞きします。 

 予算として１，９３１万円、９月補正でありますけれども、これは規模は今の玉小と比べて同程度

かどうか。 

◇議長（髙橋茂樹君） 子ども育成課長。 

              〔子ども育成課長 萩原保宏君発言〕 

◇子ども育成課長（萩原保宏君） 規模は、玉村小学校と同じように２つの教室を利用するというこ

とで、２支援単位ということになります。ただし、面積が若干広がりますので、玉村小学校は定員が

７８だったのですけれども、今度は最大受け入れ人数は１０７人ということでございます。 
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◇議長（髙橋茂樹君） ほかに質疑ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（髙橋茂樹君） 質疑終了と認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（髙橋茂樹君） ご異議なしと認めます。 

 次に、本案に対する討論を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（髙橋茂樹君） 討論なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（髙橋茂樹君） ご異議なしと認めます。 

 次に、本案に対する表決を行います。 

 本案を原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（髙橋茂樹君） ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

                      ◇                   

〇日程の変更について 

◇議長（髙橋茂樹君） お諮りいたします。 

 日程の順序を変更し、日程第３８、同意第２号 教育委員会委員の任命についてを先に審議したい

と思います。これにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（髙橋茂樹君） ご異議なしと認めます。 

 日程の順序を変更し、日程第３８、同意第２号を先に審議することに決しました。 

                      ◇                   

〇日程第３８ 同意第２号 教育委員会委員の任命について 

◇議長（髙橋茂樹君） 日程第３８、同意第２号を議題といたします。 

 次に、日程第３８、同意第２号 教育委員会委員の任命について、これより提案理由の説明を求め

ます。 

 町長。 

              〔町長 角田紘二君登壇〕 

◇町長（角田紘二君） 同意第２号 教育委員会委員の任命についてご説明申し上げます。 

 現在の教育委員であります五十嵐英博様が、９月３０日をもちまして教育委員の任期が満了となり

ます。五十嵐様には、この４年間、教育行政のみならず、町政全般にわたり大変ご尽力いただき、町
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の発展に寄与されましたこと、この場をおかりしまして厚く御礼を申し上げます。 

 このため、本案は五十嵐様の後任に玉村町大字上新田１５６７番地にお住まいの須永智様を任命い

たしたくご提案させていただくものでございます。 

 須永様の経歴につきましては、昭和５７年に東京学芸大学教育学部を卒業、大学院に進まれました。

昭和６０年から群馬県立桐生工業高等学校の教諭として勤務され、その後、桐生高校で勤務され、平

成５年４月から平成１７年３月までは群馬県教育委員会事務局で自然史博物館や昆虫の森建設に携わ

っておりました。平成１７年４月から西邑楽高校の教頭として勤務され、平成２４年４月から万場高

校の校長に、平成３１年３月に高崎女子高校の校長を最後に退職されました。現在は、高崎市教育セ

ンターで後進の指導に当たられております。 

 須永様は、教育の本質的な役割は、子供たち一人一人の誰もが、将来豊かで充実した人生を送れる

よう、基本的な学力、社会を生き抜く人間力をつけ、幅広く可能性を持った人生選択の機会を保障す

ることにあるという所信をお持ちになっており、人格、知識、経験から教育委員として適任であると

考えております。 

 ご審議の上、ご同意くださいますようお願い申し上げます。 

◇議長（髙橋茂樹君） 提案説明を終了いたします。 

これより本案に対する質疑を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（髙橋茂樹君） 質疑なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（髙橋茂樹君） ご異議なしと認めます。 

 次に、本案に対する討論を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（髙橋茂樹君） 討論なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（髙橋茂樹君） ご異議なしと認めます。 

 次に、本案に対する表決を行います。 

 本案を原案のとおり同意することにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（髙橋茂樹君） ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり同意することに決しました。 

                      ◇                   

◇議長（髙橋茂樹君） 暫時休憩いたします。 

   午後０時３１分休憩 
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   午後０時３２分再開 

◇議長（髙橋茂樹君） 再開いたします。 

                      ◇                        

〇教育委員会委員挨拶 

◇議長（髙橋茂樹君） ただいま教育委員会委員の任命に同意されました須永智氏が議場に見えてお

りますので、ここで挨拶をいただきたいと思います。 

              〔教育委員会委員 須永 智君登壇〕 

◇教育委員会委員（須永 智君） 議会の皆様の温かいご賛同を得まして、教育委員に就任すること

になりました、玉村町上新田１５６７番地の須永智でございます。 

 ご同意をいただきましたことに対しまして、心より感謝申し上げますとともに、その責任の重さを

痛感し、身の引き締まる思いでございます。 

 さて、現在日本社会は、急速な少子高齢化、国際化の進展とともに、価値観の多様化も進み、学校

現場ではこれまでの価値観、考え方だけでは、今日的な課題への対応が難しい時代となってきており

ます。さらに、来年度からは、小学校において新学習指導要領が本格実施され、主体的、対話的で深

い学びを実現できる授業の改善も求められることとなります。これは、ＡＩの進展、さらにグローバ

ル化する国際社会において、将来日本社会を担う子供たちに必要な資質、能力を育成することを目的

の一つとしたものです。玉村町で生まれ育った私としましては、玉村町の子供たちの明るい未来と、

玉村町の教育のさらなる質的向上を果たせますよう、微力ではございますが、最善の努力を傾注し、

これらの課題に積極的に取り組み、少しでもご恩返しをさせていただければと考えております。 

 今後とも皆様の格段のご教示、ご指導を賜りますよう心よりお願い申し上げまして、言葉整いませ

んが、お礼のご挨拶とさせていただきます。何とぞよろしくお願い申し上げます。 

◇議長（髙橋茂樹君） 須永智氏には、教育委員会委員として玉村町の教育行政のために大いに活躍

されますようご期待申し上げます。本日は、お忙しいところご苦労さまでした。 

                                        

◇議長（髙橋茂樹君） 休憩いたします。午後１時３０分に再開します。 

   午後０時３５分休憩 

                                        

   午後１時３０分再開 

◇議長（髙橋茂樹君） 再開します。 

                                        

◇議長（髙橋茂樹君） 次に、日程第３０、議案第５６号 令和元年度玉村町国民健康保険特別会計

補正予算（第２号）、これより本案に対する質疑を求めます。 
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 １番小林一幸議員。 

              〔１番 小林一幸君発言〕 

◇１番（小林一幸君） ４ページになりますか。特定健康診査事業ということで、個別、集団の未受

診者への通知発送というのが全協ではもうお話がありましたけれども、この受診者数と、あと未受診

者数、それから受診率、その辺と、あと通知を発送するということで今度ＡＩを使うというようなお

話でしたので、その辺の詳細をまとめて教えていただければと思います。 

◇議長（髙橋茂樹君） 住民課長。 

              〔住民課長 齋藤善彦君発言〕 

◇住民課長（齋藤善彦君） お答えいたします。 

 受診率につきましては、例年４０から４２％の間を行き来しております。受診の対象者は、４０歳

以上ということになります。こちらの事業につきましては、国保連のほうにデータとして受診歴です

とか当然年齢、性別、また問診の内容ですとか、その受診した結果等のデータが、町にもあるのです

が、国保連のほうにもデータベースとしてあります。そちらからデータを抽出いたしまして、現在で

すと４パターンに分けまして、それをＡＩが、この方はどのパターンの通知を送った場合に一番受診

をしていただけるか、確率が高いかというのをＡＩのほうが判断いたしまして、それで対象者のほう

に振り分けまして発送までしていただく予定となっております。 

◇議長（髙橋茂樹君） ほかに質疑ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（髙橋茂樹君） 質疑終了と認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（髙橋茂樹君） ご異議なしと認めます。 

 次に、本案に対する討論を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（髙橋茂樹君） 討論なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（髙橋茂樹君） ご異議なしと認めます。 

 次に、本案に対する表決を行います。 

 本案を原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（髙橋茂樹君） ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 次に、日程第３１、議案第５７号 令和元年度玉村町介護保険特別会計補正予算（第２号）、これ

より本案に対する質疑を求めます。 
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              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（髙橋茂樹君） 質疑なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（髙橋茂樹君） ご異議なしと認めます。 

 次に、本案に対する討論を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（髙橋茂樹君） 討論なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（髙橋茂樹君） ご異議なしと認めます。 

 次に、本案に対する表決を行います。 

 本案を原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（髙橋茂樹君） ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 次に、日程第３２、議案第５８号 令和元年度玉村町下水道事業特別会計補正予算（第１号）、こ

れより本案に対する質疑を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（髙橋茂樹君） 質疑なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（髙橋茂樹君） ご異議なしと認めます。 

 次に、本案に対する討論を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（髙橋茂樹君） 討論なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（髙橋茂樹君） ご異議なしと認めます。 

 次に、本案に対する表決を行います。 

 本案を原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（髙橋茂樹君） ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 次に、日程第３３、議案第５９号 令和元年度玉村町水道事業会計補正予算（第１号）、これより

本案に対する質疑を求めます。 

 ２番新井賢次議員。 
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              〔２番 新井賢次君発言〕 

◇２番（新井賢次君） ８ページです。建設改良費ということで、第６水源更新詳細設計委託料とい

うことで計上してあります。第６水源ということですが、水源として現在９カ所の深井戸があるとい

うことの中で、第１と第４と第６水源については更新計画の中で補助水源として位置づけられていた

と思います。全体給水量が減る中で、第６水源を今回更新するという経緯について伺いたいと思いま

す。 

◇議長（髙橋茂樹君） 上下水道課長。 

              〔上下水道課長 金子忠雄君発言〕 

◇上下水道課長（金子忠雄君） ご説明いたします。 

 以前議員のおっしゃるとおり、現状では第１水源から第１１水源までございまして、その中で９つ

が動いているという状況であったわけですが、平成２９年の途中から第６水源が使えないという状況

が生じておりました。ですから、現在８個ということです。なお、補助水源については第１水源、第

４水源、第６水源、それで水質的に申しますと、第１水源が一番悪くて、次が第４水源が悪くて、補

助のうちでも一番いいのが第６水源だったという形なのですが、井戸の中で別枠の話としまして、井

戸が故障すると１回目は修繕できるのですが、２回目はもう修繕できないというような形の状況がご

ざいまして、現在第１水源と第６水源と第１１水源ですか、こちらがもう一回直しているという状況

の中で、第６は今回補修がきかないという状況でありました。それなので、残る１回バッテンという

のですか、第１水源と第１１水源がもう一回でリーチがかかっているような形なのですが、その中で

第６水源につきましては補助の第１ということで考えておりましたが、そういった状況で補修するこ

とが、水源を補修することがもう不可能ということになりましたので、こちらのほうは新しく水源を

確保しなければいけないというような考えのもと、進めておるところでございます。 

◇議長（髙橋茂樹君） ２番新井賢次議員。 

              〔２番 新井賢次君発言〕 

◇２番（新井賢次君） それで、委託料ということで６７０万円余が計上してあるのですが、この委

託料の決め方というか、どういう形でこうなったのでしょうか。 

◇議長（髙橋茂樹君） 上下水道課長。 

              〔上下水道課長 金子忠雄君発言〕 

◇上下水道課長（金子忠雄君） こちらの委託料についてなのですが、現在の同じ敷地に一応水源を

確保できる敷地の中であれば、県等の認可ですか、そちらのほうが認可がえをしなくて済むという形

の中で水源を確保していこうということなのですが、ただ現在２９年の途中までですが、実際くみ上

げていた水質は、先ほど申したように、比較的余りよろしくないといいますか、そちらの関係もあり

ましたので、同じ敷地内なのですが、もう少し深さを、１３０メートルぐらいから２５０メートルぐ

らいに深さを深くして、良好な水を得ようというような形で設計のほうを組ませていただこうと考え
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ています。 

◇議長（髙橋茂樹君） ２番新井賢次議員。 

              〔２番 新井賢次君発言〕 

◇２番（新井賢次君） その設計を委託したと思うのですが、その委託先を決めるということについ

て今伺ったのですが。 

◇議長（髙橋茂樹君） 上下水道課長。 

              〔上下水道課長 金子忠雄君発言〕 

◇上下水道課長（金子忠雄君） こちらは、現在予算に計上している段階ですので、こちらのほうが

承認されますと、委託会社のほうと契約等を結んでいくような形になりますので、予算を確保してい

るというような状況でございます。 

◇議長（髙橋茂樹君） ほかに質疑ありませんか。 

 ４番月田均議員。 

              〔４番 月田 均君発言〕 

◇４番（月田 均君） 同じくその井戸の件なのですけれども、新しく掘るとすれば幾らかかるかと

いうことと、それならば県から今１７％購入しているというのですが、県からの購入量をふやしたほ

うが私はいいのではないかと思うのですが、どうですか。 

◇議長（髙橋茂樹君） 上下水道課長。 

              〔上下水道課長 金子忠雄君発言〕 

◇上下水道課長（金子忠雄君） この辺については、近年の金額でいきますと、県央第２水道から受

水しているのが１立米１０２円、近年の上下水道の料金で見ますと１００円か九十何円かというよう

な形で、やはり金額的にもまだ地下水のほうがお得感があるのと、やはり県央第２水道ということで

表流水という形になりますので、こちらのほうも県と相談しながらになるのですけれども、地下水の

ほうが安全でないかという部分もございますので、その辺を比較しながら、まだ第１と第４も補助と

しては残っておりますので、そちらのほうも勘案しながら進めていきたいと考えております。 

◇議長（髙橋茂樹君） ４番月田均議員。 

              〔４番 月田 均君発言〕 

◇４番（月田 均君） 建設費はどのくらいになるのですか。 

◇議長（髙橋茂樹君） 上下水道課長。 

              〔上下水道課長 金子忠雄君発言〕 

◇上下水道課長（金子忠雄君） １億円程度ということで概算でありますが、聞いたところによると

その程度の金額になるということでございます。 

◇議長（髙橋茂樹君） ほかに質疑ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 
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◇議長（髙橋茂樹君） 質疑終了と認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（髙橋茂樹君） ご異議なしと認めます。 

 次に、本案に対する討論を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（髙橋茂樹君） 討論なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（髙橋茂樹君） ご異議なしと認めます。 

 次に、本案に対する表決を行います。 

 本案を原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（髙橋茂樹君） ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

                      ◇                   

〇日程第３４ 議案第６０号 群馬県市町村総合事務組合の規約変更に関する協議につ 

              いて 

◇議長（髙橋茂樹君） 次に、日程第３４、議案第６０号 群馬県市町村総合事務組合の規約変更に

関する協議についてを議題といたします。 

 これより提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

              〔町長 角田紘二君登壇〕 

◇町長（角田紘二君） 議案第６０号 群馬県市町村総合事務組合の規約変更に関する協議について

ご説明申し上げます。 

 令和２年４月１日から群馬県市町村総合事務組合の組織団体である群馬東部水道企業団が、常勤の

職員に係る退職手当の支給事務の共同処理を開始すること及び同組合の組織団体である藤岡市が、消

防団員または消防吏員に係る賞じゅつ金の支給事務の共同処理を開始すること、並びに同組合規約に

ついて所要の規定の整備を行うに当たり、地方自治法第２９０条の規定により、議会の議決を求める

ものでございます。 

 ご審議の上、ご議決くださいますようお願い申し上げます。 

◇議長（髙橋茂樹君） 提案説明を終了いたします。 

 これより本案に対する質疑を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（髙橋茂樹君） 質疑なしと認めることにご異議ありませんか。 
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              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（髙橋茂樹君） ご異議なしと認めます。 

 次に、本案に対する討論を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（髙橋茂樹君） 討論なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（髙橋茂樹君） ご異議なしと認めます。 

 次に、本案に対する表決を行います。 

 本案を原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（髙橋茂樹君） ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

                      ◇                   

〇日程第３５ 議案第６１号 玉村町と伊勢崎市との間における消防事務の委託に関す 

              る協議について 

◇議長（髙橋茂樹君） 次に、日程第３５、議案第６１号 玉村町と伊勢崎市との間における消防事

務の委託に関する協議についてを議題といたします。 

 これより提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

              〔町長 角田紘二君登壇〕 

◇町長（角田紘二君） 議案第６１号 玉村町と伊勢崎市との間における消防事務の委託に関する協

議についてご説明申し上げます。 

 玉村町と伊勢崎市との間における消防事務の委託につきましては、現在の規約における委託の期限

が令和２年３月３１日であるため、伊勢崎市と協議を行い、委託の期限を５年間延長するものでござ

います。また、地方自治法の改正による条ずれの整備もあわせて行うものでございます。 

 ご審議の上、ご議決くださいますようお願い申し上げます。 

◇議長（髙橋茂樹君） 提案説明を終了いたします。 

 これより本案に対する質疑を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（髙橋茂樹君） 質疑なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（髙橋茂樹君） ご異議なしと認めます。 

 次に、本案に対する討論を求めます。 
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              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（髙橋茂樹君） 討論なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（髙橋茂樹君） ご異議なしと認めます。 

 次に、本案に対する表決を行います。 

 本案を原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（髙橋茂樹君） ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

                      ◇                   

〇日程第３６ 議案第６２号 工事請負契約の締結について 

◇議長（髙橋茂樹君） 次に、日程第３６、議案第６２号 工事請負契約の締結についてを議題とい

たします。 

 これより提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

              〔町長 角田紘二君登壇〕 

◇町長（角田紘二君） 議案第６２号 工事請負契約の締結についてご説明申し上げます。 

 水防センター（仮称）建設工事につきましては、去る６月２４日、条件つき一般競争入札を行った

ところ不調となったため、設計書と条件の見直しを行い、改めて８月２０日に条件つき一般競争入札

を実施いたしました。１０業者の応札があり、開札の結果、群馬県佐波郡玉村町大字福島４５番地２、

田中建設株式会社玉村支店取締役玉村支店長、田中克宗が、消費税込み５，３３５万円で落札いたし

ました。 

 つきましては、地方自治法第９６条第１項第５号及び議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又

は処分に関する条例第２条の規定により、議会の議決を求めるものでございます。 

 ご審議の上、ご議決くださいますようお願い申し上げます。 

◇議長（髙橋茂樹君） 提案説明を終了いたします。 

 これより本案に対する質疑を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（髙橋茂樹君） 質疑なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（髙橋茂樹君） ご異議なしと認めます。 

 次に、本案に対する討論を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 
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◇議長（髙橋茂樹君） 討論なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（髙橋茂樹君） ご異議なしと認めます。 

 次に、本案に対する表決を行います。 

 本案を原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（髙橋茂樹君） ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

                      ◇                   

〇日程第３７ 議案第６３号 損害賠償の額を定めることについて 

◇議長（髙橋茂樹君） 次に、日程第３７、議案第６３号 損害賠償の額を定めることについてを議

題といたします。 

 これより提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

              〔町長 角田紘二君登壇〕 

◇町長（角田紘二君） 議案第６３号 損害賠償の額を定めることについてご説明申し上げます。 

 本案は、令和元年８月７日午後３時ごろ、職員が公用車を役場南駐車場に駐車しようとした際、駐

車してあった相手方の車と接触し、お互いの車体に傷がついてしまったため、議案書に記載の損害賠

償の額を相手側に支払うものでございます。引き続き再発防止に努めてまいります。 

 ご審議の上、ご議決くださいますようお願い申し上げます。 

◇議長（髙橋茂樹君） 提案説明を終了いたします。 

 これより本案に対する質疑を求めます。 

 ７番備前島久仁子議員。 

              〔７番 備前島久仁子君発言〕 

◇７番（備前島久仁子君） まず、玉村町の公用車は何台あるのか。 

 そして、職員以外でも公用車に乗る機会というのはあると思うのですけれども、それはどういう場

合か。 

 そして、そういう人たちにどのような指導を行っているのか。最近この公用車に乗っての事故がち

ょっと目に余るかなというぐらいありますので、その３点について聞かせてください。 

◇議長（髙橋茂樹君） 総務課長。 

              〔総務課長 石関清貴君発言〕 

◇総務課長（石関清貴君） まず、職員、公用車の数ですが、現在９２台というふうになっておりま

す。 
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 職員以外の者が公用車に乗ることがあるかということですが、基本的には職員以外の者は公用車に

は乗らないということであろうかと思います。 

 それから、事故につきましては、今年度に入って何件か、もう既に４件ほど発生しておるような状

況になっております。昨年度につきましても、年間で５件ほどということでありますので、今年度ま

だ年度途中で既に４件ということになっておりますので、今年度に入りまして２度ほど庁議の際に、

職員のほうには安全運転の励行を心がけるようにということで指導をしているところでございます。

ということで、今後も交通事故を起こさないように、また遭わないようにということで、安全運転を

心がけるように指導していきたいというふうに思っております。 

◇議長（髙橋茂樹君） ７番備前島久仁子議員。 

              〔７番 備前島久仁子君発言〕 

◇７番（備前島久仁子君） もちろん安全運転には気をつけていただきたいのでありますけれども、

これを見ますと駐車してあった相手方にぶつかったということで、相手方はとまっていた車両であり

ますか。ですから、とまっていたものにぶつかったということであり、双方が動いていればいろんな

ことがあると思うのですけれども、とまっているものにぶつかったということであれば、よほどの注

意が必要かと思いますので、今後もそういう点に注意していただきたいと思います。 

◇議長（髙橋茂樹君） 総務課長。 

              〔総務課長 石関清貴君発言〕 

◇総務課長（石関清貴君） 今回の車が割と大きなワンボックスの車であったということもありまし

て、駐車するときにちょっと不注意の部分があったのかなというふうに思いますので、これからも引

き続きそういったことで注意をするようにということで指導してまいりたいというふうに思っており

ます。 

◇議長（髙橋茂樹君） ほかに質疑ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（髙橋茂樹君） 質疑終了と認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（髙橋茂樹君） ご異議なしと認めます。 

 次に、本案に対する討論を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（髙橋茂樹君） 討論なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（髙橋茂樹君） ご異議なしと認めます。 

 次に、本案に対する表決を行います。 

 本案を原案のとおり決することにご異議ありませんか。 
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              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（髙橋茂樹君） ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

                      ◇                        

〇日程第３９ 一般質問 

◇議長（髙橋茂樹君） 次に、日程第３９、一般質問を行います。 

 今定例会には９名の議員から通告がなされております。 

                                         

一  般  質  問  表 

                            令和元年玉村町議会第３回定例会 

順序 質     問     事     項 質 問 者 

１ １．町長としてのこれまでの実績と評価を問う 浅 見 武 志

２ 

 

１．防火シャッター等の安全管理は万全か 

２．防災対策としての非常用発電機工事の進捗は 

石 内 國 雄

 

３ 

 

 

 

１．町の検診にピロリ菌の検査を追加できないか 

２．筋力トレーニングの現状と効果また課題は何か 

３．カーブミラーの高さはきちんと管理されているか 

４．道の駅東側の駐車場の管理に問題無いか 

月 田   均

 

 

 

４ 

 

 

 

 

１．役場周辺高度利用計画は、計画どおりに進めるべきではないか 

２．老朽化している町営住宅の解体は計画的に 

３．地域支え合いネットワークの広がりについて 

４．８０５０問題の把握と支援について 

５．元気な町をつくる施策は何か 

備前島 久仁子

 

 

 

 

５ １．玉村町下水道事業の運営について 原   利 幸

６ 

 

１．交流人口増を図る道の駅の充実を  

２．幼児教育・保育無償化による玉村町の対応について 

宇津木 治 宣
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順序 質     問     事     項 質 問 者 

７ 

 

 

１．平成２９年度玉村町歳入歳出決算審査意見のその後の対応につ 

  いて 

２．各選挙における低投票率について 

新 井 賢 次

 

 

８ 

 

 

 

１．第６次総合計画について 

２．公共施設の維持管理について 

３．中高年の引きこもりについて 

４．住民の防災意識の高揚について 

渡 邉 俊 彦

 

 

 

９ 

 

１．ＬＧＢＴに関連する町の取り組みについて 

２．生活支援体制整備事業について 

小 林 一 幸

 

                                         

◇議長（髙橋茂樹君） 初めに、９番浅見武志議員の発言を許します。 

              〔９番 浅見武志君登壇〕 

◇９番（浅見武志君） ９番浅見武志です。一般質問を始めたいと思います。 

 町長としてのこれまでの実績と評価を問う。角田町長は、平成２８年２月に町長選に就任以来、こ

れまで約３年半の間、玉村町の発展と町民福祉の向上のためにさまざまな公約を掲げ、それを実現す

るために取り組んできました。 

 そこで、町長に就任してからこれまでの間、町長として取り組んできた実績とその評価について、

町長の見解をお伺いいたします。 

 １回目の質問といたします。 

◇議長（髙橋茂樹君） 町長。 

              〔町長 角田紘二君登壇〕 

◇町長（角田紘二君） 浅見武志議員の町長としてのこれまでの実績と評価を問うというご質問にお

答えいたします。 

 このご質問につきましては、平成３１年第１回玉村町議会定例会におきまして、備前島久仁子議員

からも同様の一般質問をいただいておりますので、重複する答弁もあるかと思いますが、ご容赦いた

だければと存じます。 

 さて、私は来年１月で、町長として１期４年の任期を迎えようとしております。これまで町長とし

ての責務を無事に務めてこられましたことは、町民の皆様を初め議員各位、そして職員、関係各機関

の皆様のご支援とご協力のおかげであると、心より感謝を申し上げる次第であります。就任当時を振

り返ってみますと、少子高齢化、人口減少という時代の波の中で、地方創生という名のもと、日本全
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国が直面する課題解決として、選ばれるまちに向けて自治体間の競争が激しさを増す時代のさなかに

ありました。そうした中、私は将来にわたって持続可能なまちづくりを進めるため、いかに人口減少

に歯どめをかけ、財政健全化への道筋を確立していくかという思いを胸に、新たなな気持ちで町政の

かじ取りに当たろうとしていたことを思い起こすところでございます。そして、私は町長就任以来、

一貫して人口減少対策と財政の健全化を２本の柱に、誠心誠意公約の実現に向けて諸施策に取り組ん

でまいりました。 

 そこで、ご質問のこれまでの実績でございますが、とりわけ公約の大きな柱の１つである人口減少

対策では、子育て世代が多く住む本町において、若者の町離れを防ぎ、若い子育て世代の定住促進や

雇用拡大を目指した取り組みを強化し、若い世代が安心して子供を産み育てられる環境整備こそが、

人口減少に歯どめをかける最良策であると捉え、そのための施策を最優先に取り組んでまいりました。 

 具体的な取り組みを申し上げますと、文化センター周辺まちづくり事業による移住や定住の促進を

初め、東部工業団地西地区では進出企業が決定し、高崎玉村スマートインターチェンジ周辺地区の産

業団地造成事業に着手するなど、優良な住宅地の提供や企業誘致による雇用拡大と地域経済の活性化

を図ってまいりました。また、本町の課題でもあります公共交通については、町民の利便性向上のた

め、たまりんを初めとする路線バスの再編に着手するとともに、群馬県が推進する東毛広域幹線道路

のＢＲＴ導入事業は、高崎駅や伊勢崎市、太田市へのアクセスの定時性が確保され、玉村町の立地条

件を飛躍的に向上させることから、道の駅玉村宿や文化センター周辺に新設する交通ターミナルの接

続実現に向けて努めているところでございます。 

 また、新橋建設促進では、都市計画道路与六分前橋線の利根川への架橋について、新橋の必要性に

ついてＤＶＤを作成し、理解を求めてまいりました。本年度は、前橋市と協力し、国や県に対して新

橋建設実現に向けた活動をより一層活発化してまいります。来る９月２３日には、前橋市との共催で

利根川新橋シンポジウムを群馬県ＪＡビルにて開催いたしますので、議員の皆様におかれましてはぜ

ひご参加いただければと思います。 

 また、若い世代には、保育所や放課後児童クラブの待機児童解消対策など、子育てと仕事が両立で

きる環境づくりの施策を推進してまいりました。また、新生児聴覚検査及び妊婦歯科検診の実施など、

安心して子供を産める環境づくり、ファミリー・サポート・センターでの病児、病後児の一時預かり

保育の利用料についての一部助成や小中学生の給食費の一部免除など、若い世代が安心して子供を産

み育てられる環境づくりに努めてまいりました。 

 また、教育では、玉村町の教育の基本理念である教育大綱を制定したほか、ＡＬＴ、いわゆる外国

語指導助手の全小中学校への常駐配置を行い、国際社会で活躍できる人材の育成に取り組んでまいり

ました。特に３学期制については、公約どおり、この４月から３学期制がスタートし、順調に経過し

ているところでございます。また、本年度においては、次代を担う子供たちへの未来への投資として、

ＩＣＴ教育環境の整備、充実を図り、２学期からは最先端のタブレット端末による主体的、対話的で
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深い学びの授業が展開されることを期待しているところであります。 

 また、福祉政策については、高齢者世代への対応につきまして、地域コミュニティーの促進として

地域活動への参加のきっかけづくりとなる講演会や、身近な地域での筋力トレーニングの実施のほか、

いつまでも地域で元気に暮らせるよう、ふれあいの居場所を通じた生きがいづくりと社会参加を進め

ました。現在では、その居場所も２４カ所が立ち上がっており、今後全ての方が歩いて利用できるよ

う、３５カ所を目指しているところでございます。 

 また、誰もが住みなれた地域で自分らしい暮らしを人生の最後まで続けることができるよう、住ま

い、医療、介護、予防、生活支援が一体的に提供される地域包括ケアシステムの構築を目指して、そ

の核となる地域包括支援センターをより身近で利用しやすくするため、３カ所に広げました。このこ

とにより、地域における医療、介護の関係機関が連携して、包括的かつ継続的な在宅医療、介護の提

供を行うとともに、我が事・丸ごとの地域共生社会の実現を図ってまいりました。 

 また、総合戦略に関して、玉村町版生涯活躍のまち構想における核として位置づけられた大学連携

では、連携協力に関する包括協定の締結を拡大し、学生からまちづくりに関するアイデアを募るとと

もに、県立女子大学生の地域活動奨励事業や高崎健康福祉大学との連携協力による活動量計を利用し

た運動指導、栄養指導など、教育、健康づくり、スポーツを初めとしたまちづくり全般にわたる連携

協力を積極的に行い、学生の玉村町への移住や関係人口の増加を目指してまいりました。 

 また、道の駅玉村宿の赤字解消を唱え、その活性化に取り組みました。現在では、来客数も月に約

５万人となり、収益も増収となりました。なお、平成３０年４月から指定管理者制度を導入したこと

により黒字化を達成し、町の実質的な負担をなくすことができました。本年度では、にぎわいを増す

道の駅玉村宿からの魅力発信をより強化、充実させるため、肉や野菜など地場特産品を町の名産品と

してブランド定着化を図るとともに、ＰＲ活動を積極的に行うことで交流人口や関係人口の増加を目

指し、町の魅力をさらに高めていきたいと考えております。 

 また、ＪＡしばね支店跡地の活用につきましては、水害時の対応としていよいよ水防センターの建

設が始まりますが、平常時には防災等に関する研修所として、地域の皆様にも有効活用していただけ

るよう、準備を進めているところでございます。 

 さらに、公約で掲げたこと以外の取り組みでは、交通弱者対策としてタクシー券補助事業や子育て

支援として全児童館へのエアコンの設置、保育所、幼稚園の再編整備、民間保育事業者による土、日

保育の拡充、放課後児童クラブの拡充、無料学習支援や子ども食堂の支援のほか、町道２６０２号線

歩道整備事業や板井根石公園トイレ整備事業、勤労者センターの土地購入、また安全、安心なまちづ

くりの推進として小中学校や県立女子大学周辺への防犯カメラをこれまでの３倍に増設するなど、地

域の課題解決に向けて全力で取り組んでまいりました。 

 特に記憶に残る施策としては、就任以前の議会でもたびたび質問があった無人ヘリコプターによる

農薬の空中散布では、健康や消費者の立場に立って廃止といたしました。幸いに生産者の協力もあり、
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廃止したことによるその後の稲作への影響はなく、順調に経過をしております。また、新時代の幕あ

けとともに、本年５月に開かれたばらサミットでは、全国からの自治体の参加により開催され、ボラ

ンタリーを初め各種団体の献身的な活動により成功裏に終了いたしました。今後も引き続き「ばらと

緑のまち・たまむら」をつくっていきたいと思っております。 

 一方、財政健全化では、財政指標の１つとして最も憂慮された経常収支比率について触れてみます

と、就任当時は９７．８％でありましたが、平成２９年度決算では９７．１％、平成３０年度決算で

は９６．１％と、少しずつではありますが、改善傾向に転じさせることができました。財政調整基金

現在高では減少傾向にありましたが、本年度末現在高ではプラスに転じる見込みであるとともに、地

方債現在高も減少傾向にあり、将来にわたる財政負担についても着実に減少しているところでござい

ます。 

 これまでの主な取り組みについてはただいま述べさせていただいたとおりでございますが、これら

の取り組みにより、町の魅力を高めることが人口減少対策につながり、引いては定住促進と雇用拡大

による財政基盤の安定化、すなわち財政の健全化につながるものと考え、地域の特色を生かした施策

に力を注いでまいりました。しかしながら、今後ますます負担増が見込まれる社会保障関連経費や老

朽化した公共施設の維持管理など、取り組むべき課題は山積しており、予断を許さない状況は続くも

のと思っておりますので、町長としての責務を全うすべく、改めて身を引き締めているところでござ

います。 

 次に、評価についてでございますが、人口問題では平成１６年７月に３万８，４０９人とピークに

なって以来、１３年連続で減少を続けてきた人口も、毎年４月１日を基準として比較すると、この４月

はプラスとなり、減少傾向がおさまりつつあります。また、町税では、決算ベースで増加傾向にあり、

本年度の税収見込みでも柱である町民税や固定資産税でも増収が見込まれ、未来への投資として進め

てきたこれら取り組みの成果が徐々に広がりを見せ、まいた種が芽吹いてきたものと確信しておりま

す。今後も町の将来をしっかりと見据え、町の魅力を高めるとともに、町民の皆様が夢と希望を持っ

て安全で安心して暮らせる魅力あるまちづくりを進めるため、財政健全化の取り組みを一層推進し、

議員各位と意思疎通を密にし、職員と一丸となって引き続き全力を挙げて取り組んでいく所存であり

ますので、より一層のご理解とご協力、そしてご支援をお願い申し上げます。 

◇議長（髙橋茂樹君） ９番浅見武志議員。 

              〔９番 浅見武志君発言〕 

◇９番（浅見武志君） 続きまして、自席より一般質問していきたいと思います。 

 新橋建設促進化事業の現状と今後について、またこの間配られました利根川新橋シンポジウムにつ

いて詳しくご説明をいただければと思います。 

◇議長（髙橋茂樹君） 副町長。 

              〔副町長 古橋 勉君発言〕 
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◇副町長（古橋 勉君） 利根川新橋の現状について、まずお話をしたいと思います。 

 利根川新橋については、県の事業として行ってもらいたいということで、前橋市と玉村町で協力し

て県に要望をし続けてきたところでございます。一方、県の立場といいますか、見方が、前橋市の南

部と玉村町が喜ぶ橋で、県全体には役に立たないのではないかというような、そういうことはないの

ですけれども、そういうことがありましたものですから、昨年度ＤＶＤを作成いたしまして、わずか

な５００メートルぐらいを整備すると、日赤や、それから南モール、けやきだとか、あるいは朝倉の

工業団地だとか、玉村町の東部工業団地、宮郷、あるいは今計画中の産業団地だとかというところが

すごく効果的な物流の関係、物流コストが下がって、生産性が上がると。そういうことが県にとって

も有効で必要な投資だということで、昨年度ＤＶＤをつくって、各関係機関に配ったところでござい

ます。 

 そして、今シンポジウムということで議員からお話がありましたが、できるだけ前橋市の市民や町

民が今言ったようなことを理解していただいてというか、わかってもらって、この橋が必要なのだ。

単に玉村町の人が南モールに行きやすくなるよというのではなくて、実はもう県央地区という場所が

前橋市、高崎市、伊勢崎市、藤岡市含めた地区が、この橋によって地域経済が活性化するのですよ。

それは、４車線のネットワークができて、高速が核になるわけでございますが、例えば東毛広幹道、

それから高崎駒形線、縦には今申し上げました前橋玉村線のバイパスだとか、そういうことが４車線

でつながることによって、例えば日赤やヘリポートがございますが、これは経済だけではなくて救急

医療だとか防災のときに核になる。だから、そういう意味で無駄な投資ではないということで考えて、

シンポジウムの話については前橋市がぜひやろうということで、前橋市のお声がけで、実は日赤の医

院長さんがパネラーで、それから救急担当の副部長さんが講演をするということで、シンポジウムと

してはいわゆるかたい橋をつくるというよりは、こういう総合的に役に立つ橋だということをシンポ

ジウムの中で皆さんにわかってもらえたらなということで進めているところでございます。シンポジ

ウムの現状は、予定はそういうことでございます。今後につきましては、できるだけ新知事にもこう

いう橋の必要性というのを理解してもらえるような活動を続けていって、できるだけ早く県が事業着

手していただければということで、これは前橋市と一緒に活動をしているところでございます。 

 以上でございます。 

◇議長（髙橋茂樹君） ９番浅見武志議員。 

              〔９番 浅見武志君発言〕 

◇９番（浅見武志君） 次に、先ほどもお話がありましたけれども、ＢＲＴのバス事業、それと沿道

サービス事業の現状と今後について、町長の公約にも道路の沿道が桜並木だけではなく、やっぱり玉

村町にお店ができることが重要視されるのではないかという中で、そういうのも検討してきたと思い

ますが、その現状と今後についてお聞かせいただければと思います。 

◇議長（髙橋茂樹君） 副町長。 
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              〔副町長 古橋 勉君発言〕 

◇副町長（古橋 勉君） ＢＲＴの事業についてお話をいたします。 

 ご存じのように、ＢＲＴ事業は今県が事業主体となって、高崎駅から館林駅までということで計画

をしております。私どもが聞いている範囲では、朝夕の通勤通学時間帯には１時間に３本とか４本、

昼間でも一、二本通るということで、当玉村町にとっては鉄道がない町でございますので、第２の鉄

道に近いものができると。定時性が確保できて、ちょっと待てば乗れるということで、大変期待して

いるところでございます。町といたしましては、今県の計画では道の駅と、それから文化センターの

ところに停留所を設けるということでございまして、そこに道の駅あるいは文化センターのところに

できるだけたまりんだとか永井バスだとか、先ほどの答弁でもありましたが、群馬中央バスがつなが

ることによって、ＢＲＴが町の人にとっても使いやすくなると。また、これは今後ですけれども、今

協議しておりますが、パーク・アンド・ライド的な利用ということで、県と駐車場をどういうふうに

していこうかだとかということを協議していきたいと思います。ＢＲＴについてはそういうことで、

県が事業主体ですので、できるだけ早く町にとって役にというか、町が利用しやすいような格好で協

議、お願いをしているところございます。 

 それから、東毛広幹道の沿道利用のことでございますが、まず物すごく立地がいいということは誰

もが認めているところでございます。立地条件がよくて、東毛広幹道沿い、高崎市側を見ていただく

と、どんどん、どんどん開発して、工場が建って、また市場のところも用地買収をしているようです

ので、もうここ５年で一変するのではないか。そのように玉村町もそういう立地の条件では大変いい

ということで、それはもう誰もが、町だけではなくて、周囲の企業の皆さんや流通業や生産業の方も

大変いい場所だというふうに思っています。 

 一方、ご存じのように、東毛広幹道の周りは優良農地でございまして、生産性の高い農地になって

おりまして、町としてはそういう農業を含めた産業構造がどうあるべきかというのを詰めていかなく

てはなりませんし、その辺をいろいろと考えながら、開発できるところは開発をしていきたいと思っ

ております。繰り返しになりますが、町として全体の産業構造をどのように考えていくか、また今あ

る東毛広幹道のいい立地条件をどういうふうに生かしていったらいいかということを考えていきたい

と思っております。 

 以上でございます。 

◇議長（髙橋茂樹君） ９番浅見武志議員。 

              〔９番 浅見武志君発言〕 

◇９番（浅見武志君） 副町長、ありがとうございました。 

 最後に、角田町長に今後に向けての考え方、また抱負について再度お聞きしたいのと、今の気持ち

をお聞かせいただければと思います。 

◇議長（髙橋茂樹君） 町長。 
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              〔町長 角田紘二君発言〕 

◇町長（角田紘二君） 最初のこの新橋、そしてＢＲＴということで、玉村町に非常に今後発展とい

いますか、深い関係がある両方とも大事業でありますので、私も積極的に行っていきたい、誘致して

いきたいというふうに思いますが、なかなか専門的に、どういう手順で、どういうふうに行っていく

のが一番可能性があるのかということで、現在副町長を中心にいろんな方策を考えておるところでご

ざいます。 

 新橋に関しましては、やはり産業の振興とか、あるいは医療の関連で便利になる。あるいは、非常

に生命の保全が保たれるということだけではなしに、地域の方々がどういうふうに考え、そして橋が

必要なのかという機運をやはり直接感じていただかないと、なかなか町として進めることはできない

というふうに思っております。そのようなことで、今回のシンポジウムはぜひ玉村町、そして前橋市

の地域の方々にご理解いただいて、これを進めたいというふうに考えております。 

 また、沿道サービスは私も町長に就任するときにも言われましたし、そのままずっといろんな方か

ら催促されたわけでございますけれども、なかなか農振除外に関するもの、あるいは玉村町のマスタ

ープラン等に関して、あるいは総合計画に関して、沿道の農地に関する方向性が示されていないとい

うことが一番のネックになっていて、なかなか手がつけられないということがありました。それに関

しまして、いろんな全国の除外等の例などもお聞きしたりしていましたけれども、なかなか一朝一夕

にできるものではなしに、やはり町としてどういうふうに産業、あるいは住居等を計画していくかと

いう、この計画性と息の長い取り組みが必要であるというふうに感じておるところであります。今回

知事もかわり、県の担当者もいろいろな変化があるというふうに期待しておるところでありますけれ

ども、やはり引き続きこの地道な取り組みをしていかないと、決して生易しいものではないというふ

うに思っております。 

 先ほどるる今までの私の３年半にわたる町政への取り組みを述べさせていただきましたけれども、

まだまだ財政に関しましても人口の減少に対する取り組みに関しましてもまだまだ途上でありまして、

成果もさほど出ていないというのが実情であります。その上で、やはり両方ともかなりの自治体の取

り組むべき課題となっておるのは認識しておりますが、その中でも自分たちの町をどういうふうに発

展させるかということは必然的な町政を担う者としては課題であるというふうに感じております。 

 今後どういうふうにやっていくかで、先ほど浅見議員が言われていましたけれども、今後私の去就

に関しまして、いろいろ皆様にこのお話をいただいておるところでありますが、私がもし町政を担当

するにいたしましても、果たして町にどういうことができるのか、自分自身には何ができるのか十分

考えた上で、この後援会の皆様のご意見もお聞きしながら決断をしたいというふうに思っております。

町がどういうことを必要として、あるいは何ができるのかということが、一番私自身は問題といたし

ておるところでありまして、今後考えさせていただきたいというふうに思っております。 

◇議長（髙橋茂樹君） ９番浅見武志議員。 
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              〔９番 浅見武志君発言〕 

◇９番（浅見武志君） ３年半の実績については、私どもも見ていましたので、よくこういったこと

が行われていたというのはわかります。また、抱負についても、これからの玉村町の未来を見据えて、

いろんな方と相談をしていかなければならない。また、私としては最後、町長、進退どうするのです

かと聞きたいところであったのですが、先ほどの答弁の中にもございました。後援会、また知人の方

と相談をしながら、先を見ていきたいというお言葉でしたので、内容を把握しまして、一般質問をこ

れで最後とします。ありがとうございました。 

                                         

◇議長（髙橋茂樹君） 休憩します。午後２時４５分に再開します。 

   午後２時２７分休憩 

                                         

   午後２時４５分再開 

◇議長（髙橋茂樹君） 再開いたします。 

                                         

◇議長（髙橋茂樹君） 次に、１２番石内國雄議員の発言を許します。 

              〔１２番 石内國雄君登壇〕 

◇１２番（石内國雄君） 議席番号１２番石内國雄でございます。傍聴に来ておられる方、ご苦労さ

までございます。 

 九州の北部豪雨が先日ありまして、被災された皆様に対しては心よりお見舞い申し上げます。また、

一日も早く日常生活が戻るようにお祈りいたしております。また、オリンピック・パラリンピック開

催までが１年となる中、最近いろんな番組で特集されている中で、今回のオリンピックについてはパ

ラリンピックの方々の特集が多いかなというので、私もよく見ております。その中で、パラリンピッ

クに参加する方、またその周りの方々の挑戦する姿を見ながら感動しているところでございます。先

ほど北九州北部の話をしましたけれども、地球環境がやっぱり温暖化がかなり進んでいるということ

で、また台風も近づいてきておるようです。異常気象、異常気象というので、一時いろんな形で議会

でも取り上げましたけれども、もう異常気象ではなくて、日常的にも入ってくるような、そういうよ

うな形で、今後の対策だとか、そういうのも考える時期に来ているのかなというのも昨今思っており

ます。 

 その中で、今回の質問については、町民の生命の安全確保とか、そういう面で取り上げさせていた

だいております。２点ほど取り上げさせていただいています。１点は、防火シャッターの安全管理は

万全かということ、それから２点目は防災対策としての非常用の電源装置の確保についてという形で、

これは前にも１回質問しておりますが、今回も取り上げさせていただいております。 

 初めに、防火シャッター等の安全管理は万全かというようなことなのですが、学校やいろんなビル
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の中で、またガレージなどに設置されている電動式のシャッターが作動しておりたときに、体を挟ま

れて死傷者が出たり、物すごい重軽傷を負うというような、そういう事故が起きておるわけです。そ

の防火シャッターの閉鎖作動の危害の防止について、点検時において安全対策をしなさいよという事

務連絡も再三行政のほうに送られております。また、その後、平成１７年の１２月には法が改正され

て、建築基準法施行令が施行されました。その中では、防火シャッター等の開閉作動時の危害の防止

装置、これが義務づけられております。なかなか義務づけられているといっても、お金のかかること

ですので、そうはどんどん、どんどんやられているということではなくて、全国的にもまだまだあれ

なのですが、群馬県では徐々に進んできているようであります。 

 そこで、質問なのですが、町の公共施設にある防火シャッターの設置状況は現状どうなっているの

か。 

 また、防火シャッターの点検はどうなっているのか。 

 防火シャッターの開閉作動の確認の状況はどうなっているか。 

 また、防火シャッターの設置位置、役割、作動状況及び危険性等についての認識、周知等の徹底は

どのように実施しておりますか。 

 また、玉村町に設置されている防火シャッターの閉鎖作動時の危険防止機器等の設置の状況はどう

なっているか。これは義務化されたということで、それに対して町はどのように今対応をしておりま

すかということです。 

 それから、町の公共施設にある防火シャッターの閉鎖作動時の危害防止に対する対策はどういうふ

うな形でとっているかと。今後の方向、今までの現状をお示しいただきたいということです。 

 ２番目の防災対策としての非常用発電機工事の進捗ということなのですが、前に一般質問等でもさ

せていただきまして、今年度予算に防災対策として非常用電源の底上げというか、棟上げというか、

そういう工事を実施するという予算が計上されておりますが、最近全員協議会で説明もされておりま

すが、その実施は今現在どのような状況で、今後どのようになっているかというのをご説明いただき

たい。 

 以上で１回目の質問を終了させていただきます。 

◇議長（髙橋茂樹君） 町長。 

              〔町長 角田紘二君登壇〕 

◇町長（角田紘二君） 石内國雄議員のご質問にお答えいたします。 

 まず初めに、防火シャッター等の安全管理についてお答えいたします。防火シャッターにつきまし

ては、火災が発生した際に区画を閉鎖し、火災の延焼を防ぐための設備であります。しかしながら、

石内議員がご指摘のとおり、設備の誤作動や人為的ミス等により、閉鎖作動時の事故が全国で起きて

おり、過去には小学校で防火シャッターに挟まれて児童が亡くなるという痛ましい事故も発生してお

ります。町といたしましても、同様の事故が発生しないよう、教育委員会も含めて適正な管理運用を
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進めているところでございます。 

 それでは、まず町の公共施設における防火シャッターの設置状況についてですが、防火シャッター

が設置してある公共施設は役場庁舎、文化センター及び各小中学校となっており、設置数は役場庁舎

と文化センターがそれぞれ３カ所、小中学校については学校によって建物の構造が異なるため、５カ

所から１５カ所となっております。 

 次に、防火シャッターの点検状況につきましては、全ての施設が専門業者による点検を行っており、

役場庁舎と各小中学校は消防用設備点検を年２回、文化センターは年２回の消防用設備点検に加え、

防火設備点検も年１回実施しております。防火シャッターの閉鎖作動の確認につきましても、これら

の点検の中で実施しております。 

 次に、設置位置、役割、作動状況及び危険性等についての認識、周知徹底についてお答えいたしま

す。設置位置と役割につきましては、それぞれの建物を建築する際に、建築基準法上の防火区画等の

基準に基づき設計されており、火災が燃え広がる勢いを抑えるための延焼対策の１つとして、適正な

位置に設置されていると認識しております。作動状況につきましては、実際に火災が発生したことは

ございませんが、それぞれの施設において定期点検時に作動試験を実施しております。また、危険性

につきましては、実際に防火シャッターにおける事故が他で発生していることから、状況や使い方に

よっては重大な事故にもつながる可能性があるものと認識しております。防火シャッターの周知につ

きましては、防火シャッター設置位置がわかるよう、設置場所の床面への標示、または張り紙を設置

するなど周知を図っております。 

 次に、防火シャッター閉鎖作動時の危害防止機構等の設置状況につきましては、国の安全基準が改

正される前の建築された施設については設置されていないものが多く、役場庁舎、文化センターの一

部及び５つの小中学校において、危害防止機構のない防火シャッターが存在いたします。 

 次に、防火シャッター閉鎖作動時の危害防止に対する対策についてお答えいたします。文化センタ

ーにおきましては、常に不特定多数の方が利用することを踏まえ、必要な箇所に後づけで危害防止機

構を設置いたしましたが、その他の施設につきましては施設の改修時にあわせて順次対応していると

ころでございます。また、実際に発生した事故の原因を調べますと、設備の誤作動によるものと人為

的ミスによるものがあります。まずは、専門業者による点検や日常点検を確実に行い、機器の誤作動

や部品の劣化による事故等の防止に努めてまいります。 

 また、人為的ミスにつきましては、防火シャッターについての知識や危険性について、それぞれの

施設管理の担当者だけでなく、実際に火災が発生した際に対応する町職員が共有できるよう、周知を

図ってまいります。また、小中学校におきましては、避難訓練時に児童生徒に対して避難経路の確認

等、指導の徹底を図ってまいります。 

 次に、非常用発電機工事の進捗についてお答えいたします。役場庁舎の非常用発電機につきまして

は、玉村町総合防災マップが見直され、役場庁舎の敷地における浸水想定の水深が変更されたことに
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より、現在１階に設置している非常用発電機の浸水への対応が必要となったものでございます。当初

の考え方につきましては、非常用発電機を浸水想定の水深よりも高い位置に移設するもので、今年度

予算において設計委託費として工事請負費を計上いたしましたが、現在防災対策全体の観点から、そ

の手法や進め方を再検討しております。その理由といたしましては、非常用発電機だけでなく、庁舎

内の電気配線や電気設備についても、浸水によるショート等の被害を想定していないこと、また役場

庁舎の建設当初において、保健センターを災害時の避難所として計画していなかったため、保健セン

ターへの非常用電源が供給されていないといった状況がございます。また、その後の調査により、非

常用電源が現在の１階に設置してあったとしても、配電設備等を改修することで１メートル未満の浸

水には対応できる可能性も出てまいりました。 

 これらの状況を勘案し、単に非常用発電機を移設するのではなく、今年度は役場庁舎全体の電気系

統の調査を行い、その調査結果に基づき、費用対効果も含めた対応策を検討することといたしました。

その上で、優先順位を定め、より防災対策として効果のある対応策を段階的に実施してまいりたいと

考えております。 

◇議長（髙橋茂樹君） １２番石内國雄議員。 

              〔１２番 石内國雄君発言〕 

◇１２番（石内國雄君） 自席より２回目からの質問をさせていただきます。 

 まず、設置状況という形では、役場に３個、それから文化センターに３個ということで、そのほか

の公共施設にはなくて、あと小学校が５から１５ということで概略的にお話しいただいたのですが、

全部で何基、合計何基になっておりますでしょうか。 

◇議長（髙橋茂樹君） 総務課長。 

              〔総務課長 石関清貴君発言〕 

◇総務課長（石関清貴君） 数の合計はちょっと出ておりませんが、役場のほうが３基、それから文

化センターにつきましても３基、それから小学校については玉小が５カ所、上陽小が９カ所、芝根小

が９カ所、中央小学校が１３カ所、南小学校が６カ所、玉村中学校が１５カ所、南中学校が６カ所と

いうことで設置されているというデータがございます。 

◇議長（髙橋茂樹君） １２番石内國雄議員。 

              〔１２番 石内國雄君発言〕 

◇１２番（石内國雄君） 足し算しなければならないのですが、大変な数で、たくさんということで。

特に学校が、玉中が１５、中央小が１３ということで、あと９カ所、９カ所と結構数があるのですが、

先ほどこれだけのシャッターがある中で、お答えいただいた中に点検はどういうふうにしているか、

整備はどういうふうにしているかといったときに、年に２回程度、業者の方に依頼して確認してもら

っていますというお話がありましたが、業者が確認するときには例えば学校である場合に、確認して

いるところを例えば校長先生とか教頭先生とかが立ち会ったりなんかしているのでしょうか。大丈夫
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でしたよと報告を受けるだけなのでしょうか。その辺はどうなのでしょうか。 

◇議長（髙橋茂樹君） 学校教育課長。 

              〔学校教育課長 高橋幸伸君発言〕 

◇学校教育課長（高橋幸伸君） 学校には生徒がいるときにはできませんので、夏休みであるとか冬

休みであるとか、そういう長期休業を利用して業者に入ってもらいます。そのときには当然管理職が

立ち会って、一緒に大丈夫かというのは確認しております。 

◇議長（髙橋茂樹君） １２番石内國雄議員。 

              〔１２番 石内國雄君発言〕 

◇１２番（石内國雄君） お話をいろいろちょっと聞いていた中で、例えばそういうのを群馬県で今

高崎市、前橋市、伊勢崎市近辺から現状確認をして、そこの設備はどうなっているのかというような

全国的にもやっているのですが、そういうふうにしたところで、意外に問題があるのだよねと言われ

たのが、業者任せだということだったのです。業者任せは、業者の方がこれだけの数ありますから、

ばっと見て１つ１つ点検している作業を例えば校長先生がずっと確認しているかというと、なかなか

そんな場面は想像ができないわけです。毎年同じ業者がやっているということです。その中で、ちょ

っとそういう作業をしていたり、点検した業者の方からお話を聞いたときに、実はシャッターですか

ら、ぐるぐる作動する、回すものがあって、電動であれ、何でもあるわけです。それでシャッターを

閉めるわけです。事故が起きたときというのは、それがゆっくりおりるのではなくて、すとんと落ち

たりなんかすると死んでしまったりとか、または子供たちがある程度の空間が残っているときになる

と入れると思って、そこですっと飛び込むとかという形で落ちると挟まれると。そういうようなので

事故に起きているのです。通常のときには起きないです。 

 私が、先ほどこの質問の中でいろんな研修だとかそういうのはどうなのかというのは、作業をする

人、それから子供たち、シャッターというのがこういうものなのだよねということで、これがもし落

ちて自分の上に来たら、どれだけ重いものが来て、どういうふうになるかというものまで認識してあ

げているような研修だとか、そういうのはしているのかどうかというのが非常に重要になってくるの

かなと思います。その辺の研修は、先ほどの研修の話で行くと、そこまでは入っていないので、その

辺についてどう思うかというのが１つと、業者の方がいろいろな形で見たときに、こういう例が幾つ

か見られましたというのが、驚いたことが、安全に大丈夫ですよと、作動もしましたよというので報

告は受けていたのだけれども、さびついていて実際には動かなかった。また、それどころではなくて、

回すものがあったときに、その回すものがのけていて、作動するときにどういうふうに点検したかと

いうと、ドライバーでぶち込んでがあっとやると回ります。があっとやれば戻ります。それの点検が

しやすいので、ハンドルを抜いたままにしてあったとか、それがなかったとか、そんなことが実際に

いっぱいあるみたいなのです。そこで、まず玉村町については、点検作業とか校長先生が立ち会って

いるという話なのですが、実際にその辺のところの細かい着実な点検をされているかどうかについて、
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まず現状を教えてください。 

◇議長（髙橋茂樹君） 学校教育課長。 

              〔学校教育課長 高橋幸伸君発言〕 

◇学校教育課長（高橋幸伸君） 実際には、確実に一個一個のところを管理職、教頭なり校長なりが

見て回るということは実際にはしていないのが実情だと思います。チェックリストがあって、１つ１つ

チェックをしてあるということで、専門的であるので、それで大丈夫だろうというふうになってしま

いるのかなというのが現実だと思います。 

◇議長（髙橋茂樹君） １２番石内國雄議員。 

              〔１２番 石内國雄君発言〕 

◇１２番（石内國雄君） 現実はそうなのだろうと思うのです。 

 そういうふうにしていったときに、業者任せにしておくとどういうことが起きるかというと、ずっ

と業者の方が同じその場に来てやるものですから、さっき言ったドライバーだとか何とか、作業がや

りやすいように、問題がないのだからというので、それでめったに使うものではないし、火事なんか

学校ではそんなに起きないだろうかとかいうような中で、安易になってきているというのが全国的な

話なのです。その中で町の担当する方はどうするのかなということが非常に重要なのだろうなという

ふうに思うのです。 

 そこで、例えば作動作業ももし何かあったときに、シャッターを閉める人はどなたが閉めますかと

いう話なのです。役場のいろんなところにあったときに、そこの課長さんだとか係長さんだとか、学

校であればその近くの担当の先生だとか、誰々なのかということなのですか、その方がそもそも担当

が誰になっていて、その方が作動をしたことが実際に何回もあるかどうか。実際に自分で作動点検を

していれば、そういうことがわかるかと思うのですが、その辺については玉村町は大丈夫なのでしょ

うか。どちらでも結構です。 

◇議長（髙橋茂樹君） 総務課長。 

              〔総務課長 石関清貴君発言〕 

◇総務課長（石関清貴君） 役場の庁舎につきましては、業者に委託して年２回、作動の点検を実施

しております。そちらの報告書につきましても、総務課のほうに上げていただいて、確認をさせてい

ただいていると。点検のときには、職員が立ち会うようにはしております。動作確認につきましては、

毎年役場の中で行います消火訓練等ありますので、そのときに実際に防火シャッターを作動させて、

動くかどうかというのもあわせて確認をするというような作業を行っております。 

◇議長（髙橋茂樹君） 学校教育課長。 

              〔学校教育課長 高橋幸伸君発言〕 

◇学校教育課長（高橋幸伸君） 防火シャッターについては、恐らく煙とか熱とかで感知で自動にお

りるのが一般的で、あとは手動でも押せる装置があるのかなと思うのですが、だから誰が押すとかと
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いう担当ではなくて、基本的には自動におりてくるというのかなと思うのですけれども。 

◇議長（髙橋茂樹君） １２番石内國雄議員。 

              〔１２番 石内國雄君発言〕 

◇１２番（石内國雄君） 自動的なものが多いのだろうと思うのですが、自動的なものであると、子

供たちへの周知が一番大事になってくると思うのですが、その辺は学校のほうではどのようなことを

やるようにしておりますか。要するに自動でおりてくるものはおっかないのです。子供たちというか、

私もそうですけれども、おりてくると待つ人いないのです。無理しても飛び込むのです。無理しても

飛び込んだときに落ちるのです。そこが、だからこれはおっかないのだよと、ここまで来たらくぐれ

ないのだよとか、ほかのところへ行くのだよとかいうようなことが必要になってくるのですけれども、

そういうような子供たちへの周知だとか、防災訓練のときの話だとかというのはどのように今されて

いますでしょうか。 

◇議長（髙橋茂樹君） 学校教育課長。 

              〔学校教育課長 高橋幸伸君発言〕 

◇学校教育課長（高橋幸伸君） 学校では避難訓練を年に二、三回ぐらいやっていると思うのですが、

基本的には火元に近づかないというのが大原則になっているので、防火シャッターが閉まるようなと

ころには近づかないような誘導の方法で避難訓練は実際にはしています。 

 それから、さっき誤作動という話があったのですが、やはり調べてみると誤作動でおりてきたとこ

ろに、無理してくぐり抜けようとしてランドセルがひっかかってしまった死亡事例もあるなんていう

こともあったようなので、今は防火シャッターの下にかなり大きな黄色い、おりてきますよみたいな、

工事現場みたいな印がしてありますので、掃除とかでそこには立ちどまらないようにというような指

導はしているところでございます。 

◇議長（髙橋茂樹君） １２番石内國雄議員。 

              〔１２番 石内國雄君発言〕 

◇１２番（石内國雄君） 危ないよというような形で目に訴えておるということです。結構大事なの

は、子供たちは実体験とか、そういうのがあると非常に身につくのだと思います。大人は何だかんだ

といってもいろいろ考えて、自分は動ける、動けないとか、いろんな判断をしますけれども、子供た

ちは敏捷なので、ぽっぽっと動いてしまう部分があるので、そういう部分では危険なものは危険なの

だよという認識をする必要が学校にはあるのだろうなと思います。庁舎なんかのほうだとみんな大人

がほとんどですから、そういうことはないかと思いますが、お客さんはそうではないですよねという

ことがあるので、お客さん、来所された方に対してどういうふうに配慮ができるのかなというのが重

要な視点なのではないかなと思いますので、訓練だとか、認識だとかというのはその辺が大事なのか

なと思いますので、ぜひ今後については取り組んでもらいたいと思いますが、いかがなのでしょうか。 

◇議長（髙橋茂樹君） 学校教育課長。 
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              〔学校教育課長 高橋幸伸君発言〕 

◇学校教育課長（高橋幸伸君） 石内國雄議員の言ったそのとおりだと思いますので、例えば実際に

多分子供たちは防火シャッターがおりたところは見たことがないのかなと思うのです。なので、訓練

のときとかに実際におろしてみて、ここに挟まると危険だよということを見せるなんていうことも

１つできるのかなと思いますので、ぜひ今後考えていきたいと思います。 

◇議長（髙橋茂樹君） １２番石内國雄議員。 

              〔１２番 石内國雄君発言〕 

◇１２番（石内國雄君） ぜひよろしくお願いいたします。現物を認識するというのは非常に大切な

ことかなと思います。 

 それと、回答していただいた中に、法令が変わる前の設備と変わった後の設備というので、変わる

前の設備については順次改修時に行っていくというようなお話があったのですが、現実ここ四、五年

の間で結構なのですが、改修したものというのは何基ぐらいあるのでしょうか。また、法令前のがこ

の全体の中で何基あって、これから改修だとかそういうのでしていかなければならないのがどれほど

の残りがあるのでしょうか。もうほとんど終わっているということであれば安心できるのですが、い

かがなものでしょう。 

◇議長（髙橋茂樹君） 総務課長。 

              〔総務課長 石関清貴君発言〕 

◇総務課長（石関清貴君） 法律のほうが１７年でしたか、建築基準法のほうが変わっております。 

 町のほうとしますと、その後文化センターでは改修工事を行った際に設置を３基中２基、設置をし

ております。１基については、避難経路上必要ないというようなことがありましたので、そちらのほ

うの装置についてはつけておりません。玉村小学校につきましても、大規模改修等を行った際に設置

をしております。それから、同じように中央小学校、それから玉村中学校についても設置をされてい

るということであります。 

 ついていないのは、上陽小、芝根小、南小、南中、それから役場にはまだ設置がされていないとい

うことであります。 

◇議長（髙橋茂樹君） １２番石内國雄議員。 

              〔１２番 石内國雄君発言〕 

◇１２番（石内國雄君） 結構新しいものをつけているということであれなのですが、改修をすると

いうと、結局メンテナンスを見て、メーカーの方に見てもらって見積もりをとってやるということに

なると思うのですが、今玉村町でつけている防火シャッター、防炎シャッターですが、それについて

は１基どのぐらいのお金がかかるものなのでしょうか。 

◇議長（髙橋茂樹君） 生涯学習課長。 

              〔生涯学習課長 宇津木雅彦君発言〕 
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◇生涯学習課長（宇津木雅彦君） 文化センターで平成１８年４月に既存のシャッターに追加で危害

防止機構をつけて設置したのですけれども、そのとき２基につけました。金額的には５３万

５，５００円でした。 

◇議長（髙橋茂樹君） １２番石内國雄議員。 

              〔１２番 石内國雄君発言〕 

◇１２番（石内國雄君） そうすると、その機器というのは結構下のほうで支えられるような感じの

やつですか、新しいやり方のという形なのでしょうか。 

◇議長（髙橋茂樹君） 生涯学習課長。 

              〔生涯学習課長 宇津木雅彦君発言〕 

◇生涯学習課長（宇津木雅彦君） 一気に下がらないように、今追加でできる施設になっています。 

◇議長（髙橋茂樹君） １２番石内國雄議員。 

              〔１２番 石内國雄君発言〕 

◇１２番（石内國雄君） それがいいのだろうなと思います。結構防火シャッターをやって、業者の

方、メーカーの方に見てもらったりなんかすると、結果的に総取りかえみたいな話になると、二、三

百万かかるみたいです。作動状況がよければ、下がってくるときに全部下がり切らない、要するに足

をつけて、特許を取っていると思うのですけれども、足をつけて、そこへとまるようにしっかり枠が

入っている。枠が入って四、五十センチのところには、ゴムだとか何とか、これもあれでしょうけれ

ども、そういうところで煙とか火とかは一応シャットアウトできるというものが今出てきているとい

うことも聞いていまして、もし町がやるのであれば、そういうものがいいのだろうなということもあ

りまして、この質問も中には入れたのですが。 

 その中で、一応そういうふうにすると、今言った２基やっても５０万円ぐらいで、下手すれば３０万 

円ぐらいで、ものではできるという形で、本来何百万もかかるのが、そういう少ないお金で、予算で

できるということですので、そうなってきたときに、１基例えば３０万円とか５０万円といったとき

に、今までまだ設置していない防火シャッターについても、今後設置していく必要があろうかと思う

のです。１年間に予算がそんなにお金がないですから、ぼんと全部つけられたということにはならな

いですし、ただそれでも何かあったときには命を守るものですから、大事なものになるのだろうと思

います。それについては、これの変更する設置変更の計画等は、今町は持っておるのでしょうか。 

◇議長（髙橋茂樹君） 総務課長。 

              〔総務課長 石関清貴君発言〕 

◇総務課長（石関清貴君） 防火シャッターの危害防止装置の設置につきましての計画というのは特

に持ってございませんで、予定ではこれまでどおり大規模な改修等があった際には設置していくとい

うようなことが今までの考え方だったかなというふうには思います。 

◇議長（髙橋茂樹君） １２番石内國雄議員。 
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              〔１２番 石内國雄君発言〕 

◇１２番（石内國雄君） 町長、ちょっとお話をお聞きしたいのですが、例えば大規模改修工事とい

う形になると、学校だとかいろいろ施設があるではないですか。そうすると、ここ例えば５年ぐらい

の間とか、ここ１０年の間に幾つできるかなということなのだろうと思うのです。そうしたときには、

この防火シャッターとか、要するに人の命を守る装置について、そこまでのんびりしていていいのか

なというのがあるのですが、町長のご感想をちょっと教えていただければと思います。 

◇議長（髙橋茂樹君） 町長。 

              〔町長 角田紘二君発言〕 

◇町長（角田紘二君） 議員がおっしゃるように、危険が伴うということでありますので、そのよう

なことが予知されるものに対してはその防止策を講じるというのが常識といいますか、考えられると

ころであります。ただ、それなりのお金もかかりますので、現在まで特に小学校等におきましては十

分注意をするとともに、大規模工事を待って取りかえるということだろうと思いますが、現在そうい

うのでこの事故が起こっているということも事実でありますので、今後どの程度の費用がかかるのか、

そしてどこがやはり優先的にやらなければならないのかということを検討させていただきたいという

ふうに考えております。 

◇議長（髙橋茂樹君） １２番石内國雄議員。 

              〔１２番 石内國雄君発言〕 

◇１２番（石内國雄君） ありがとうございます。ぜひ検討していただければと思うのです。 

 点検とか、そういう話のときに、先ほどチェック項目を、点検して、レ点を入れて報告書が上がっ

てきて、稟議で各担当の責任者の方が間違いなく全部点検しているねという形で今までずっと推移し

ていて、今のところ問題はなかったのだろうと思うのです。でも、現実に実際に点検してみたら誤作

動ではなくて、作動をそもそもしないとか、そういうようなことが結構やっている業者の方からはそ

ういうのがありましたという話があったのです。ある業者は、例えば現状調査報告書というので、こ

ういう形でその場所、場所の写真を撮って、こういう状況になっていますよ、だから大丈夫ですよと

か、ここのところがさっき言ったように物がないですよとか、線が切れていますよとかいうような形

で、一基一基こういう検査をしているのだそうです。 

 私は、防火シャッターを全て例えば来年中に全部取りかえるべきだと、金があればそれはそのほう

がいいのですけれども、そうではなくて、まずは現状のついているものの装置がちゃんと動いている

かどうかというようなものを、視覚でもしっかり確認できるような検査を１回取り入れて、それをや

ってみるべきかなと思うのです。それで、その上でＡランク、Ｂランク、Ｃランク、Ｄランクとかこ

うやって、早くやらなければいけないものとか、ここは大丈夫だよねというようなものを仕分けして、

例えば何年間計画を立てて、１つ１つ安全性を高めていくというのが、この町には今の時点では必要

ではないのかなと思うのです。そういう面では、こういうようなことをやってくれるところを選んだ
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りとかしてやるのが非常に町のためにはいいのかなというふうに思います。やっぱり点検しましたよ

というので、一番の問題はやっぱり業者のことを疑うわけではないのですけれども、現物がどうなっ

ているのかというのが確認できない状態で、動きましたよ、大丈夫でしたよということで、そのまま

判こを押されていくというのが一番直さなければならないというか、直していくべきではないのかな

と思いますが、今後についてはどういうふうな形でやっていこうかなと思われているでしょうか。 

◇議長（髙橋茂樹君） 総務課長。 

              〔総務課長 石関清貴君発言〕 

◇総務課長（石関清貴君） 点検のほうは、毎年適正な時期に実施をしておるということであります。

石内議員おっしゃるとおり、実際にそれぞれの機器によって今どういう状態になっているかというの

を全部のものを一遍に把握できるような、そういう調査というのをやっておりませんので、それぞれ

の機器の動作確認等をやっているというふうなことはありますが、老朽化というのもあろうかと思い

ます。でありますので、そういった調査が必要かどうかというのも今後研究しながら、もし早目な設

置が必要ということであれば、そういったものを優先的に導入できるように研究していきたいという

ふうに思っております。 

◇議長（髙橋茂樹君） １２番石内國雄議員。 

              〔１２番 石内國雄君発言〕 

◇１２番（石内國雄君） ぜひ研究した後、実行に移していただければと思います。 

 全国的にいくと、まだまだ防火設備のこれを直しているところがまだ少ないようです。その中でも

群馬県は突出して進んでいるようです。その中で高崎市、前橋市、伊勢崎市が今やっているそうでご

ざいます。まずは１つ１つの点検をやって、そこで総点検をした後、評価をして、工事を、予算をと

ってやっていると。その予算のとり方は、物の状況によってだと思いますけれども、そういうところ

を参考にしていただいて、ぜひ玉村町の中でもかなりやっぱり数ありますので、子供たちの命とか、

または町民の方の命を守るためにも、こういう設備については極力早目にできるような予算措置をし

ていかなければならないのではないかなと思います。いろいろ検討していくということですので、ご

期待をしております。 

 ２番目の防災対策の非常用電源の話なのですが、この間の説明を聞いたときにちょっと苦言みたい

な話になってしまうのですが、私もそこまでは、配線の関係だとか、そういうものまでわからなかっ

たので、２階に上がれば水が来ないのだからいいのだよねという感じで提案をさせていただいたり、

いろいろお話をさせていただいたのですが、今回答していただいた中では、下から少し上へ上げても

配線の関係で結局は余り有効でなかったり、また結局上のほうのやつをどういうふうに使って、配線

を変えたりとか、または保健センターのところもトータル的に考えるということなので、それは当然

トータル的に考えて、早急に措置しなければいけないのではないかなと思うのですが、なぜそれを予

算の計上をする前にやらなかったのかというのが疑問なのです。予算を計上して、だから要するに提
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案なんか受けたときにどうなのだというので、いろいろ検討した上で予算を計上すると私は思ってい

るのですが、その辺の予算を計上するときの経緯についてはちょっとお話をいただきたいのですが。

予算を計上するときに、なぜそういうことまで、あとからではなくて、ちゃんと確認して予算計上す

べきではないかと思いますが、その辺についてはいかがですか。 

◇議長（髙橋茂樹君） 総務課長。 

              〔総務課長 石関清貴君発言〕 

◇総務課長（石関清貴君） おっしゃるとおりだと思います。 

 当初浸水想定区域ということがありましたので、非常用電源を確保するということで移設をして、

高いところに設置をしていけば大丈夫ではないかというようなことで一応話を進めておったところな

のですけれども、実際にそれを具体的に話をよく確認してみたところ、例えば保健センターの避難場

所ですか、今のところ水害等発生したときの自主避難所になっていたりします。そういったところに

電源が供給するような状況になっていなかったというようなことで、その辺について後からわかって

きたということがありましたので、ちょっとやはり準備不足だったかなというふうに思っております。

でありますので、もう一度詳しく調査をよくして、せっかくやる工事でありますので、そういった落

ち度がないようなものにしていきたいということで、今回改めて予算を調査費のほうにかえさせてい

ただいて、しっかりとやっていきたいというふうに今思っているところであります。でありますので、

本来でしたらば当初からもう少し準備をしっかりして行っていけばよかったということでありますの

で、今後はそういったことがないようにしていきたいというふうに思っております。 

◇議長（髙橋茂樹君） １２番石内國雄議員。 

              〔１２番 石内國雄君発言〕 

◇１２番（石内國雄君） あえて言わせたような感じで申しわけないのですが、私もただ上げればい

いのではないかなという思いで、まず２階にというので単純に言ってしまったほうですので、そこは

反省しなければいけないかなと思うのですけれども、それを受けてやっぱり役場で１つ１つの仕事を

していくときに、トータル的なものを見て、上で１つ１つやることが必要なのかなと思います。ぜひ

それは今後やっていただきたいと思いますし、今回のことについてはそれを予算に計上してしまった

のだからとりあえずやるのだよというのではなくて、そこを見直しをするという決断ができたという

ことはすごいことなのだろうなというふうな評価もしております。でも、何で、残念だなというのが

あったものですから、一言そういう話です。 

 例えば今調査費に切りかえて、大きなお金の使い方になるかと思うのですが、予定的には、スケジ

ュール的には、今年度はなかなか難しいと思うのですが、来年度には何とかそれが整備できるような

形なのでしょうか。それとか、いつもエネルギーの話でいったときに、太陽光発電の有効性というの

を訴えているのですけれども、例えば屋上の電源確保という話になれば、太陽光を設置して、お金も

かかるかもしれませんが、太陽光を設置することによってその辺の効果というのは検討されたのでし
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ょうか。それとも、その分は初めからされないで、それは初めから除外されていたということなので

しょうか。今後はそれも検討する余地はあるのでしょうか、いかがでしょうか。 

◇議長（髙橋茂樹君） 総務課長。 

              〔総務課長 石関清貴君発言〕 

◇総務課長（石関清貴君） 今後の予定ということであろうかと思います。一応今回調査のほうを改

めてしっかりさせていただくということで、できるだけ早く調査のほうは行っていきたいというふう

に思っております。 

 その調査が早く済めば、今年度中にもしできるような対応の工事等の措置があれば、できるだけ早

くやっていきたいというふうに考えておりますので、状況によっては今年度からスタートしていきた

いなというふうに思います。大きな工事が必要ということになれば、新たに来年度以降、また予算を

とって確保させていただいてしていきたいというふうにも考えております。いずれにいたしましても、

できるだけ早くやるということが重要だと思いますので、なるべく早くできるような対策をとってい

きたいというふうに思っております。 

 太陽光発電につきましては、今のところ考えておらなかったということでありますので、今後研究

を進めていきたいというふうに思います。 

◇議長（髙橋茂樹君） １２番石内國雄議員。 

              〔１２番 石内國雄君発言〕 

◇１２番（石内國雄君） 太陽光についてはいろいろあるかと思うのです。ただ、地震があってもあ

る程度そういう配線がしっかりしていればちゃんと発電、おてんとうさまは上がりますので、発電は

してくれますし、ある程度の確実なものは確保できるということがありますので、行政が積極的にそ

ういうものは取り入れて、非常電源という形のものを取り入れていくというのが必要なのではないか

と思うのです。 

 それで一応優位性を持っているのは、例えば非常電源という形で燃料を使ってやるということにな

ると、それの備蓄の量で終わります。例えばそれが４０分とか１日とか２日で終わってしまいます。

太陽光のほうでそれがなければ、別にずっとついているわけですので、ずっとそれが使えるという話

なのです。壊れてしまえば何でも同じですけれども。そういう面では、今後防災という形で、防災の

拠点とか、そういうようなところというのは電源の確保という面でいくと太陽光というのは有効なの

だろうと思います。それは、町の行政もわかっておられまして、第４保育所のときには乗っています。

そういうようなものをぽつん、ぽつんとやるのではなくて、大々的に考え方を変えていろんな面で利

用するというような積極的な取り組みが必要なのではないかなと。特に防災に関しては必要なものは

必要だという形で準備することが大事なことかなと思いますので、今後検討していただいて、早く非

常電源の確保等が、今のところ玉村町は被災するということが少ないというふうに思われていますが、

これ最近の北九州のあれを見ても、雨の降り方で利根川の上流で起きると、まず玉村町から洪水にな
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るという、国土交通省の河川の人から聞いたときにも、一番最初が玉村町なのですねと。玉村町から

南がずっと水没するのですよねと。その起点が玉村町なのです。だから、玉村町は確実に量によって

はあるというところなので、そういう非常電源の確保だとか防災拠点の話だとか水防センターだとか

いろいろありますが、そういう防災拠点の確保だとか非常電源の確保とかというのは非常に重要なと

ころかなと思いますので、ぜひ検討していただくということを期待して、質問を終わらせていただき

ます。 

 以上です。 

                                         

◇議長（髙橋茂樹君） 休憩します。３時５０分に再開します。 

   午後３時３４分休憩 

                                         

   午後３時５０分再開 

◇議長（髙橋茂樹君） 再開いたします。 

                                         

◇議長（髙橋茂樹君） 次に、４番月田均議員の発言を許します。 

              〔４番 月田 均君登壇〕 

◇４番（月田 均君） 議席番号４番月田均です。議長の許しを得ましたので、通告書に基づき一般

質問を行います。 

 本日最後の一般質問になります。疲れていますが、実りある質問になるよう努力いたします。よろ

しくお願いいたします。また、傍聴に来られた方、お忙しい中長い間大変ありがとうございます。 

 実は、先月の２０日、議会で八ッ場ダムの視察研修に行きました。我々議員それぞれ感じるところ

があったと思います。私は、５６年前の中学校での地理の授業を思い出しました。先生が、八ッ場ダ

ムの話をしていました。利根川の上流の吾妻川にダムをつくる計画がある。そこは、深い渓谷があり、

もしできれば巨大なダムができるのだと熱く語っていました。あのときは東京オリンピックの前年で、

日本の高度成長の入り口でした。日本全体が沸き立っていて、中学１年生の１３歳の少年も、日本一

のダムができるのかな、すごいな、どんなダムなのだろうと想像していました。あれから５６年が過

ぎ、完成したダムを見ました。ああ、これが先生が話していたダムか。でも、余り大きさは感じませ

んでした。感じたのは、ダムの上流に高くて長くて立派な橋がかけられていたことでした。 

 もう一つの記憶は３年のとき、同じく社会科授業でしたが、政治経済に関する授業でした。その中

で、ゆりかごから墓場までという言葉が教科書に出てきました。ヨーロッパの社会保障制度の充実を

あらわす言葉として使われていたわけですが、ヨーロッパはすごいなと感じたことを記憶しています。 

 ところで、議員になり、町行政にかかわることになって感じるのですが、町の仕事はゆりかごから

始まり、墓場を通り越して、町のお祭り、さらに道の駅のもうけまで心配しなくてはならない。実に



－87－ 

範囲が広いなということです。この広い町行政の中で、今回は健康と安全、そして道の駅をテーマに

質問します。 

 質問は４項目、まず第１の質問、玉村町の健康診断について伺います。ピロリ菌の感染が胃がんの

大きな原因であり、除菌治療すると胃がんの発症リスクが減少するとのこと。胃がん減少への有効な

手段で、既にピロリ菌検査を実施している自治体もあります。玉村町でも胃がん対策としてピロリ菌

検査を実施すべきと考えますが、町の対応をお聞きします。 

 第２の質問、町では住民主導型介護予防事業として筋力トレーニングを実施しています。平成２７年

７月の時点では、３６カ所の地域で実施されていたとのこと。現在の状況はどのようになっています

か。場所の数、人数、年齢等。また、そのトレーニングには、町はどのようにかかわっていますか。

効果はどのようにあらわれていますか。私は、家に帰ってからトレーニングする人がほとんどいない

ことが気になります。課題をどのように捉えていますか。 

 第３の質問、昨年６月の定例会で現状のカーブミラーは高くて見にくいものが多い。見やすさ、安

全性を考えると、取りつけ高さを現状よりも低い２．２メートルに変更すべきだと提案しました。そ

の提案に対し、道路反射鏡ハンドブックに記載されている標準取りつけ高さ、ミラー下面の高さ

２．５メートルを基準に対応するとの回答でした。つれない回答だと感じましたが、２．５メートル

という基準が示され、この基準に沿って取りつけが進めば、高過ぎるミラーはなくなるだろうと期待

していました。 

 ところで、今文化センター周辺まちづくり事業の第Ⅱ期の造成工事中ですが、既にカーブミラーが

６カ所設置されています。その中には、高さ２．５メートルを超えるものが４カ所もありました。高

いものは２．８メートルもあった。設置条件は同じだと考えられる。２．５メートルに統一されてよ

いはず。なぜ基準を超えたミラーがあるのか。高さをどのように管理しているのか、お聞きします。 

 続いて、最後の質問です。第４の質問、道の駅についてもお聞きします。道の駅の東野駐車場、コ

ーンが置かれ、駐車できない区域があります。駐車場の目的を果たしていない、異様な感じもする。

なぜコーンを置くようになったのか。その経緯と、今後もこの状態を続けるのか、お聞きします。 

 以上で１回目の質問を終わります。 

◇議長（髙橋茂樹君） 町長。 

              〔町長 角田紘二君登壇〕 

◇町長（角田紘二君） 月田均議員のご質問にお答えいたします。 

 まず初めに、ピロリ菌検査の追加についてお答えいたします。町では、早期発見、早期治療につな

げるため、４０歳以上の人を対象に胃がん検診として２種類の検査方法を実施しております。１つ目

は、バリウム検査であり、これは正式には上部消化管造影検査と言われ、食道、胃、十二指腸の病変

を見つけるための検査であります。２つ目は、胃内視鏡検査でありまして、先端に高性能カメラがつ

いた細いチューブを口や鼻から挿入し、同様な部位を観察する検査であります。この２つの検査方法
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は、厚生労働省がん検診のあり方検討会の有効性評価に基づく胃がん検診ガイドラインにおいて、複

数の観察研究における死亡率減少効果の相応な証拠が示されており、対策型検診として推奨されてお

ります。 

 お尋ねのピロリ菌につきましては、疫学調査から胃がんがピロリ菌感染粘膜（萎縮性胃炎）から発

生することが多く、感染のない粘膜からはほとんど発生しないと報告されております。一方、５０歳

以上では約半数以上の人がピロリ菌に感染しているにもかかわらず、その中で実際に胃がんを発症す

る人は一部とも言われております。このことは、ピロリ菌感染粘膜症のほか、個人の体質、生活習慣、

環境因子等も重要な発症起因になっていることを示しております。 

 また、ペプシノゲン検査やヘリコバクターピロリ菌抗体検査の単独及び併用法につきましては、ま

だ死亡率減少効果の判断証拠が不十分であり、胃がん抑止効果による便益とピロリ菌等検査費用の収

支判断ができないため、国や県では対策型検診としての住民検診には推奨していないところでありま

す。 

 議員のおっしゃるとおり、一部の自治体ではピロリ菌等検査を実施しているところであり、当町に

おいてもその効果について情報収集に努めるとともに、学会や医師会等の動向に注視し、費用と効果

を踏まえた上で適切に判断していきたいと考えております。なお、個人の判断に基づくピロリ菌検査

については、主治医や医療機関ともご相談の上、ご判断くださいますようお願いいたします。 

 以上のようなことを踏まえ、今後とも町民の皆様が健康で安心して生活できるよう、適切ながん検

診の実施に取り組んでまいります。 

 次に、筋力トレーニングの現状と効果、課題についてお答えいたします。町内で行われている筋力

トレーニングにつきましては、現在４１カ所の地域で行われており、おおよそ８００人程度の高齢者

の皆さんが参加されております。この筋トレは、日常動作に着目し、週１回行うことで筋力の維持、

週２回行うことで筋力の向上が見込まれるもので、住民が主体となり、自主的に毎週１回、公民館等

を利用して開催し、地域で暮らし続けるのに必要な健康づくりや大切な仲間づくり、生きがいづくり

に効果があると考えております。 

 この筋力トレーニングにつきましては、住民主体で介護予防に取り組んでいただいている状況では

ありますが、地域包括支援センターの職員が適宜会場を訪問し、町からの情報提供や参加者の皆さん

からのご意見や情報を収集ことにより、必要な支援を行っております。議員のおっしゃるような家に

帰ってからのトレーニングにつきましては、あくまでも自主的、自発的な活動であることから、今後

も健康講座等により筋力トレーニングの有効性や家庭でも簡単にできるような運動の紹介を実施して、

介護予防事業の推進を図ってまいりたいと考えております。 

 次に、カーブミラーの高さについてお答えいたします。昨年６月の月田議員の一般質問にお答えし

ましたとおり、カーブミラーの設置に係る標準的な仕様につきましては、一般社団法人全国道路標識・

標示業協会が出版している道路反射鏡ハンドブックに、鏡面の高さは標準では地上高で２メートル
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５０センチと定められており、当町におきましても標準的にはこの仕様により施工しております。ま

た、道路法に基づく政令である道路構造令には、交通安全を確保するために建築限界が定められてお

り、歩道部でも地上から高さ２．５メートルまでは原則として構造物を設置することはできませんし、

東京電力パワーグリッドが所管する電柱へは、地上から高さ３メートルの位置へ設置するよう指導さ

れております。したがって、一律に高さを２．２メートルないしは２．５メートルとすることはでき

ませんが、現地の状況によって利用者が見やすいように調整しつつ、設置しているところです。 

 議員がご指摘の文化センター周辺まちづくり事業地内のカーブミラーのミラー下高さですが、高さ

の基準は道路構造令の建築限界に記載があるように、道路上で車両や歩行者の交通を確保するため、

高さ２．５メートルの範囲以内に障害となるようなものを置いてはならないと規定があるため、下限

値２．５メートルの確保が必要となります。そのためカーブミラーを設置する際に下限値を確保しつ

つ、現地で見通し等を調整した結果、その場所や状況により適切な高さが変わっているため、全て一

定の高さでないことをご理解いただきますようお願いいたします。 

 最後に、道の駅東側の駐車場の管理についてお答えします。道の駅につきましては、道路利用者の

ための休憩機能、道路利用者や地域の人々のための情報発信機能、道の駅を核とした活力ある地域づ

くりを行うための地域連携機能が、国土交通省の登録の３要件となっております。道の駅玉村宿の東

駐車場においては、以前から長時間駐車が多く、道の駅のトイレ利用や休憩、地元産品の購入といっ

た、本来の道の駅利用者が駐車できないとの相談やクレームがたびたび起きておりました。このため

東駐車場の西側について、乗り合わせ等による長時間の駐車を防止するため、一部の区画について夜

から朝にかけて制限し、道の駅棟がある北駐車場の駐車状況を見ながら開放することとしました。 

 その後、東駐車場の東側の駐車場にも長時間駐車が頻発し、さらに大型トラックが普通乗用車枠に

駐車することもふえ、駐車制限を広げましたが、今まで長時間駐車していたレジャーや建設業者の乗

り合わせ車両による長時間駐車が解消しつつあることが確認できましたので、指定管理者と協議し、

８月２３日に即日開放しました。今後も道の駅駐車場の利用状況を注視しながら、道の駅が適正に利

用されるよう努めてまいります。 

 なお、コーンについては、美観上好ましくないとのご意見もありますが、イベントや大型車の路肩

駐車対策に適宜使用している状況ですので、ご理解くださいますようお願いいたします。 

◇議長（髙橋茂樹君） ４番月田均議員。 

              〔４番 月田 均君発言〕 

◇４番（月田 均君） では、第１の質問、ピロリ菌についてお聞きします。 

 ピロリ菌検査というと、県内では高崎市で既に七、八年前から行っているということなのですが、

その辺の確認はされていましたか。 

◇議長（髙橋茂樹君） 健康福祉課長。 

              〔健康福祉課長 舛田昌子君発言〕 
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◇健康福祉課長（舛田昌子君） 月田議員の質問にお答えいたします。 

 県内のピロリ菌の検査状況でございますが、ピロリ菌だけを単独で行っているところが太田市、そ

れからピロリ菌と、あとペプシノゲン法という方法があるのですけれども、胃の萎縮性の胃炎を同定

する検査なのですけれども、これを両方やっているところの市町村が高崎市を含めまして１７市町村

ございます。その１７市町村のうち３市、高崎市と桐生市と安中市におかれましてはピロリ菌単独の

検査もやっている。ということは、両方ともやっているという状況でございます。 

◇議長（髙橋茂樹君） ４番月田均議員。 

              〔４番 月田 均君発言〕 

◇４番（月田 均君） １７市町村もやっているということは、半分くらいやっているということに

なると思うのですけれども、それ相当の効果を感じていると私は思うのです。 

 実は、私の知り合いで医者をやっているのがいるので、聞いたのですけれども、交付金が出ないの

だよと言ったら、国よりよいことをするときは交付金など気にしないでやるのだと言っていました。

まさしくそういうものだと思うのですが、その辺考えると、玉村町もバリウムと、私が言ったのはピ

ロリ菌検査というか、そのペプシノゲンも入れた、含めた質問をしたつもりなのですけれども、玉村

町はバリウムもやっていると、２つやっているということなのですが、バリウムの検査は非常に検査

率、発見率が低いということで、やはり急いでほかの１７市町と同等な、高崎市なんか見ると、若い

子はピロリ菌だけ、若いうちにピロリ菌を取ると非常に発がん率が減ると。高齢になるとピロリ菌と

ペプシノゲンということで、胃の萎縮を調べているということなのですが、これは早目というか、至

急１７市町村のほうに加入したほうが、のほうに行ったほうが私はいいと思うのですが、その辺はど

うなのですか。 

◇議長（髙橋茂樹君） 健康福祉課長。 

              〔健康福祉課長 舛田昌子君発言〕 

◇健康福祉課長（舛田昌子君） まず、先ほどの町長の答弁にもありましたが、国のほうではこのピ

ロリ菌の検査の方法を推奨しないというところで、胃のレントゲンと、あと胃カメラですか、そちら

のほうは推奨するということで言っております。県のほうもそれにあわせて胃のレントゲンと胃カメ

ラにつきましては推奨していますが、ピロリ菌の件につきましては推奨しないということになってお

ります。国のほうの推奨しない理由なのですけれども、一応発見の関係の事実関係が検証されていな

いというところが理由でございます。 

 それで、高崎市さんのほうなのですけれども、一応ピロリ菌を除菌した後の胃がん発生率とか死亡

率とかも検証していないため、影響があるのかどうか不明だということのご回答をいただいておりま

すし、あとピロリ菌を除去した後も胃カメラ等で検診してくださいというのはどこでもお伝えしてい

る状況があるというので、なかなかピロリ菌を検査項目に入れるというのは難しいかなと考えており

ます。 
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◇議長（髙橋茂樹君） ４番月田均議員。 

              〔４番 月田 均君発言〕 

◇４番（月田 均君） ピロリ菌検査とか胃の萎縮性検査というのですけれども、検査すると幾ら費

用は、１人１回当たり幾らかかるのですか。 

◇議長（髙橋茂樹君） 健康福祉課長。 

              〔健康福祉課長 舛田昌子君発言〕 

◇健康福祉課長（舛田昌子君） ちょっと自治体によってお値段が違うのですけれども、１件当たり

１，５００円から２，７００円ぐらいかかると見込まれております。 

◇議長（髙橋茂樹君） ４番月田均議員。 

              〔４番 月田 均君発言〕 

◇４番（月田 均君） そうですか。私は５００円か１，０００円だという話を聞いていたのですけ

れども。 

 いずれにしろ、胃がんを減らすためにどうするかということが大事だと思うのです。私は、ピロリ

菌は取ったのですけれども、こういう町の検診の中に、例えば胸部エコー検査というのが補助はない

のですが、例年どおり書いてあります。受ける人の数が変わっていないということは、値段が高くな

っても受けているということなので、こういうところにピロリ菌検査ないしはペプシノゲン検査とい

うので私は入れてやってもらえば、すごく効果が出るなと思うのですが、その辺はどうなのでしょう

か。 

◇議長（髙橋茂樹君） 健康福祉課長。 

              〔健康福祉課長 舛田昌子君発言〕 

◇健康福祉課長（舛田昌子君） こちらの検査を実費等で行うに当たりましても、医師会のほうの理

解も必要でございますし、玉村町だけ行うというのもなかなか難しゅうございまして、伊勢崎市の意

向もあるかと思いますので、すぐすぐ行うというのは難しいかなと考えております。 

◇議長（髙橋茂樹君） ４番月田均議員。 

              〔４番 月田 均君発言〕 

◇４番（月田 均君） となると、もうピロリ菌検査やれないと。ならば、胃がんの発見をしっかり

しなければいけないということなのです。 

 玉村町の胃がんの発見率というのはどのくらいになっているのですか。胃カメラをやったときに

何％ぐらい発見できるのですか。 

                                         

◇議長（髙橋茂樹君） 休憩します。 

   午後４時１３分休憩 
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   午後４時１４分再開 

◇議長（髙橋茂樹君） 再開します。 

                                         

◇議長（髙橋茂樹君） 健康福祉課長。 

              〔健康福祉課長 舛田昌子君発言〕 

◇健康福祉課長（舛田昌子君） 済みません。率は出しておりませんが、レントゲンにつきましては

１名、それから胃カメラにつきましては３名が発見されております。去年度です。平成３０年度です。 

◇議長（髙橋茂樹君） ４番月田均議員。 

              〔４番 月田 均君発言〕 

◇４番（月田 均君） そうすると、１，０００人で２人見つかっていないということですね。だっ

て、全体は１，７２３で３名ということになれば、１，０００人で２人見つかっていない。少なけれ

ばいいのだけれども、本当にそんな少ないのかと私は非常に疑問を持ったのです。ある資料を見たら、

１，０００人で２５人ぐらい探しているところもあるのです。それは医療機関によってです。となる

と、胃カメラでいくのならいいのだけれども、発見率を上げる努力というか、そういうのをしないと、

検査してオーケーだったけれども、なってしまったという人もそれは当然出てくるので、その辺の今

の発見率がいいかどうかということなのです。もっと上げなければいけないかと考えているかどうか

をお聞きします。 

◇議長（髙橋茂樹君） 健康福祉課長。 

              〔健康福祉課長 舛田昌子君発言〕 

◇健康福祉課長（舛田昌子君） 発見率につきましては、医療機関等もありますので、その辺周知の

ほうをしていきたいかと思います。よろしくお願いいたします。 

◇議長（髙橋茂樹君） ４番月田均議員。 

              〔４番 月田 均君発言〕 

◇４番（月田 均君） これは、我々の仕事もそうなのですけれども、やっぱり力量というのは当然

差が出てくるので、そういうのを上げる努力というのか、町は保険料を払うほうだから、払うほうな

のですから、その辺の指示、指導というのはしっかりやってもらいたいと思います。 

 次に、筋トレなのですけれども、以前よりはふえているということです。私がやっぱり気になって

いるのは、私も長寿会に入っていて筋トレとかストレッチをやっているのですけれども、週１回。や

っぱりこれはもっとやったほうがいいかなということで、うちは大体７５から上の人が多いのですけ

れども、毎週うち帰ってやってよと言うのですけれども、やってくれた人は誰もいないのです。なぜ

やらないかというと、運動選手なんか言わなくてもやります。やっぱり年をとると、アスリートでは

ないので、人よりうまくなりたいという気はないのです。そうするとやっぱりモチベーションが上が

らないで、月田が言ったけれども、ではやっぱりやめようかということでやめているのですけれども、
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やらないのですけれども。 

 私考えるのだが、筋トレ３０分あります。ストレッチ２０分。あれをうちで１人でやれというと、

それは非常に気が進まないと。私は、楽しくて短くて効果がある筋トレとかストレッチのほうを考え

てもらいたいなと、短くて。３分間クッキングではないけれども、５分間ストレッチとか筋トレとい

うのを考えてやれば、私が一番気になるのは、筋トレはいいのだけれども、グラウンドゴルフなんか

いっぱい行っています。ああいう人も何も運動しないですぐ始める。あれこそみんな集まって、５分

でも１０分でもやればすごくいいなと思う。特にグラウンドゴルフというのはいつも同じ方向で打っ

ているわけですから、非常に体によくないのです。楽しいかもしれないけれども、健康に関しては、

せっかくああいう人が集まってやるのならもったいないと思って、５分間運動というのを玉村町で考

えてもらえれば、それで年配の人というのはやれというと結構真面目にやるのです。若いのと違って。

だから、町でつくった運動と言えば、やれと言えば、グラウンドゴルフなんかでもみんなやってくれ

て、よりいいのではないかと思うのですけれども、そういうことは研究できるのでしょうか。 

◇議長（髙橋茂樹君） 健康福祉課長。 

              〔健康福祉課長 舛田昌子君発言〕 

◇健康福祉課長（舛田昌子君） お答えいたします。 

 町長の答弁にもありましたとおり、一応筋トレの会場に来たときには行っていただきたいというの

はもちろんなのですが、帰ってからはやはり自主的なところになりますので、なかなかやれというふ

うに強制するのは難しいかなと思います。それで、やはり楽しくないと人間長続きいたしませんので、

筋トレ会場に来たときには楽しく行っていただくというだけでも大分効果があるとは思いますので、

その辺で理解していただければと思うのですが。 

◇議長（髙橋茂樹君） ４番月田均議員。 

              〔４番 月田 均君発言〕 

◇４番（月田 均君） なぜ私がこういった質問をするかというと、ある日テレビを見ていた。私は

ずっと見ていたわけではないのですが、そこで東京大学の医学部の先生が、やっぱりそういうストレ

ッチとか筋トレを教えていると。でも、ちっともうちへ帰ってやってくれないということを言ってい

ました。実は、私が考えたというので、こういう運動があると言ってました。でも、私興味なかった

から、そこから先見ていないのですけれども、やはりこれは一生懸命やっている人も疑問を持って感

じているところなので、何とか玉村町も一生懸命筋力トレーニングをやっているところなので、その

辺は考えてみようという回答をもらいたいのですけれども。 

◇議長（髙橋茂樹君） 健康福祉課長。 

              〔健康福祉課長 舛田昌子君発言〕 

◇健康福祉課長（舛田昌子君） 筋トレの長さというのもある程度専門家が考えた長さだと思うので

す。それなので、専門家に聞きまして、楽しくて簡単で短いものができるようでしたらば、提供がで
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きるようでしたら頑張ってみたいと思います。 

◇議長（髙橋茂樹君） ４番月田均議員。 

              〔４番 月田 均君発言〕 

◇４番（月田 均君） わかりました。お願いいたします。 

 次に、カーブミラーの質問です。今町長から回答があって、下限が２．５メートルとかいろいろ話

があったのですけれども、私は実はこのカーブミラーに関しての質問は３回目なのです。私、カーブ

ミラーが好きなわけではないのです。なぜ始めたかというと、町の商工会の人がカーブミラーを拭い

ているという話を聞いたのです。いや、すばらしいなと思って、うちの火雷神社の近くにカーブミラ

ーがあって見にくかったので、早速ペットボトルに水を入れて、スポンジを持って行ったのです。そ

れで拭いたけれども、あれ、きれいにならないなと。車用の洗剤がありまして、ぷっと吹きつけたと。

そして吹いたら、今度は逆に表面がおかしくなってしまって、すぐやめて、これはまずいなと逃げ帰

ったというか、そういうことがあったのですけれども、私もどういうのかなと、ネットなんかで調べ

ても中性洗剤を使えとか書いてあるけれども、どうもよくないなと。ミラーの後ろにメーカーが書い

てあるのです。そのメーカーに電話して何社か聞いたのですけれども、これはもう寿命だと、新しい

のに変えてくれという話が何社も来ました。しようがないというのがあったので、一番最後に電話し

たところが、実はいいのがあるのだと。強化ガラスを使えば３０年たっても新品と変わらないのだと

いうこと。本当かなと思った。そうしたら、東京都でも使っているし、群馬県では藤岡市と桐生市が

使っているということだった。私は、ではというので、藤岡市に行ってみました。そうしたら、藤岡

市も平成に入ってからやっているのですけれども、非常にいいのです、藤岡市のミラーというのは。

湾曲はないし、ぴかっとして、これは間違いないなということで一般質問して、すぐに町のほうでも

強化ガラスに変えてもらったというのがあるのです。それでよかったのですけれども、それと同時に

うちの近くにもミラーをつけてもらったのです、言われたもので。いいなと思って見たのですけれど

も、何か高さが高いのです。こんな高くていいのかなと思って。それで、カーブミラー協会のハンド

ブックを探してみて、そうしたら２．５と書いてあったと。うちの近くを見たらミラーが２．５。や

っぱりミラーはちょっとおかしいのでは、ハンドブックがおかしいのではないかという話も感じたの

ですけれども、そんな経緯でやっていて、文化センターの西は家ができていないのにミラーだけつい

ているのです。不思議なものですけれども。はかりに行ったら、２．５とか２．６５とか８とかあり

まして、条件は全く変わらない。電柱があるわけではない。道も全く同じ。なぜやらないかなと、私

は非常に疑問を持ったし、残念だったということなのですけれども。具体的に町は業者にどういう指

示を出しているのか、お聞きしたい。 

◇議長（髙橋茂樹君） 環境安全課長。 

              〔環境安全課長 髙柳 功君発言〕 

◇環境安全課長（髙柳 功君） お答えいたします。 
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 カーブミラーのほう、区のほうから、区長さんのほうからこちらの場所につけていただきたいとか

という要望を今年度とりました。かなりの数まとまりましたので、３カ年ぐらいの計画で今現在そち

らの区の要望のものはやっているわけですけれども、こちら環境安全課のほうでつけるものに関しま

しては業者のほうには２．５メートルが基準ということで、そのように指示のほうをしております。

ただ、そちらも２．５メートルというのは先ほど町長からの答弁にもありましたとおり、道路、歩道

上に関しましては交通安全対策ということで、道路構造令によって２．５メートル以上あけなさいと

いう、そういったものもありますので、そちらを守るようにと。電柱につける場合には、東電のほう

は３メートル以上あけてつけてくださいということが基準として東電のほうで持っております。なの

で、そういったものにつける場合には基準を守ってつけてくださいと。ただ、民地にまれにつけてい

る場合があります。そちらは、そちらの土地の所有者の方にもちろん了解をとってなのですけれども、

そちらの場所につける場合には民地の中ですから、そちらの構造令等による基準を守る必要はないわ

けですので、月田議員のおっしゃられるとおり、例えば２．２メートルぐらいになったりとかという

ことも当然あります。ということで、こちらの環境安全課のほうが発注する場合には、そちら歩道上

等につける場合には２．５メートルが基準ですよということでつけていただいています。文化センタ

ーのところのこちらの分譲地につきましては、都市建設課のほうで一括で発注していただいて、そち

らに関しましても２．５メートルを基準ですよということは業者のほうにはお話ししてあるはずです

ので、そちら少しの高さの高低というのがどんな理由で発生したのかというのはちょっと私のほうで

もわかりかねますけれども、一応業者はその都度まずは仮づけして、車に乗ってみて、高さのほうも

見ながらつけているはずだと考えます。 

 以上です。 

◇議長（髙橋茂樹君） ４番月田均議員。 

              〔４番 月田 均君発言〕 

◇４番（月田 均君） 私、町の指示というのが２．５メートルを基準にやってくれと。状況によっ

て臨機応変に対応してくれという指示だと思うのですが、私が業者とすれば、今の指示を受けると、

だって考えてみると手を挙げれば２メートルです。そこから５０センチ上げるというと、別にゲージ

を持ってはかる必要は全くない。この辺でいいのではないかということで取りつけると思うのですが、

そうではなくて、２．５メートルのゲージないしは棒を持ってちゃんと下限を決めなさいよと。それ

で、低過ぎれば上げなさいよと、もっと下ならば下げなさいよという指示を出さなければ、もし私が

業者ならば、行ってそうつけてくると。ましてや、支柱が３．６メートルあるのです。埋めるために

５０センチかそこら掘ると高さが３メートルだと。そこにつければ、嫌でも２．５から七、八になる

のです。別にはからなくてもいい。だから、そういうつけ方をしていれば、やっぱり２．５ではなく

てもっといろんな数が出てくる思うのですが、やはり２．５メートルのちゃんとゲージをつくって、

それで判断しなさいよという指示を出さなければ、しっかりした寸法は出ないと思うのです。走って
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みて、高さがまちまちなのは事実なのです。だけれども、それがそれなりの理由があるかというと、

そういう感じはしない。運転するときはみんな同じ高さでみんな２．５でばっとそろえればすごく運

転もしやすいのだから、そういった指示を出すようにしないと、やっぱりいいものはできないと思う

のですが、その辺はどう考えます。 

◇議長（髙橋茂樹君） 環境安全課長。 

              〔環境安全課長 髙柳 功君発言〕 

◇環境安全課長（髙柳 功君） 最初の指示の出し方でございますけれども、そちらに関しましては

発注するときに必ず２．５メートルを基準としてつけるようにということは指示のほうはしておりま

す。また、担当もその都度完成した場合に現地のほうも確認はさせていただいています。ただ、申し

わけないですけれども、その２．５メートルを確かになっているかというところよりかは、車に乗っ

て、確かに左右が見れるかどうかというところを主体にもちろん確認のほうはしてきております。 

 仮に区長さんなり、ご近所の方から、ちょっとこの場所見づらいというようなことがお話としてあ

れば、担当すぐ行きまして、角度の調整ですとか、場合によっては２．５メートルを下限としまして

高さの調整とかももちろん随時、逐一、なるべく早目に現在行っておりますので、もしもお気づきの

点等が月田議員のほうからもありましたら、環境安全課のほうまでお電話なりお話しいただければ、

現地のほうすぐ確認いたしまして、現状どういう高さでついているのか、見やすい、見づらい、そう

いった部分も含めまして確認のほうさせて、対処のほうはさせていただきたいと思います。 

 また、カーブミラーの鏡面のお話も少しありましたけれども、令和元年からこちらに関しましては

強化ガラス製としております。区長さんのほうから、ここの場所は見づらいとかというお話がありま

したら、そちらの支柱のほうが健全な状態であれば、鏡面だけでも交換等もなるべく早目にしており

ますので、そういったことで環境安全課のほうは今のところカーブミラーについては対処していると

いうような状況です。 

◇議長（髙橋茂樹君） ４番月田均議員。 

              〔４番 月田 均君発言〕 

◇４番（月田 均君） カーブミラーを設置している業者は幾つあるのですか。 

◇議長（髙橋茂樹君） 環境安全課長。 

              〔環境安全課長 髙柳 功君発言〕 

◇環境安全課長（髙柳 功君） 済みません。申しわけないですけれども、町内の業者に今のところ

発注しておるのですけれども、ちょっと今私失念しておりますけれども、４つとか５つとか、どちら

かといったら小規模な業者さんのほうにカーブミラーの設置のほうはお願いをしているような、地域

のよく状況をわかっている業者さんにその場所、場所で、単価のほうは同一単価でやっておりますの

で、そういったことでやっていただいております。 

◇議長（髙橋茂樹君） ４番月田均議員。 
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              〔４番 月田 均君発言〕 

◇４番（月田 均君） １社に頼んでいるのならば、そんなにばらつきはないと思いますけれども、

４社も５社もあれば、皆さん担当もいろんな人がいますから、ばらつきが出てしまうと。だからこそ

私が言っているのは、２．５メートルというゲージをつくって、棒をつくって、まずそれでやれと。

それで判断して、上下を判断してくださいよという指示を出してもらいたい。だって、要するに仕事

のさせ方だから。その仕事のさせ方が、私としては余り好ましくないと、よろしくないなと感じてい

るところなのですけれども、その辺はどうなのですか。 

◇議長（髙橋茂樹君） 環境安全課長。 

              〔環境安全課長 髙柳 功君発言〕 

◇環境安全課長（髙柳 功君） 工事の指示書はそのように出しておりますので、あとのもちろんゲ

ージのほうも業者は持っておりますので、多分私その施工しているところを毎回監督しているわけで

はないので、実際そういったものを活用してやっているかどうかというところは、今確実なところは

言えませんけれども、想像するに２．５メートルという基準を町のほうから示しておりますので、そ

れに関してはまずは２．５メートルを基準で施工のほうはしていただいていると思っております。そ

の中で例えば若干見づらい部分があるとか、そちらは施工している業者のほうが判断する部分ではあ

りますけれども、こちらのほうがいいのではないかということであれば、下限を満足させた上で、業

者のほうで若干の調整はしていると思います。 

◇議長（髙橋茂樹君） ４番月田均議員。 

              〔４番 月田 均君発言〕 

◇４番（月田 均君） 議論がかみ合わないので、次の質問に行きます。 

 道の駅なのですけれども、すごく気になります。実際問題として。特に何が気になるかというと、

看板が立っているのです。不法駐車お断り。警告ね。乗り合わせ、待ち合わせによる長時間駐車は、

当施設ご利用の方も大変迷惑しており、もし不法駐車を発見した場合には相当金額を請求いたします

ので、ご了承ください。２４時間監視カメラ作動中、道の駅玉村宿駅長ということなのですが、実際

問題として相当金額を請求したことがあるのですか。 

◇議長（髙橋茂樹君） 経済産業課長。 

              〔経済産業課長 齋藤 恭君発言〕 

◇経済産業課長（齋藤 恭君） 現実のところで、今までは請求したという案件はないというふうに

聞いております。 

◇議長（髙橋茂樹君） ４番月田均議員。 

              〔４番 月田 均君発言〕 

◇４番（月田 均君） 法律上、道の駅にこういう時間とめてはいけないという法律があるのですか。

なければ、もしとったとすれば裁判で負けるから、私聞きたいのですけれども。法律上、こういった
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法令があるかどうかをお聞きします。 

◇議長（髙橋茂樹君） 経済産業課長。 

              〔経済産業課長 齋藤 恭君発言〕 

◇経済産業課長（齋藤 恭君） 駐車場でございますので、駐車場をそこにとめていただく。そのこ

と自体に何か法令で問題があるかないかと言われれば、ないものというふうに認識しております。 

◇議長（髙橋茂樹君） ４番月田均議員。 

              〔４番 月田 均君発言〕 

◇４番（月田 均君） だから、とめても基本的に罰金は取れないと私は思いますけれども。 

 １つ気になる点なのですけれども、こういった看板を見た人がどういう気持ちになるかということ

なのです。私は非常によろしくない。そこまで書き過ぎるのは、やはりこれは好ましい姿ではないの

ですけれども、町のほうはこういう看板が出ていることに関してどういうふうに考えていたのですか。 

◇議長（髙橋茂樹君） 経済産業課長。 

              〔経済産業課長 齋藤 恭君発言〕 

◇経済産業課長（齋藤 恭君） まず、通常のお客様、道の駅をご利用いただく、休憩としてご利用

いただく、その限りにおいてご利用いただく方につきましては当然その看板、何の意味もなかろうか

というふうに私どもは思っています。一部、当初の道の駅としてのご利用の目的以外にとめていただ

く方々につきましては、何か心に残るものという形での表現ということになっているというふうに認

識しております。 

◇議長（髙橋茂樹君） ４番月田均議員。 

              〔４番 月田 均君発言〕 

◇４番（月田 均君） 乗りあわせで車を置く人は好ましくないということなのですが、そもそもこ

の道の駅の目的というのは、先ほど話が出ましたように、休憩場所、情報提供、地域連携機能という

３つがあるということなのですが、町から見たときに休憩機能は意味ないですね、町の住民からすれ

ば。町の住んでいる住民から見たときに、この道の駅をつくっての利点というのはどういうものがあ

るのですか。 

◇議長（髙橋茂樹君） 経済産業課長。 

              〔経済産業課長 齋藤 恭君発言〕 

◇経済産業課長（齋藤 恭君） まず、道の駅でございますので、まずその道路を使用している方々

の休憩場所、まずこれもございます。そのほか、道の駅ということで直売所でありますとか、あるい

はそういった施設があることによりまして雇用の場といったことも生まれてきております。そうした

面で、玉村町というものをアピールする場所ということで現状のところは認識しております。 

◇議長（髙橋茂樹君） ４番月田均議員。 

              〔４番 月田 均君発言〕 
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◇４番（月田 均君） 確かにそういう目的がありますけれども、不法駐車がどこのナンバーかとい

うのを調べてみたのです。そうすると、やはり毎日不法駐車なるものがとまっているのは四、五台は

あると思いますけれども、ほとんど群馬と玉村町なのです。ほかのところはいっぱい、他県の車が道

の駅の北の駐車場にあるのですけれども、東のほうには不法と思われる、何しろ注意のステッカーが

張ってあるものを見ると、みんな群馬、玉村町、はっきり言えば群馬と高崎市、道の駅の近くの玉村

町の人と高崎市の人なのです。そして、もし玉村町の人が使うとすれば、ある意味では非常にメリッ

トがありますね。何かのときに使ってやる。だって、私が道の駅でうちの家族の利点を感じるのは、

道の駅で弁当を買ってくるぐらいなことで、それ以外は野菜は自分の家でつくっているし、まして売

っているわけでもないし。となると、町に住んでいる住民からすれば、道の駅のメリット、直接のメ

リットはそんなにないのです。野菜を出している人は非常にいいですよ。でも、それ以外の人はそん

なにない。となれば、万が一のときに毎日四、五台の車が置いてあるとしても、それは使っているの

は玉村町の人と思えば非常にいいこと、便利にしているということで、この辺は少し考えてもらって、

目をつぶるとかいうことだって私はいいと思う。そうすれば、私がたまたま見ていたら知っている人

が来て、こういう看板をつけられると、とめた後、帰りがけに何か買う気をなくすよねなんていう話

をしていたのですけれども、そういう面でメリット、少し玉村町の住民に対してもメリットが出るよ

うなことで考えれば、目をつぶると。県外の車なんかあったときは、それはステッカーを張ってもい

いのだけれども。よくないか。いずれにしろ、高崎市の人も相当とめているのだけれども、いわゆる

道の駅の近辺の三、四キロの人が使ってもいいのではないかと私は思う。それを後で何か物を買って

もらったりなんかすることもあるのだから、私とすれば不法駐車で訴えるとかお金取るというのでは

なくて、長時間とめる人は東のほうへとめてくれと。帰りがけに何か物を買ってくれというような看

板に変えたほうが絶対いいと思うのです。それはできないのですか。 

◇議長（髙橋茂樹君） 経済産業課長。 

              〔経済産業課長 齋藤 恭君発言〕 

◇経済産業課長（齋藤 恭君） 町長の答弁にもございましたけれども、当初道の駅の駐車場、こち

ら２７年にオープンしたわけでありますけれども、２８年度ころから今申し上げましたようなレジャ

ー、あるいは待ち合わせ場所、仕事をする方々の集合場所ということでとめられてきているという実

情がございました。その当時でありますと、２９年度等につきましては道の駅の建物の北側の駐車場、

さらには建物の東側、５０台ほどはとめられる場所がありますけれども、そちらの中おおよそとめら

れる場所というのが二、三台しかないような、お客様でない方々でいっぱいになっていたという実情

がございます。そうしたことから、これはもう当然道の駅をご利用いただいている方々であれば問題

ないわけでありますけれども、そうでない方々の駐車スペースとして利用されてしまっているという、

そういう実情があったがために、現状そういった看板でありますとか、駐車制限といったものを実施

させていただいたと、そのような経緯がございます。 
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 町長の答弁にもございましたけれども、現状そうした集合場所として利用していただいている方、

あるいはレジャーの集合場所として利用していただいている方、そうした車両につきましてはこれま

での取り組みの結果、ある程度こういう言葉はちょっと悪いかもしれませんが、ご遠慮いただいてい

るという状況が確認をできたところでございます。そうしたことから、現状はどこにでもとめていた

だいても結構ですというような形で制限は設けておりません。ただ、これは最近の傾向といたします

と、東側の駐車場の南側通路、こちらの通路の、ですから駐車スペース以外の場所、こちらに車両を

とめていく方、中にはトラックが多いわけですけれども、そちらで休憩をしているということも見受

けられますので、そちらにはガードレール等実際にはございませんので、落ちないようにという形で

コーン等を置いて注意を喚起していると、このような状況で現在は運営をしているという、そんな状

況でございます。 

◇議長（髙橋茂樹君） ４番月田均議員。 

              〔４番 月田 均君発言〕 

◇４番（月田 均君） 先ほどとめる場所がないという話がありましたけれども、それは道の駅の北

側も大体６０台ぐらいとまりますね。東側は１００台ぐらい、全部で１６０台ぐらいの駐車スペース

があるのですが、１６０台もとまっていたのですか。 

◇議長（髙橋茂樹君） 経済産業課長。 

              〔経済産業課長 齋藤 恭君発言〕 

◇経済産業課長（齋藤 恭君） 申し上げましたのは、建物の北６０台ぐらい、それから建物の東、

すぐ東に５０台ほどとめられます。ここがまずいっぱいになっていたということでございます。その

東側、今現状ですとテスラの充電器ありますけれども、そちらについてはある程度とめられるような

状態にはなっておりました。ただ、一般のお客様からいたしますと、その現状テスラが充電設備があ

るところにしかとめる場所がないと。このようなことで苦情等もいただいていたということもござい

まして、これまで駐車をする場所の制限ということで取り組みを行っていたという、そのような経緯

でございます。 

◇議長（髙橋茂樹君） ４番月田均議員。 

              〔４番 月田 均君発言〕 

◇４番（月田 均君） わかるのですけれども、ただまだ駐車スペースは５０台ぐらいありますね、

さらに東側、当時も。とめられないというときも５０台ぐらいはあった。となれば、あそこまで看板

を立てる必要はないと思うのです。道の駅の販売量からすれば、玉村宿は駐車場は多いですね、面積、

台数は多いと思うのです、ほかの道の駅と比べれば。だから、今の状態はもう駐車禁止はやめている

ということなので、それは非常にいいと思うのですけれども、やはりもう少し東側に誘導するような

看板だとか、検討してもらって、何せ違法で取り締まりだとか、お金を取るだとか、そういった看板

に関してはやっぱりこれは再検討してもらいたい。町としてもよろしくないと思うのですが、どうな
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のですか。 

◇議長（髙橋茂樹君） 経済産業課長。 

              〔経済産業課長 齋藤 恭君発言〕 

◇経済産業課長（齋藤 恭君） 一応先ほどから申し上げておりますように、道の駅を利用している

方、あるいは道の駅、その店舗等利用いただける方、こういった方々に対しましては当然何ら気にな

さらない部分であろうかというふうにも認識しております。これまでも多くの方々にご利用いただい

た中で、昨年度ですと、また前年度に比べましてもプラスというような売り上げ、あるいは来場者の

方の数字も出ております。そうした中で、これまでどおりご利用いただいている方につきましては気

になさらずにお越しいただいているというふうなことで私どもは認識をしております。なお、９月、

これまでも人数大変多く来ていただいておりますので、２８日の日だったと思いますけれども、

２００万人ご来場ということで記念のイベントもございますので、月田議員におかれましてもまたお

越しいただいて、道の駅、ご利用いただきたいというふうに思っております。よろしくお願いいたし

ます。 

◇議長（髙橋茂樹君） ４番月田均議員。 

              〔４番 月田 均君発言〕 

◇４番（月田 均君） 最後なのですけれども、なかなか私の意図が通じていないわけではないので

すけれども、期待する回答が出ていない。ただ、この道の駅に関しては後日別な議員が厳しい質問を

するので、私の聞きたかったことにちゃんといい回答を期待して、終わりたいと思います。 

 以上です。 

◇議長（髙橋茂樹君） 環境安全課長。 

              〔環境安全課長 髙柳 功君発言〕 

◇環境安全課長（髙柳 功君） 済みません。先ほどカーブミラーの取りつける業者の関係で回答し

ましたが、誤りがありましたので、訂正させていただきたいと思います。 

 平成３０年度には単価契約で８社の業者、町内の８社の業者に施工のほうをお願いしておりました。

今年度になりましてからは、数のほうが区長さんのほうからまとめて上がりましたので、数の把握が

できましたので、１社の業者のほうにまとめて発注のほうをしております。 

 以上です。 

                      ◇                   

〇散  会 

◇議長（髙橋茂樹君） 以上をもちまして、本日の日程は全て終了いたしました。 

 これにて散会といたします。 

 なお、明日９月４日水曜日は午前９時までに議場へご参集ください。 

 ご苦労さまでした。 
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   午後４時４７分散会 


